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はじめに

2002 年９月に東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館館長の芹
沢長介（東北大学名誉教授）が調査団長となり、大分県早
水台遺跡の第８次発掘調査を実施した。発掘調査は９月 16
日～ 27 日までの 12 日間である。調査終了後、東北大学総
合学術博物館教授柳田が整理責任者となり、発掘資料は本
学大学院文学研究科考古学研究室で、直ちに水洗、ネーミ
ングの作業、写真、図面、各台帳の整理がすすめられた。
それらの一連の作業が終了した後、資料は東北福祉大学の
芹沢研究室に送られ、芹沢先生自らが研究に取り組まれた
（芹沢　2003）。2006 年３月 17 日に芹沢先生が研究半ばで
急逝され、一時、早水台遺跡の資料に対する研究が途絶え
てしまった。2007 年、芹沢先生の奥様が東北大学考古学研
究室への早水台遺跡第８次発掘調査資料を譲渡され、この
調査の協力者の柳田が資料の整理と研究を引き継いだ。
2007 年５月、東北大学総合学術博物館では同博物館客員
教授に中国科学院古脊椎与古人類研究所の李超 先生を招
聘し、「中国と日本の前期旧石器時代研究－早水台遺跡と許
家窯遺跡の比較研究－」と題して、柳田が共同研究をすす
めた。約４ヶ月の短い期間ではあったが、李先生と柳田は
早水台遺跡第８次発掘調査資料を中心に、第５・６・７次
調査石器に対しても検討をおこなった。李先生の研究成果
は「日本早水台遺跡と中国許家窯遺跡の石器の比較研究」
と題して『Bulletin of the Tohoku University Museum No. ９』
に発表された（李　2010）。李先生の帰国後も、2007、08、
09、10 年と、柳田が資料の整理と研究をすすめ、今回の調
査研究報告をまとめることができた。
大分県早水台遺跡の発見は 1949 年頃にこの地で田ノ口
秀臣氏が開墾中に縄文時代押型文の土器片や石器類を発見
したことからはじまった。1951 年には佐藤　暁氏を中心に
発掘され、縄文時代早期の遺跡であることが確認された。
1964 年２・３月には早水台遺跡で大規模な調査がおこなわ
れ、縄文時代早期や後期旧石器時代の包含層の下位にある
安山岩角礫層から石英粗面岩を中心とした石器群が発見さ
れた。芹沢は安山岩角礫層から発見された石英粗面岩製石
器に注目し、1964 年４月にこの石器群を狙って再調査を実
施した。この発掘を早水台遺跡第５次調査という。早水台
遺跡の安山岩角礫層から発見された石器群（以下、早水台
下層石器群）は、①石器類がチョパー、チョピンク・トゥール、
プロト・ハンドアックス、プロト・オベイト、ピック、ロ
ンボイド、デイスク、ポイント（尖頭石器）、彫刻刀などが
組成されていること。② 礫器、石核石器類が全体の約 60％
を占めること。③ 剥片生産技術にプロト・ルヴァロア技法
がみられること。④ 石器製作技術に、交互剥離、両極剥離
技術、タガネによる間接打法が認められること。⑤ 素材に
石英粗面岩、石英脈岩が主体となることなどを指摘した。
⑥ 年代観については、中国周口店の北京原人の古い伝統的

様相を残した約 10 万年前まで遡る前期旧石器時代のものと
位置づけた。
2001 年２月（第６次調査）と９月（第７次調査）には、
第８次調査に先駆けて、東北大学総合学術博物館が 37 年ぶ
りに早水台遺跡の発掘調査をおこなった。二つの調査を早
水台遺跡第６・７次調査という（柳田　小野 2007）。この
調査では、第５次調査で明らかにされた層位関係を再確認
し、早水台下層石器群について、石器組成、剥片生産技術、
石器製作技術、石材等について以下のような追認と新たな
知見を得た。
第一に、石器組成に大形のチョパー、チョピンク・トゥー
ル、プロト・ハンドアックスが含まれることを再確認し、
新たにプロト・ビュアリン、扇形を呈する小形スクレイパー
類、彫刻刀形石器を組成に追加した。早水台下層石器群は、
小形スクレイパー類が組成上では量的に最も多いことを新
たに指摘した。
第二に、剥片生産技術に、プロト・ルヴァロア技法と呼
ばれる石核の周縁から調整剥離をおこなう石核類、多面体
の石核から縦長、横長・幅広等の剥片を剥離するような技
術が認められることを再確認し、多面体石核が最も多くみ
とめられることを指摘した。また、この石核類は様々なバ
リエーションが見られ、円盤形を呈するもの、打面や作業
面の位置が頻繁に移動するサイコロ状の石核類が多くみら
れた。また、原石からの初期段階の剥離を示すような石核・
剥片類も多く見られた。
第三に、石器製作技術に交互剥離、両極剥離技術を追認
できた。特に、石器製作に両極剥離技術がかなりの頻度で
使用されていたことを確認できた。
第四に、石材は石英粗面岩、石英脈岩（岩石学的には珪
化を受けた安山岩）を主体とし、僅少ながら石英、メノウ
等を再確認した。
第五に、テフラ分析と光励起ルミネッセンス（ＯＳＬ）
による年代測定をおこなった。
早田氏のテフラ分析では 2.4 ～ 2.5 万年前の姶良Ｔｎ火
山灰（AT）が「黒色帯」に相当する第３b層付近に降灰層
準がある可能性が高いとの指摘がなされた。また、第５層
の安山岩角礫層の上部付近には角閃石が含まれ、それらは
５万年前より古いとされる飯田火砕流の九重第１軽石（Kj-P1
小林　1984 、町田・新井 2003）や、同じような角閃石の
屈折率をもつとされる由布院盆地西方ユムタ高原や由布岳
北方塚原での発見された約 11 万年前に降下したと推定さ
れる九重下坂田テフラ（Kj-Sm －古澤　2003、町田・新井
2003）の存在が指摘された。しかし、第５層上部に発見さ
れた九重起源のテフラ粒子をもつ二つ火山灰がいずれに由
来するものなのかについての決定は保留され、それらが混
在するものと考えられた。そして、第５層より上位の土層
形成については Kj-Sm の降灰以降のものとされた（早田　
2007）。
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一方、長友・下岡氏のＯＳＬの年代測定によると第５層
の年代値は、27 ± 8 ka であった。さらに、第８次調査でも
ＯＳＬの年代測定がおこなわれ、第４層から第６層までの
年代はおおよそ３万年より古いという考えが示された（長
友下岡　2007）。
第六に、私達は早水台下層石器群の年代観を考古学的手
法に基づいて九州地方の３万年以前に相当する石器群との
比較検討をおこなった。
一つは、出土層位から早水台遺跡下層の石器群が大分県
大野川流域で発達するＡＴ直下の「黒色帯」より下位の黄
褐色土層から検出されている岩戸遺跡第Ⅲ文化層、牟礼越
遺跡第１文化層、また、熊本県曲野遺跡Ⅵ層、石の本遺跡
第 6b層、沈目遺跡、血気ケ峰遺跡第１文化層、宮崎県後牟

田遺跡第Ⅲ b文化層、同下層の各石器群よりも先行するも
のと考えた。いま、一つは、石器組成から本石器群が大形
のチョパー、チョピンク・トゥール、プロト・ハンドアッ
クスが含まれる点で、小形石器群を中心とする約６～７万
年前まで遡るものと推定される熊本県大野Ｄ遺跡Ⅷ e層、
同Ｅ遺跡 14 層の出土の各石器群、長崎県入口遺跡第 3b 層
の石器群よりもさらに古く遡ることを指摘した。
以上、早水台下層石器群の分析結果、九州地方の当該期
の石器群との比較、段丘形成の年代観、テフラとの位置関係、
ＯＳＬの年代測定等から、私達は、第５層の安山岩角礫層
から出土した石器群の年代観は、下末吉段丘の形成期以降、
約 7～ 8 万年前の大きな時間幅で考えなければならないだ
ろうと報告した（柳田　小野　2007）。

第１図　早水台遺跡の位置（国土地理院発行 1:25,000 地形図「杵築」より）
Fig. １　Location of the Sozudai site（1:25,000）

１ɽૣਫҨͷҐஔͱܗ

別　府　湾
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早水台遺跡は大分県速見郡日出町大字川崎字早水ほかに
所在する（第１図）。遺跡は、九州北東部に位置する国東半
島の南西端の基部付近にあって、別府湾を望む標高約 35m
の海岸段丘上にある。標高 721mの両子山を頂点とする円
錐形の山地からなる国東半島の南西側にある寄藻川・八坂
川の谷以南には、標高 120m 以下の低平丘陵地がみられ、
早水台遺跡はその低平地の標高 60m以下の南部地区に位置
している。国東半島の主部を構成するものは第三紀および
第四紀の安山岩類で、南半部ではその基盤をなす花崗岩類
および変成岩類がところどころに露出している。早水台遺
跡付近においては、安山岩質凝灰角礫岩がみられ、少なか
らずこれらは熱水変質を受けている。第５次調査の地形・
地質分野を担当した中川久夫によれば、杵築市南部から日
出町東部にかけて三枚の段丘がみられるという。
高位に位置する段丘は、標高 50 ～ 60 ｍ付近にみられる
もので三尺山段丘と呼称されている。平坦な段丘面は平原
付近から真那井東方にみられる。
中位段丘に区分されているものは標高 25 ～ 30mにおい
て発達する早水台段丘である。早水台の頂面がこれらに属
するものとみられ、この段丘面は早水台から真那井地域に
広く分布する。中位段丘は、段丘縁が丸みを帯びた緩斜面
となり、それが浅く広い谷底に連なり、全体として緩やか
な起伏地となっている。
低位段丘は標高 5～ 10m付近において発達する瀬ノ上段
丘と呼称されるものである。早水台付近から小深江東方の
瀬ノ上漁港付近にかけての海岸沿いに低位段丘がみられる。
これらの三つ段丘群について周辺地域の段丘との比較検討
がおこなわれた結果、早水台遺跡のある段丘は関東地方に
おける下末吉段丘形成期に相当するものとされた（中川
1965）。したがって、早水台遺跡における第５層に相当する
安山岩角礫層の旧石器包含層は、更新世の最終高海水準期
以降、海面低下期に形成された段丘上にのる堆積物として
その時期が推定された。
第２図は早水台遺跡の周辺の地図である。1964 年頃に本
遺跡で第３～５次におよぶ、旧石器～縄文時代にかけての
広範囲な発掘がおこなわれた。その後に蜜柑畑のための大
規模な造成工事が実施され、地形の改変があったといわれ
ている。この地図は 1990 年代に作成されたもので、この造
成工事以降に作成された地図となる。しかし、現在でも標
高の最も高い平坦な場所に南北に走る農道が存在しており、
この道路が舗装されているものの、大きな改変の様子がみ
られない。また、早水台遺跡に建立された石碑の位置にも
移動は無い。第６・７次調査の際の 2000 年頃には宅地化が
進み、地形が少しずつ変わりつつあった。
遺跡周辺の地形には三つの平坦面がみられる。一番目に
高い面は 30 ｍ以上の高さを示すもので、スクリーン①（編
み目の濃いもの）で記した。中川によると、早水台の頂面
は中位段丘に相当するという。「中位段丘は、段丘縁が丸み

を帯びた緩斜面となり、それが浅く広い谷底に連なり、全
体として緩やかな起伏地となっている。」と指摘するように、
あまりこの面が明瞭ではない（中川 1965）。
スクリーン①で示した面は４ヶ所みられるが、その中央
に所在するものが早水台遺跡の中心地域に相当し、この付
近が北方向にやや傾斜するものの、平坦になっている。第
３～８次発掘調査区はスクリーン①の範囲に多くのグリッ
ドが設定されている。調査グリッドの断面図から推定する
と旧石器の包含層はスクリーン①の地域に残存しているよ
うである（八幡　賀川　1965､　芹沢　1965、柳田　小野
　2007）。二番目に高い面は標高 18 ～ 22 ｍ前後の高さの
もので、スクリーン②（編み目の淡いもの）で記した。こ
れは中位段丘の低い面に相当するものである。平坦な地形
が残存するスクリーン①と②には比高の差が約 10 ｍあり、
高さの違いによる段丘の差として把握することもできよう。
スクリーン②は西側でスクリーン①を周るように一枚の段
丘面として平坦面を構成する。特に、西北部から西側へか
けてなだらかな面が広がる。しかし、南側では平坦面が一
部狭い範囲でしかみられない。標高 5～ 10m付近でみられ
る三番目の平坦面は西側で広い範囲に存在する（編み目で
は記さなかった）。このように三枚の平坦な段丘面は早水台
遺跡の西側でよく発達するのに対して、南側と東側では一
部平坦面がみられるものの、北東から東側にかけて傾斜が
みとめられ，小さな谷を形成する。第３～５次調査で発掘
したトレンチでは第５層に相当する安山岩角礫層の旧石器
包含層が標高 26 ～ 36 ｍのレベルで、この傾斜に沿って確
認されている。

２．これまでの早水台遺跡の調査

－第 1 ～ 7 次調査について－
1949 年頃に日出町大字川崎字早水の地で田ノ口秀臣氏が
開墾中に縄文時代押型文土器片や石器類を発見した。1951
年には佐藤　暁氏を中心とした大分大学歴史学研究会が試
掘調査をおこない、縄文時代早期の遺跡であることが確認
された（佐藤 1966）。その後、早水台遺跡は数回の予備調
査がおこなわれ、縄文時代早期の大遺跡であることが判明
した（八幡　賀川 1965）。
ここでは調査の年月日と主体者について整理しておく、
その概要については、すでに、第６・７次調査の早水台遺
跡研究報告にまとめたので、それを一読していただきたい
（柳田　小野　2007）。
＜第１次調査＞
　【調査主体】　大分県教育委員会
　【調査期間】��1953（昭和 28）年 7月 14 日～ 22 日
＜第２次調査＞
　【調査主体】　大分県教育委員会
　【調査期間】��1963（昭和 38）年 11 月 4日～ 10 日

大分県早水台遺跡第 8次調査研究報告
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＜第３次調査＞
　【調査主体】　大分県教育委員会
　【調査期間】��1964（昭和 39）年 2月 11 日～ 20 日
＜第４次調査＞
　【調査主体】��財）古代学協会（Ｔトレンチ）
　【調査期間】��1964（昭和 39）年 3月 10 日～ 22 日
＜第５次調査＞
　【調査主体】��東北大学日本文化研究所（芹沢長介）
　【調査期間】��1964（昭和 39）年 4月 10 日～ 15 日
　【調査面積】��12㎡（Pトレンチ）
＜第６次調査＞
【調査主体】��東北大学総合学術博物館（柳田俊雄）
　【調査期間】��2001（平成 14）年２月 27 日～３月９日
　【調査面積】��27㎡
＜第７次調査＞
　【調査主体】��東北大学総合学術博物館（柳田俊雄）
　【調査期間】��2001（平成 14）年９月 15 日～９月 26 日
　【調査面積】　18㎡

３．早水台遺跡の第８次発掘調査

第８次発掘調査は以下の内容でおこなわれた。��
ａ）調査場所：大分県速見郡日出町川崎字早水 4680 の

27 ～ 28
ｂ）調査期間：2002 年９月 16 日（月）～９月 27 日（金）
ｃ）調査担当者：東北大学名誉教授��芹沢長介　
ｄ）調査協力者：
� 東北大学大学院文学研究科考古学研究室　　教授　須藤　隆

東北大学総合学術博物館　　教授　柳田俊雄
奈良教育大学　　教授　長友恒人
古環境研究所　　所長　早田　勉
岩宿資料館　　前館長　松沢亜生
岩手県立大学　　講師　菊池強一

ｅ）調査協力機関：
　　　　　　　　東北大学大学院文学研究科考古学研究室
　　　　　　　����東北大学総合学術博物館
　　　　　　　����大分県日出町教育委員会

なお、調査にあたって別府大学橘　昌信教授、大分県教
育委員会清水宗昭氏、奈良教育大学　下岡順直氏には御協
力をいただいた。また、東北大学文学部考古学研究室助手
鹿又喜隆、同大学院生　菅野智則　小野章太郎　羽石智治
　村上裕次　佐々木智穂　同学部生　原田雄紀が発掘調査
に参加した。
ｆ）調査参加者：枡田悦巳　伊東準一郎　竹内輝雄　
　　　　　　　　楢迫信雄　高茂義弘

１）調査の目的
　第８次調査では以下の目的をもつておこなわれた。
①　早水台遺跡の基本層序の再確認とテフラの検討。
②　早水台遺跡下層石器群の分析。
③　ＯＳＬによる地層の年代測定。
④　遺跡の地形学的な検討。
⑤　東北大学総合学術博物館における展示資料としてモ
ノリスの作成（土層断面の剥ぎ取り）。

２）調査の方法
　第８次調査では、以下のように地区にグリッドの選定
し、発掘をすすめた（第３図）。
AR－ 07 区（３m×２m）
AG－ 18 区（３m×２m）
AH－ 18 区（３m×２m）
AP－ 16 区（３m×３m）
AI － 12 区（３m×３m）
さらに、調査区 AR －０７区の西壁と調査区 AG－ 18 区
南壁で、光励起ルミネッセンス法（ＯＳＬ）による地層の
年代測定、石器群とテフラの関係を解明するための土壌採集
をおこなった。調査区ＡＲ－０７区の西壁においてモノリ
ス（土層断面剥ぎ取り）作成をおこなった。第３図に第５
～８次の発掘調査区を記す。また、調査終了後、大分県教
育委員会清水宗昭氏と共に、李超 氏（中国科学院古脊椎
動物与古人類学研究所）や菊池強一氏を遺跡に御案内し、
考古学的、地形・地質学的な知見をいただいた。

３）調査の経過
 〈調査日誌抄〉
2002 年９月 16 日（月）〈晴れのちくもり〉
日出町教育委員会と地権者へ挨拶。富木氏（ＯＢＳ）が
来跡する。38 年前の調査状況について聞く。本日より調査
開始。午前中グリッドを設定する。夕方、発掘現場に芹沢
先生到着。
９月 17 日（火）〈曇り時々雨〉
午前中、AR － 07 グリッド３×２ｍを新たに設定し、発
掘する。午後から新たに AH－ 18 と AI － 12 グリッド３×
２ｍを設定し、発掘する。これらのグリッドの上部はかな
り攪乱をうけているようだ。
９月 18 日（水）〈晴れ〉
AP － 16、AR － 07、AH － 18、AI － 12 の各グリッドで
発掘する。
AH－ 18 グリッドの上部は攪乱を受けていることが判明
した。第２層までスコップで掘る。AR－ 07グリッドは数ヶ
所が攪乱を受けていることが判明。まず、攪乱部をスコッ
プで掘る。
AI － 12 グリッドは表土層の直下において新しい土壌が斜
めに堆積することから、一部、基盤までスコップで深掘し
てみた。このグリッドはかなりの深さまで攪乱を受けてい

柳　田　俊　雄
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第２図　早水台遺跡の地形図
Fig. ２　Topographical map of the Sozudai site

標高 20m 前後（②）

標高 30m 以上（①）

m
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第３図　早水台遺跡第８次調査区の位置およびグリッド配置図
Fig. ３　Topography around the Sozudai site and excavated squares

P

地点（？）
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ることが判明した。
９月 19 日（木）〈晴れ〉
AH－ 18 グリッドでは残りの良好な第４層黄褐色土層、
第５層安山岩角礫層を掘り下げる。石英製石器が出始める。
第５層の石器出土状況を写真撮影。トータルステイション
による資料の記載。
AR － 07 グリッドでは第２層黒褐色土層を精査。押型文
土器片を発掘する。トータルステイションによる資料の記
載。第５層安山岩角礫層をめざしてさらに堀り下げる。
AI － 12 グリッドでは第７層までスコップで掘る。写真撮
影。断面図の作成。このグリッドは発掘終了。
９月 20 日（金）（木）〈雨のち晴れ〉
AH－ 18 グリッドでは第５層安山岩角礫層の精査を開始
する。石英製石器の出土状況の写真撮影。トータルステイ
ションによる資料の記載。土壌の採集。
AR－０７グリッドでは午後から第５層安山岩角礫層の精
査を開始する。石英製石器が出土。
AP － 16 グリッドでは上部が攪乱され、安定した層は第
3c 層からである。第５層安山岩角礫層の礫も少ない。この
層に対する判断が難しい。
AI － 12 グリッドは写真撮影と断面図を作成し、発掘を終
了する。
９月 21 日（土）〈晴れ〉
AH－ 18 グリッドは南側１×２ｍをダメ押しギミに第５
層安山岩角礫層や角礫の無くなった第６層を掘り下げる。
第６層から石英製石器がまだ出土する。
AR － 07 グリッドでは第５層安山岩角礫層の上部を精査
する。石英製石器が出土。
AP － 16 グリッドでは第５層安山岩角礫層を掘り下げる
と、更に礫が多くなった。AP － 16 グリッドの発掘が終了
に近づく。ＡＨ－ 18 グリッドの北側では新たに AG － 18
グリッドを拡張し、発掘する。第１～４層は攪乱されており、
第５層安山岩角礫層が直接顔を出す。
９月 22 日（日）〈曇りのち晴れ〉
AH－ 18 グリッドでは第６層を掘り下げる。更に赤味を
帯びた第７層もダメ押しギミに掘りさげる。第７層からは
石英製石器は発見されない。断面の掃除と層序の検討をお
こなう。昨日新たに拡張した AG－ 18 グリッドで南側２×
１ｍを第５層安山岩角礫層から掘り下げを始める。石英製
石器が出土する。AR － 07 グリッドでは第５層安山岩角礫
層を精査する。石英製石器が出土。石英製石器の出土状況
の写真撮影。トータルステイションによる資料の記載。本日、
松沢亜生氏来跡。芹沢先生と石器について検討する。
９月 23 日（月）〈晴れ〉
古環境研究所所長早田　勉氏、奈良教育大学長友恒人教
授、下岡順直氏が来跡され、各グリッドで資料のサンプリ
ングをおこなう。AG－ 18 グリッドでは第６層から掘り下
げはじめる。ここからも石英製石器が出土する。AR － 07

グリッドでは第５層安山岩角礫層を精査する。石英製石器
が出土。
９月 24 日（火）〈晴れ〉
AH－ 18 グリッドでは写真撮影。AG－ 18 グリッドでは
第５・６層を引き続き、掘り下げる。AP － 16 グリッドは
写真撮影と断面図の作成。AR － 07 グリッドでは第６層を
精査する。石英製石器が出土。第７層の上面が出始める。
AI － 12 グリッドでは午後から埋め戻しが完了する。午後か
ら遺跡の発掘区全体の測量を開始する。
９月 25 日（水）〈曇り〉
AH－ 18 グリッドではトータルステイションによる資料
の記載。断面図の作成。AG－ 18 グリッドでは第６層を掘
り下げる。トータルステイションによる資料の記載。AR－
07 グリッドでは第６層を完掘する。第７層をダメ押しギミ
に掘る。モノリスの作成のために断面の掃除をおこなう。
９月 26 日（木）〈晴れ〉
AH－ 18 グリッドではモノリスの作成をおこなう。AG－
18 グリッドは第６層を掘り下げる。トータルステイション
による資料の記載。写真撮影と断面図の作成。
AR － 07 グリッドはトータルステイションによる資料の
記載。写真撮影と断面図の作成。この断面でもモノリスの
作成をおこなう。
９月 27 日（金）〈雨〉
午前中に発掘区全体で埋め戻しの立ち会い作業をおこな
う。午後、早水台遺跡を離れる。

４．第８次発掘調査の結果

１）AR － 07 グリッド
（ａ）AR － 07 グリッドの層序
調査区南側は大きな撹乱により、その大半の層が欠如し
ている。北側においてもその中央部付近に第５～６層まで
達する撹乱が溝状に見られ、東・西壁で僅かに第 2a 層～第
７層までのプライマリーの層序を確認することができる。
AR － 07 グリッドおいて確認した基本層序は下記のとお
りである（第４図）。色調の観察記載に『新版標準土色帖
1994 年度版』（小山正忠・竹原秀雄編著）を使用した。
第１層：撹乱層。黒色（10YR1.7/1）を呈するシルト層で

ある。粘性、しまりは弱。第７層に由来する黄
橙色の粘土質ブロックや第５層に由来する安山
岩角礫、第３層の粘土質シルト・ブロックなど
を含む。ブロックがかなり大きく、土壌が塊で
動かされたものと推定される。農地の天地返し
による盛土層と考えられる。

第２層：色調および土層のしまりなどから判断して、第
２層を 2a、2b の２つの層に細分した。

　　　　第 2a 層は黒褐色（10YR2/2）を呈するシルト層。

大分県早水台遺跡第 8次調査研究報告
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第４図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７グリッド区の断面図
Fig. ４　Section of the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation

撹乱層

黒色帯

安山岩角礫層

赤色風化層
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粘性、しまりともに中程度。褐色（10YR4/6）を
呈するシルト・ブロックをまばらに含む。

　　　　第 2b層は黒褐色（10YR2/3）を呈するシルト層。
粘性、しまりともに中程度。第 2a 層よりしまり
がある。褐色（10YR4/6）を呈するシルト・ブロッ
クをまばらに含む。

　　　　第６・７次調査区の第２層より明瞭な「赤味」
を持たないが、色調は明るくなる。

第３層：色調、粘性、しまりから、3a・3b の２つの層に
細分した。

　　　　第 3a 層は褐色（10YR3/3）を呈する粘土質シ
ルト層。粘性、しまりともにやや強。黒褐色
（10YR3/2）粘土質シルト層を斑状に含まれる。
縄文時代早期の土器片が上部、下部にも希に含
まれ、それらが混在している可能性も考えられ
る。

　　　　第 3b 層は褐色（10YR3/3）を呈する粘土質シル
ト層である。粘性、しまりともに中程度。それ
らは第 3a 層より弱い。黒褐色（10YR3/2）粘土
質シルト層を斑状に含まれるが、第 3a 層より高
い割合を占める。いわゆる「黒色帯」に相当す
る。この層は第６・７次調査時に比べれば粘性、
しまりが弱く、「黒味」も強くない。また、クラッ
クも発達しない。

第４層：にぶい黄褐色（10YR5/4）を呈するシルト層である。
粘性、しまりともに中程度。部分的に砂質となる。
安山岩の角礫が極僅かに含まれる。石英粗面岩
が第４層になってはじめて見られたが、僅かで
ある。

第５層：にぶい黄橙色（10YR6/4）のシルト質砂を基調と
して、人頭大や拳大の安山岩角礫を多く含む層
である。粘性は無く、しまりが中程度。石英粗
面岩・石英脈岩製の石器類を多量に含む。

第６層：明黄褐色（10YR6/6）を呈するシルト層である。
粘性、しまりともに中程度。第６層は上部が砂
質になり、下部ほど粘性が増す。安山岩角礫や
石英粗面岩・石英脈岩製の石器をまばらに含む。
AR － 07 グリッドの第６層からは石器類が 118
点出土した。

第７層：黄橙色（10YR7/8）を呈する粘土質シルト層である。
粘性は強、しまりは中程度。風化した安山岩質
凝灰岩礫を含む。この礫は移植ベラで切れる程
度に柔らかい。また、僅かであるが円礫も含ま
れる。この層は色調が全体的に赤色化しており、
部分的に白色化したところもある。石器類は発
見されていない。

第８層：黄橙色（10YR8/8）を呈する粘土質シルト層である。
粘性は強く、しまりはやや強。大小、多様な大

きさの風化した安山岩礫を全体に含む。基盤と
なる風化バイラン土層と考えられる。ＡＲ－ 07
グリッドでは西側の中央区で１×１ｍを深掘し、
基盤であることを確認した。

（ｂ）AR － 07 グリッドの出土状況
－第５層・第６層の平面と断面の出土状況－

第８次調査の AR－ 07 グリッドでは３×２ｍを発掘した。
このグリッドでは、中央部から南半部にかけてと、北部東
壁付近で後世の撹乱があった。撹乱は第７層まで深く削平
されている。調査の結果、プライマリーな層の発掘面積は
約半分以下にとどまった。このグリッドからは第５層の安
山岩角礫層が抜けた第６層の明黄褐色層からも石英粗面岩・
石英脈岩製の石器が検出された。発掘では基盤となる風化
した安山岩を除いて、すべての礫や石器類を回収し、記録
化をおこなった。
第５図－Ａには第５層と第６層から出土した資料を平面
図と断面図に一括して表示した（●－第５層、○－第６層）。
第５図－Ａ下位の断面図には投影された第５層と第６層
から出土した資料の垂直分布幅は約 30cmあり、それぞれ
がレベル差をもって検出された。
第５図－Ｂには第５層から出土した資料のみを平面図と
断面図（●－第５層）に表示した。第５層では発掘した資
料が攪乱を受けていない場所で、平面的に見るとグリッド
のほぼ全体から出土している。特に、北西部付近では分布
が密となっている。垂直分布の状況は、北側に緩やかに傾
斜するため、その傾斜に沿って資料が出土している。レベ
ル幅は約 20cmある。
次に、第６図－ A第５層と第６層から出土した資料を平
面図と断面図（●－第５層、○－第６層）に一括して表示
した。さらに、第６図－Ｂには第６層から出土した資料の
みを平面図と断面図（○－第６層）に表示した。
第６層は平面的に第５層と重なるようにほぼ全体から遺
物が出土している。しかし、第６層は、平面的にまんべん
なく発見されるものの、第５層とは層相的に識別され、遺
物がレベル差をもって検出された。また、第５層の安山岩
角礫層と第６層の明黄褐色ローム層では、礫（Pebbles）の
出土量に違いがみられた。第５層が 151 点、第６層が 25 点
である。第５層が礫を多く含み、不安定な堆積状況を示す
のに対して、第６層は礫の量が僅少である。さらに、第６
層の遺物に関しては石器と石器が接合する例もみられれ、
この層が安定していたものと推定される。第６層が石器群
の本来のプライマリーな堆積層と考えられる。
以上、AR － 07 グリッドでは平面・断面の出土状況から
勘案すると、第５層出土の資料は傾斜地の高い地点にあっ
た第６層中の資料が何らかの要因で移動し、再堆積したも
のと推定される。したがって、第５・６・７次調査で指摘
されたように、第５層中に包含された石器類は二次的に堆

大分県早水台遺跡第 8次調査研究報告
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第 5図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７グリッド区第５層・第６層（左側）と５層（右側）石器出土状況
Fig. 5　Distribution of stone tools from stratum5,6 (the left) and stratum5 (the right) of the Sozudai site AR － 07 grid in

the ８th investigation

※A図には AR－ 07 区グリッドの第 5・6層から出土した石器類を示した。平面図（上）、断面図（下）
	 B図には AR－ 07 区グリッドの第 5層層から出土した石器類を示した。平面図（上）、断面図（下）
	 ・黒丸は第 5層出土の石器類
	 ・白四角は第 6層出土の石器類
	 ・B図には AR－ 07 区グリッドの第 5層から出土した石器類を示した。
	 ・B図には AR－ 07 区グリッドの第 5層から出土した石器類（石器番号と同じもの）を付した。
	 ・アミの部分は耕作によって撹乱を受けていた。

A 図 B 図

m m
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撹乱土

第６図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７グリッド区第５層・第６層（左側）と６層（右側）石器出土状況
Fig. ６　Distribution of stone tools from stratum5,6 (the left) and stratum6 (the right) of the Sozudai site AR － 07 grid in

the ８th investigation

A 図 B 図

第 5 層出土の石器

第 6 層出土の石器

m m
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積したものであり、その起源が第５層の下位に位置する第
６層中に本来あったものと推定される。

（ｃ）AR － 07 グリッドの出土遺物
ここでは、2008 年５から９月にかけて柳田が李超 先生
と共に早水台遺跡第８次調査資料について検討し、石器分
類をおこなったものである。この分類作業は第５次調査Ｐ
トレンチにおける器種分類（芹沢　1965）、その後に第８次
調査資料について『考古学ジャーナルNo.503』で公表され
た分類（芹沢　2003）、第６・７次発掘調査の研究報告（柳
田　小野　2007）等を用いたものを基におこなったもので
ある。注１

〈第５層出土の遺物〉

第５層からは石器類が 198 点出土している。
　チョパー    
礫あるいは大形の剥片を素材としてその一側辺を片側か
ら剥離した石器である。スクレイパーとチョパーとの相違
は素材や大きさ等にある。１点発見されている。
第 16 図－１（5580）は大形剥片を素材としたチョパー
である。背面側（1a）上部から打撃された大小の剥離痕と、
腹面（１b）横位に大きな剥離痕によって刃部が形成されて
いる。この器種の反対縁も礫面を残した緩やかな尖頭部が
ある。厚手の重量感のある石器。黄褐色を呈する粗質の石

英脈岩製の石器である。長さ 8.8 ×幅 8.9 ×厚さ 5.4㎝、重
量 354.2g。

　チョピング・トゥール
礫あるいは大形の剥片を素材とし、その一、二側辺を両
側から剥離した石器である。第５層からは５点発見されて
いる。内２点を報告する。
第 16 図－２（6310）は両面に自然面が見られることか
ら、礫を素材としたチョピング・トゥールである。拳大の
円礫を素材とし、両側から一縁辺を剥離した石器である。
刃部は直線的である。下辺は平坦な部分として残り、「背」
を持つ。２a 面に数枚の小さな剥離面と一枚の大きな剥離
痕が観察される。２b 面には一枚の大きな剥離痕と刃部に
細かな数枚の剥離痕が観察される。これによって刃部が形
成されている。また、２b 面に刃部以外の下位からも剥離
され、器面への調整がおこなわれている。粗質の石英脈
岩製の石器である。長さ 7.7 ×幅 6.8 ×厚さ 4.6㎝、重量
221.2g。
第 16 図－３（5573）礫面を残さないので素材は不明で
ある。ただし、器体の反り具合から素材は大形剥片の可能
性がある。刃部は交互剥離によって縁辺が細かくジクザク
に作られ、大きく外彎する。下辺には 3b 面に平坦な二枚
の剥離面と、3a 面に小さな調整痕が観察される。下辺は緩
やかに外彎するものの、平坦な部分として残り、「背」を
持つようになる。長さ 10.5 ×幅 7.9 ×厚さ 4.0㎝、重量
273.2g。

　プロト・ビュアリン
プロト・ビュアリンは、彫刻刀に相当する片面の先端部
に大きな剥離面をもち、反対側の同じ部分には細かい剥離
痕が並んだ比較的大形の石器である。プロト・ビュアリンは、
芹沢が『考古学ジャーナルNo.503』にこの石器が早水台遺
跡から出土した石器の中に存在することをはじめて指摘し、
この遺跡の特徴的な石器の一つとして取り上げたものであ
る（芹沢　2003）。第８次調査の資料に関しては、芹沢が
生前に分類したものを尊重し、そのまま使用した。しかし、
中には筆者と意見の異なる資料もあり、李先生との議論を
経て再分類をおこない、器種名を変更した。第５層ではプ
ロト・ビュアリンが７点出土。
第 17 図－４（6352）は断面形状が三角形を呈するプロト・
ビュアリンである。樋状剥離が二枚みられる。4b 面に１枚
の樋状剥離面がみられ、それを打面として反対側の 4a 面の
上端に細長い１枚の大きな剥離が施されている。4a 面の左
側には横位からの剥離と、右側の自然面に細かな階段状剥
離が密集する。２面に自然面を残す。下辺は平坦となって
いる。高さ 6.3 ×幅 3.2 ×厚さ 2.5㎝、重量 56.8g。
第 17 図－５（6358）は剥片を素材としたプロト・ビュア
リンである。腹面（5a）側辺に末端から１枚の樋状剥離が
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施されている。素材剥片の打面は除去されている。高さ 4.8
×幅 3.3 ×厚さ 2.4㎝、重量 35.2g。
第 17 図－６（5384）は厚手の横長剥片を素材としたプ
ロト・ビュアリンである。背面（6a）左側縁に細かな調整
剥離を施した後、それを打面としてポジテイブな面（腹面）
に幅広の剥離を施している。高さ 6.2 ×幅 5.5 ×厚さ 3.7㎝、
重量 111.5g。

　彫刻刀形石器
彫刻刀形石器は細長い通常の樋状剥離をもつ小形の石器
である。第５層から彫刻刀形石器は５点発見されている。
第 17 図－７（6356）は小形剥片を素材とした彫刻刀形石
器である。灰色を呈するメノウを石材とする。剥片の右側
縁に末端部から細長い樋状剥離が施されている。末端が階
段状剥離となっている。背面側に自然面と下位からの剥離
痕がみられる。高さ 2.6 ×幅 5.0 ×厚さ 1.7㎝、重量 9.5g。
第 17 図－８（5495）は薄手の小形剥片を素材とした彫刻
刀形石器である。石材は褐色を呈する良質の石英粗面岩で
ある。剥片の右側縁に末端部から２条の細長い樋状剥離が
施されている。素材剥片の打面は除去されている。高さ 2.0
×幅 1.9 ×厚さ 0.9㎝、重量 2.4g。
第 17 図－９（5216）はやや厚みのある小形剥片を素材と
した彫刻刀形石器である。自然面をもつ初期段階剥片が素
材となっている。剥片の末端部に 1条の樋状剥離が施され
ている。打面は除去されている。高さ2.9×幅 2.4×厚さ 1.4
㎝、重量 7.1g。

　ノッチ
縁辺の一部に凹んだ刃部を形成した石器をノッチに分類
した。第５層からは5点発見されている。内２点を報告する。
第 18 図－ 10（5579）はサイコロ状を呈する礫に深い剥
離を施したノッチである。二枚の剥離面が観察される。長
さ 3.6 ×幅 3.5 ×厚さ 2.8㎝、重量 41.2g。
第 18 図－ 11（5497）は薄手の小形剥片を素材としたノッ
チである。メノウを石材とする。剥片の一側辺に凹んだ小
さな剥離痕が観察される。長さ 1.5 ×幅 1.4 ×厚さ 0.7㎝、
重量 1.5g。

　スクレイパー
素材の縁辺に、二次加工が連続して施されているもの
をスクレイパーとして分類した。チョパーやチョピング・
トゥールに比べて小形のものが多い。また、チョパーより
大形のスクレイパーも存在するが、連続する二次加工が細
かく丁寧に施され、器体が薄手のものについてはスクレイ
パーとした。
スクレイパーの形状は以下のＡ～Ｅに分類した（第７図）。
第 5層から 33 点出土した。注２

A類：二側辺の連続する二次加工により、刃部が尖頭状
を呈するもの。尖頭器に比べて尖端部の角度が大
きく、二次加工が連続的で細かいのが特徴である。

B類：一側辺に連続する二次加工を施し、外彎状を呈する
もので、刃部の反対側の基部が三角形を呈する。全
体の形状は扇形を呈する。

C類：一辺縁に連続する二次加工を施し、刃部が形成さ
れるもの。B類と異なり、全体の形状が多様性に富
む。

Ｃ類については刃部形状から１～５類に細分した。
　　Ｃ 1類：外彎状を呈するもの。
　　Ｃ 2類：直線状を呈するもの。
　　Ｃ 3類：内彎状を呈するもの。
　　Ｃ 4類：鋸歯状を呈するもの。
　　Ｃ 5類：加工が浅いもの。
第８次調査では新たにＤ類とＥ類を設定した。
Ｄ類：打面側を除き、一側辺に連続する二次加工を施し

て刃部が形成される。刃部と反対側の基部が平坦
となる。全体の形状は馬蹄形を呈する。

Ｅ類：縁辺全体に連続する二次加工を施して刃部が形成
される。全体の形状は円盤形を呈する。

第５層では A類 3 点、B類 2 点、C類 26 点（C1 類３点、
C2類 19 点、C3 類４点）、Ｄ類２点が出土。
以下、第５層のスクレイパーについて記載する。
第 18 図－ 12（5510）は二側辺の連続する二次加工により、
刃部が尖頭状を呈するスクレイパーである（A類）。中ふく
らみの縦長剥片を素材とする。末端の二側辺に腹面側に調
整加工を施し、尖頭状の刃部が作り出されている。刃部は
厚みがある。背面側の打面付近に浅い調整加工が施されて

第７図　スクレイパーの分類
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いる。長さ 5.1 ×幅 4.4 ×厚さ 2.1㎝、重量 47.2g。
第18図－13（6312）は刃部が尖頭状を呈するスクレイパー
である（A類）。横長剥片の側縁に腹面から粗い調整加工を
施し、鈍角の尖頭状の刃部を作り出したスクレイパーであ
る。長さ 5.5 ×幅 4.4 ×厚さ 2.7㎝、重量 59.8g。
第 18 図－ 14（5296）は扇形のスクレイパーである（B類）。
一側辺に連続する二次加工を施して刃部が形成される。上
縁が交互剥離によって外彎する刃部が作られている。刃縁
の反対の基部側は調整剥離され、突出している。器体の両
面も全体が二次加工されている。長さ4.4×幅4.0×厚さ2.2
㎝、重量 38.1g。
第 18 図－ 15（5273）は形状が扇形を呈するスクレイパー
である（Ｂ類）。小形の貝殻状の剥片を素材とする。基部側
が尖り、刃部が外彎状を呈する。縁辺が僅かに鋸歯状になっ
ている。刃部に相当する縁辺に両面側から連続する二次加
工が施されている。b面も周縁から大きな剥離によって面
的な加工がなされている。良質のメノウを石材とする。長
さ 3.3 ×幅 2.7 ×厚さ 1.6㎝、重量 11.9g。
第 19 図－ 16（5351）は一縁辺に連続する二次加工を施
し、刃部が形成されるもの。刃部が外彎状を呈する（C1類）。
自然面をもつ初期段階剥片を素材とし、打面に相当する縁
辺側に外彎状の刃部を製作している。大小の剥離が多用さ
れている。打面部はすでに除去されている。円礫からの剥
片が素材に供されている。長さ 4.2 ×幅 3.8 ×厚さ 2.4㎝、
重量 42.1g。
第 19 図－ 17（6325）は一縁辺に連続する二次加工を施し、
刃部が形成されるもの。刃部が直線状を呈するもの（C2類）。
打面部が分厚い剥片の背面側に二次加工を施したスクレイ
パーである。剥片の末端側は折断されている。良質な石英
を石材とする。長さ 3.4 ×幅 4.0 ×厚さ 1.9㎝、重量 27.7g。
第 19 図－ 18（6332）は一縁辺に連続する二次加工を施
し、刃部が形成されるもの。刃部が直線状を呈するもの（C2
類）。比較的整った縦長剥片の一側縁に直線的な調整加工し
たスクレイパーである。背面と腹面側の両面に浅い剥離が
みられる。打面が残存する。長さ 4.3 ×幅 3.5 ×厚さ 1.8㎝、
重量 25.4g。
第 19 図－ 19（5519）は一縁辺に連続する二次加工を施
し、刃部が形成されるもの。刃部は内彎状を呈する（C３
類）。やや大形の分厚い四角形を呈した剥片の背面の一側辺
に、やや浅く凹んだ小さな剥離痕が認められる。内彎状を
呈するスクレイパーである。素材となった剥片は四角形を
呈する。打面部が分厚く、バルブが発達している。打面と
背面の右側辺に自然面が残存する。長さ 6.5 ×幅 5.3 ×厚さ
2.6㎝、重量 110.6g。
第 19 図－ 20（5299）は、打面側を除き、一側辺に連続
する二次加工を施して刃部が形成される。スクレイパー 20
は刃部と反対側の基部が平坦となる。全体の形状は馬蹄形
を呈する（Ｄ類）。大形で分厚い四角形を呈した剥片の背面

側に、打面を除く全周縁から調整加工が施されたスクレイ
パーである。素材となった剥片は四角形を呈するもので、
打面部が分厚く、バルブが発達している。分厚い平坦打面
が「背」となり、形状が馬蹄形を呈する。Ｄ類スクレイパー
の典型である。長さ 6.2 ×幅 5.5 ×厚さ 2.8㎝、重量 104.8g。

　楔形石器
楔形石器は２点出土している。　

　剥片
AR － 07 グリッドの第５層から剥片は 33 点が出土。
第 20 図－ 21（5514）は小形剥片である。打面は三枚の
剥離面によって構成される調整打面。打角は 119 度。背面
側に周縁側からの剥離痕が観察される。長さ 3.7 ×幅 2.2 ×
厚 1.7㎝、重量 9.2g。
第 20 図－ 22（5668）は幅広な剥片である。風化が著しい。
背面側は同一方向を示す大きな剥離面が観察される｡ 長さ
3.9 ×幅 4.7 ×厚 1.2㎝、重量 27.1g。
第 20 図－ 23（5401）は、形状が四角形を呈する大形剥
片である。背面側の下縁に数枚の剥離面が残存するが、ほ
ぼ全面に自然面を残す。打面は一枚の剥離面によって構成
される平坦打面。打角は 94 度。初期段階の重量感のある剥
片である。長さ 7.4 ×幅 6.4 ×厚 3.5㎝、　重量 129.5g。
第 20 図－ 24（5247）は、縦長の剥片である。打面は一
枚の剥離面によって構成される平坦打面。打角は 103 度。
背面側には上・下からの二枚の剥離痕、周縁に自然面が残
存する。末端が階段状剥離になっている。長さ 4.6 ×幅 3.2
×厚 2.1㎝、重量 24.2g。
第 20 図－ 25（5759）は斜め長の剥片である。みかけは
縦長である。打面は一枚の剥離面によって構成される平坦
打面。打角は 124 度。背面側には周縁側からの剥離痕が観
察される。長さ 3.7 ×幅 3.2 ×厚 1.4㎝。
第 20 図－ 26（5525）は幅広の大形剥片である。打面は
二枚の剥離面によって構成される調整打面。打角は 91 度。
バルブが発達する。背面側には周縁側からの剥離痕が観察
される。長さ 5.8 ×幅 7.0 ×厚 2.5㎝、重量 93.2g。

　石核
第６・７次調査では石核類は打面と作業面の位置関係を
基準にＡ～Ｅ類に分類した。
Ａ　類：打面と作業面が一定に固定されたもの。
Ａ１類：一枚の作業面がみられ、他は全て自然面で構成

されるもの。初期段階の剥離作業を示すもの。
Ａ２類：打面が一ヶ所に固定され、作業面が複数あるもの。
Ｂ　類：作業面を一面に限定し、打点が石核周縁をまわ

るもの。
Ｃ　類：打面と作業面が交互に入れ替わるもの。
Ｃ１類：打面と作業面が交互に入れ替わり、打点が一方
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向に後退するもの。
Ｃ２類：打面と作業面が交互に入れ替わり、打点が石核

の周縁をまわるもの。
Ｄ　類：打面と作業面が頻繁に転移する多面体の石核。
Ｅ　類：原石の珪化した部分を得るために、周縁から剥

離したもの。剥離過程における規則性はみられ
ない。

今回の第８次調査では石核類はＡ類とD類を確認できた。
石核は 16 点出土している。
第 21 図－ 27（5059）は厚みのある板状の大形の多面体
の石核である（Ｄ類）。四面を図示した。27a 面に大きな一
枚のネガティヴな剥離面が残っている。27 b 面はその打面
である。27b 面にも縦長の大きな一枚のネガティヴな剥離
面と小さな剥離面が残っている。この面も作業面（27a 面）
へ移動する以前の重要な作業面となっていたのであろう。
27c 面には上・下端からの横長の剥離痕と平坦な自然面が
観察される。石核 27 は、打面や裏面に様々の剥離痕が観察
されることから、打面と作業面が一定に固定された石核と
は言えなく、むしろＤ類とする打面と作業面が頻繁に転移
する多面体の石核に相当しよう。長さ9.0×幅6.2×厚6.7㎝、
重量 356.8 ｇ。
第 21 図－ 28（5128）は小形のサイコロ状の石核である。
26a 面に石核一面に大きな一枚のネガティヴなバルヴをも
つ剥離面が残っている。これが作業面であろう。28b 面に
は打点をもたない剥離面がある。これが打面であろう。こ
の礫は剥離作業の形跡をとどめない。石核 28 は、一枚の作
業面がみられ、他は全て自然面で構成される、初期段階の
剥離作業を示すA1類に相当しよう。長さ3.2×幅3.5×厚2.3
㎝、重量 31.3 ｇ。
第 21 図－ 29（5219）は裏面に自然面を残す板状の小形
石核である（Ｄ類）。29a 面には上・横位から打撃された剥
離面が残っている。上位は平坦な剥離面、横位が裏面の自
然面から加撃されている。29b面は自然面を大きく残し、上・
下、横位からの方向を示す剥離面痕が観察される。29c 面
には 29a 面のネガティヴな剥離面を打面とした剥離面が観
察される。石核 29 は作業面が頻繁に転移する多面体のＤ類
に相当しよう。長さ 9.0 ×幅 6.2 ×厚 6.7㎝、重量 356.8 ｇ。
第 22 図－ 30（5383）は器面の粗い石英脈岩を用いた方
形状の石核である。傾斜した 30b 面が打面となり、30a 面
と 30c 面が剥離作業となったのであろう。30d 面はおおき
く自然面を残す。30a 面は上位に打点をもつ二枚の大きな
剥離痕がみられる。左位の面は 30b 面の自然面、右位が剥
離面からそれぞれ剥離されている。また、末端の剥離痕も
上位から剥離されたのであろう。30d 面は 30a 面の下面に
あたる。二枚の剥離面が見られ、いずれも同一の剥離方向
を示す。30a 面以前の剥離面が残ったものであろう。石核
30（5383）は打面と作業面が一定に固定されたＡ類に相当
しよう。長さ 11.8 ×幅 9.4 ×厚 6.8㎝、重量 797.2 ｇ。

第 23 図－ 31（6333）は板状の大形の多面体の石核で
ある（Ｄ類）。各面にネガティヴな剥離面が残されている。
31a 面は器体の周縁から剥離されたやや大きめの剥離痕が
観察される。この面においては、Ｂ類のような作業面を一
面に限定し、打点が石核の周縁をまわる形態ともいえる。
31b 面は二枚の幅広の大きな剥離痕が観察される。打点は
上・下の対向する位置にあって、いずれの面も 31c 面、31d
面、31e 面の剥離面によって切られている。31c 面は 31b
面の下位の剥離面を打面として四枚の連続した縦長状の剥
片を剥離している。31e 面は 31b 面の下位や 31d 面の剥離
面を打面として剥離がなされている。このようなことから、
石核 31 はＤ類とする打面と作業面が頻繁に転移する多面体
の石核と判断した。長さ9.7×幅7.7×厚4.8㎝、重量429.2ｇ。

〈第６層出土の遺物〉

第６層からは石器類が 118 点出土している。

　両面加工石器
両面加工石器は２点出土した。これらを楕円形石器と呼
称した。
第 24 図－ 32（5601）は大形剥片を素材とした両面加工
石器である。「背」をもつように打面側を基部として残し、
その周縁から両面に加工した石器である。風化している。
形状から楕円形石器とした。第６・７次調査にも類似した
石器が出土した。34a 面には周縁から面的な加工がおこな
われている。左側辺から上部にかけて比較的急斜度の剥離
によって外彎状の刃部が形成されている。34b 面の下位に
は大形剥片の素材面とバルブが僅かに残っているが、下部
からの大きな剥離によって除去されている。末端部にも細
かい面的、直線的な剥離痕が観察される。長さ 6.6 ×幅 6.1
×厚 4.2㎝、重量 158.4 ｇ。
第 24 図－ 33（5613）は大形剥片を素材とする周縁に加
工を施した石器である。二次加工が全周辺に巡ることから
この石器も楕円形石器と呼称した。風化が著しい。素材面
が大きく残る。打面側を基部として残し、打面やその周縁
に二次加工が及ぶ。背面となる 33a 面は自然面を全体に残
すが、末端部が急斜度の剥離によって外彎状の刃部が形成
されている。剥片の末端は打面側、右側に調整加工が観察
される。33b 面は素材となった腹面にバルブが明瞭に残り、
周縁部に粗い剥離がおこなわれている。打面部が平坦とな
り、「背」をもつ楕円形の石器である。鉄分が多く付着して
いる。長さ 7.1 ×幅 8.2 ×厚 4.3㎝、重量 178.9 ｇ。

　尖頭器
先端を意識的に鋭く尖らせた石器を尖頭器とした。ここ
では、スクレイパーの尖頭部を保持する石器や石錐とは別
とした。第６層から１点発見されている。
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第 24 図－ 34（5609）は剥片を素材とした小形の尖頭器
である。a面には縁辺に細かな調整剥離を施し、尖頭部を作
り出している。基部側に自然面が見られる。b面には周辺
からの数枚の剥離痕があり、これもネガテイヴな面的な調
整と推定される。メノウを石材とする。長さ 2.5 ×幅 1.9 ×
厚 1.8㎝、重量 4.0g。

　ノッチ
縁辺の一部に凹んだ刃部を形成した石器をノッチとした。
第６層からは７点発見されている。内３点を報告する。
第 24 図－ 35（5590）は小形の薄手剥片を素材としたノッ
チである。36a 面には裏面から一回の剥離によって形成さ
れた凹んだ刃部が観察される。両側辺部、基部側にも調整
剥離によって形状が整えられている。刃部側は薄く、基部
側が厚い。長さ 2.4 ×幅 2.2 ×厚 1.7㎝、重量 9.5g。
第 24 図－ 36（5680）は比較的厚みのある小形剥片を素
材としたノッチである。36a 面の上端に大きなポジテイヴ
な剥離面のところに凹んだ小さな剥離痕が観察される。器
面が全周縁から整えられている。一部に「背」をもつよう
な平坦面を持つ。長さ 6.4 ×幅 6.6 ×厚 3.7㎝、重量 43.1g。
第 24 図－ 37（5640）は小形の厚手剥片を素材としたノッ
チである。形状が三角形を呈する。38a 面には裏面から一
回の剥離によって形成された小さく凹んだ刃部が観察され
る。刃部側は薄く、基部側が厚い。長さ 2.6 ×幅 2.0 ×厚さ
1.7㎝、重量 5.6g。

　プロト・ビュアリン
プロト・ビュアリンは第６層から４点発見された。
第 25 図－ 38（5602）は厚手の幅広剥片を素材とした形状
が四角形を呈するプロト・ビュアリンである。背面（b）に
細かな調整剥離を施した後、それを打面としてポジテイブな
面（a）に二条の樋状剥離が施されている。この面は一部に
節理面を残す。高さ 5.0 ×幅 4.5 ×厚 3.2㎝、重量 54.3g。
第 25 図－ 39（5656）は剥片を素材としたプロト・ビュ
アリンである。腹面側（a）の打面から背面側に１枚の幅広
な剥離が施されている。典型的なプロト・ビュアリンである。
高さ 4.6 ×幅 3.2 ×厚 7.8㎝、重量 35.2g。
第 25 図－ 40（5676）は厚手の幅広剥片を素材とした形
状が四角形を呈するプロト・ビュアリンである。自然面を
打面として背面側（a）に１枚の幅広な剥離が施されている。
高さ 4.4 ×幅 3.5 ×厚 2.6㎝、重量 30.0g。
第 25 図－ 41（5641）は厚手の「ノ」字型剥片を素材と
したプロト・ビュアリンである。背面側の打面部に横方向
からの１枚の樋状剥離が施されている。高さ 4.7 ×幅 5.0 ×
厚 3.3㎝、重量 42.6g。

　彫刻刀形石器
彫刻刀形石器は細長い通常の樋状剥離をもつ小形の石器

である。第６層から彫刻刀形石器は２点発見されている。

　スクレイパー
第６層から45点出土した。第6層ではＡ類２点、Ｂ類1点、
Ｃ類 34 点（C1 類 12 点、C2 類 19 点、C3 類４点）、Ｄ類５点、
Ｅ類２点が出土。　
第 25 図－ 42（5774 －①）は厚手の幅広剥片を素材とし
た形状が四角形を呈する外彎刃のスクレイパーである（C1
類）。腹面側（ｂ）に横位からの剥離によって打面部が除去
されている。このネガテイヴ剥離面から浅く細かな調整が
おこなわれ、a面に外彎する刃部が作られている。基部側が
平坦となり、背を持つようになる。高さ 4.0 ×幅 3.5 ×厚 1.9
㎝、重量 29.8g。
第 25 図－ 43（5604）は厚手の大形の中ふくらみある剥
片を素材とした外彎刃のスクレイパーである（C1 類）。自
然面が大きく残る初期段階の剥片の側辺（ａ面）に三枚、
末端部の腹面側（ｂ）に調整剥離がおこなわれている。基
部側が鈍角に尖り、二面はネガテイヴ剥離面が認められる。
高さ 6.7 ×幅 6.2 ×厚 3.5㎝、重量 132.9g。
第 26 図－ 44（5574）は厚手の大形で末端が広がる剥
片を素材とした外彎刃のスクレイパーである（C1 類）。
形状が台形状を呈する。剥片の末端側の縁辺部に大小の
調整剥離がおこなわれ、交互剥離によって刃部が作られ
ている。背面側（ａ面）には周辺からの剥離を示すネガ
テイヴ剥離面と自然面が残り、ｂ面には一枚の平坦打面
と腹面が観察される。打面部が分厚く、腹面側には打点
の直下にバルブが発達している。この素材剥片は円盤形
石核、多面体石核から供給されている可能性がある。縁
辺部に交互剥離によって刃部が作られた早水台遺跡の特
徴的なスクレイパーである。高さ6.6×幅7.1×厚さ3.5㎝、
重量 152.7g。
第 26 図－ 45（5606）は薄手の小形剥片を素材とした外
彎刃のスクレイパーである（C1 類）。腹面側（ｂ）からの
一枚の剥離によって背面（ａ面）に刃部が形成されている。
長さ 2.5 ×幅 1.5 ×厚さ 0.8㎝、重量 2.4g。
第 26 図－ 46（5595）は薄手の小形剥片を素材とした直
線的な刃部をもつスクレイパーである（C２類）。形状が四
角形を呈する。打面側に細かな調整剥離を施し、背面（ａ面）
に刃部が形成されている。高さ 1.6 ×幅 1.5 ×厚 0.5㎝、重
量 1.4g。
第 26 図－ 47（5646）は小形の板状剥片を素材とし、僅
かに内彎した刃部をもつスクレイパーである（C3 類）。形
状が長方形を呈する。打面と側辺に調整剥離を施し、背面（ａ
面）に刃部が形成されている。高さ 3.4 ×幅 2.0 ×厚 1.2㎝、
重量 10.2g。
第 26 図－ 48（5599）は打面側に最大値がある大形剥片
を素材とした内彎刃のスクレイパーである（C3 類）。自然
面が大きく残る初期段階の剥片の側辺（ａ面）に二枚、打
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面部の腹面側（ｂ）に一枚が交互に剥離されている。背面
側になされた剥離が内彎刃を形成している。ｃ面が一枚の
平坦な打面である。高さ 7.7 ×幅 5.2 ×厚さ 3.2㎝、重量
89.3g。
第 27 図－ 49（5650）は中形で分厚い円形を呈した剥片
を素材とし、背・腹両面に、打面を除く全周縁から調整加
工が施されたスクレイパーである。背面の末端に自然面が
残るが、他は全周に調整剥離されている。自然面が残る部
分も腹面側から調整が入る。基部側は分厚い平坦打面が残
り、刃部側が薄い。「背」をもつＤ類のスクレイパーに分類
できる。長さ 5.1 ×幅 4.8 ×厚さ 2.9㎝、重量 49.8g。
第 27 図－ 50（5761）は小形で分厚い五角形を呈したス
クレイパーである。剥片を素材とし、打面を除く全周縁に
背面側へ急峻な調整加工がおこなわれている。背面の末端
に細かな剥離と、全周に調整剥離がなされている。腹面は
二次加工がない。基部側は分厚い平坦打面が残り、反対の
縁辺部の形状が鋸歯状、または鈍い突出部をもつ。「背」を
もつＤ類のスクレイパーに分類した。風化が著しい。長さ3.6
×幅 3.7 ×厚さ 2.7㎝、重量 9.9g。
第 27 図－ 51（5598）は中形の円形を呈したスクレイパー
である。自然面打面を厚く残し、剥片の末端側へ外彎する
ように調整加工されている。刃部側が薄く、右側が急峻で
ある。腹面は二次加工がない。「背」をもつＤ類のスクレ
イパーとして分類した。長さ 5.7 ×幅 5.2 ×厚 3.1㎝、重量
81.3g。このスクレイパー（5598）に小形剥片（5975）が
接合した（51（5598）＋ 52（5975））。接合図（51 ＋ 52）
にはスクレイパーの調整剥離痕に打面部を欠損した小形剥
片が接合する様相が観察される。スクレイパーの剥離面に
は鉄分が付着しており、ネガティヴなバルブが残っている。
接合面はスクレイパーの素材となる打面側に相当し、刃部
に連続して加工された調整剥離痕の一つである。注３

第 27 図－ 52（5975）の小形剥片は打面部が欠如しいる。
二次加工によるものなのか、折つたものなのか、判然とし
ない。筆者は 2面の小さい剥離痕と認識した。したがって、
52 は２次加工された石器の可能性もある。また、接合面に
も鉄分が付着しており、剥離後にそれらが付着したものと
推定される。長さ 1.8 ×幅 1.7 ×厚 0.7㎝。この接合資料か
ら第６層の安定性が考えられる。
第 27 図－ 53（5660）は円形・楕円形を呈したスクレイパー
である。自然面が一部に残るものの、刃部が交互剥離によっ
て整えられており、両面全周に調整加工されている。E類に
相当する。良質の石英脈岩が使用されている。長さ 5.0 ×幅
5.3 ×厚 2.0㎝、重量 9.9g。
第 27 図－ 54（5592）は円形を呈した小形のスクレイパー
である。自然面が一部に残るものの（ａ面）、両面全縁に調
整加工されている。刃部は腹面側（b面）の末端に、背面
側は打面側に調整が加えられている。全縁に調整加工され
た E類のスクレイパーに相当する。良質の石英脈岩が使用

されている。長さ 2.1 ×幅 2.2 ×厚さ 1.1㎝、重量 4.1g。

剥片
AR － 07 グリッドの第６層から剥片類は 22 点が発見され
ている。
第 28 図－ 59（5767）は長さ 3.7㎝×幅 2.6.㎝の縦長の
剥片である。打面は一枚の剥離面と自然面をもつ打面。打
角は 91 度。背面側には上位からの二枚の剥離痕が観察さ
れる。
第 28 図－ 60（5732）は、打面の大きい形状の四角形を
呈する剥片である。打面は複数の剥離面によって構成され
る打面。これらは作業面の時に付着した剥離痕である。打
角は 98 度｡ 長さ 4.4㎝×幅 5.6㎝｡ 背面側には横位からの二
枚の大きな剥離痕が観察される。
第 28 図－ 61（5715）は、打面側に最大幅があるの逆三
角形の小形剥片。打面は一枚の剥離面によって構成される
平坦打面。背面側には周縁側からの剥離痕が観察される。
長さ 1.7㎝×幅 1.8.㎝。打角は 105 度。

　砕片
砕片は６層から 17 点出土している。

　石核
第６層では石核は 15 点出土し、Ａ類とＤ類が確認できた。
第 28 図－ 55（5508）は小形のサイコロ状の石核である。
色調が白色を呈する石質が良好な石核である。55a 面に多
方向の剥離面もつ。55a 面は中央に上位からの深い大きな
一枚のネガティヴなバルブをもつ剥離面が最終的に残って
いる。この剥離面の末端は蝶番剥離となっている。他の
55d・55e 面は、一枚のネガティヴな剥離面で構成されてい
る。一見、石核 55a 面にのみ剥離が固定されたようにみれ
るが 55d・55e 面も作業面の剥離であろう。55b 面も多方向
の剥離面もつ。D類の多面体石核であろう。長さ2.2×幅2.5
×厚 1.8㎝、重量 9.5 ｇ。
第 28 図－ 56（5685）は小形のサイコロ状の石核である。
55を一まわり大きくしたものである。色調が褐色を呈する。
56a 面に縦・横位の剥離面をもつ。横位の剥離面は 55a 面
に打点を残す。左側辺、裏面にも自然面を残す。55b 面に
は一枚の剥離面がみられる。打点は無い。55 ｃ面には上・
下からの二枚の剥離面と自然面を残す。比較的自然面が多
くみられる。長さ 2.7 ×幅 2.8 ×厚 2.3㎝、重量 19.7 ｇ。
第 28 図－ 57（5484）は両面に自然面を残す板状の小形
石核である（Ｄ類）。色調が褐色を呈する。56a 面には自然
面と上・下・横位から打撃された小剥離面がみられる。57c
は側面を示す。厚みがない。多方向からの剥離痕が観察さ
れる。裏面となる 56b 面には自然面と縦・横位の剥離面が
ある。56d 面には一枚の平坦な剥離面が残っており、これ
が分割面を利用した打面であろう。Ｄ類の多面体石核であ
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ろう。長さ 2.8 ×幅 3.5 ×厚 2.2㎝、重さ 9.5 ｇ。
第28図－58（5616）はa面の周縁から剥離されたネガティ
ヴな剥離痕が観察される石核である。色調が褐色を呈する。
石質が良好な石核である。裏面は平坦な自然面を打面とし
て上位から二枚、横位から一枚の剥離痕がみられる。また、
打面から連なる自然面が残存する。厚みのある板状の礫が
使用されたのであろう。両面に剥離面を残す円盤形石核の
ように見えるが、打点の位置が定まっておらず、分類とし
ては、多面体の石核にした（Ｄ類）。長さ5.3. ×幅 5.3. ×厚 3.6
㎝、重量 65.0 ｇ。

２）AG・H-18 グリッド
AG － 18 と AH － 18 の二つのグリッドは約 50㎝の畦を
隔てて隣接するため（第３図）、これらを一括して AG・H
－ 18 グリッドと命名し、記載することにする。

（a）AG・H-18 グリッドの層序
ここでは、AH－ 18 グリッド南壁で観察された層序につ
いて記載する（第８図－中位左側）。
第１層：現在の表土層と下位の盛土層に分けられる。
第１a 層：表土層。黒褐色（10YR3/2）を呈するシルト層である。

粘性は中程度。しまりは弱。ローム塊や小礫をま
ばらに含む。

第１b層：盛土層。第２層と第３層に由来するものと推定
される。第１b層もさらに二つに分けられる。

第１b①層：黒色（Ｎ1.5/6）を呈するシルト層である。粘性、
しまりともに中程度。ローム塊をまばらに含
む。土器片を多量に含む。

第１b②層：極暗褐色（7.5YR2/3）粘土質シルト層である。
粘性、しまりともにやや強。土器片を含む。

第３層：色調、粘性、しまりなどから判断して 3a・3b・
3c の三つの層に細分した。

　　　������第 3a 層は、極暗褐色（7.5YR2/3）を呈する粘土
質シルト層。黒色シルトと明褐色（7.5YR5/8）シ
ルト層が斑状に含まれる。粘性、しまりともに
やや強。縄文時代早期の土器片が希に含まれ、
それらが混在している可能性も考えられる。第
3a 層の上部は削平されており、その上に第１a・
b層が盛土されている。

　　　�������第 3b 層は、黒褐色（10YR2/3）を呈する粘土質
シルト層である。明褐色（7.5YR5/8）粘土質シル
ト層を斑状に、場所によって黒色シルトを僅か
に含む。粘性、しまりともにやや強。いわゆる「黒
色帯」に相当する。

　　　�������第 3b 層から下方にかけて根による撹乱が入る。
第 3c 層は、暗褐色（7.5YR3/4）を呈する粘土質
シルト層。粘性、しまりともに強。

第４層：褐色（10YR4/4）を呈する粘土質シルト層で

ある。粘性、しまりともに強。安山岩、石英
粗面岩、石英脈岩の礫をまばらに含む。さら
にマンガン粒をまばらに含む。また、クラッ
クが発達し、場所によってはそれが第５層下
部まで伸びている。クラックの中に浅黄橙色
（10YR8/2）シルトが含まれている。第４層は
凹凸が激しい。

第５層：褐色（10YR4/6）の粘土質シルト層。粘性、しま
りともに強。さらにマンガン粒を含むが、第４
層に比べて少ない。風化した安山岩礫を比較的
多く含む層である。石英粗面岩、石英脈岩製の
石器が多量に出土。

第６層：黄褐色（10YR5/6）を呈する粘土質シルト層。粘性、
しまりともに強。風化した安山岩礫を含むもの
の、第５層に比べてその量は少ない。石英粗面岩・
石英脈岩製の石器が出土した。第６層は凹凸が
激しい。本グリッドは、ＡＲ－ 07 グリッドに比
べると第５層と第６層に含まれる安山岩礫の量
は少ない。

第７層：明黄褐色（10YR6/6）を呈する粘土質シルト層
である。赤味をもった層である。風化した軟質
の安山岩を多量に含む層。粘性は強、しまりは
やや強。大小、多様な大きさの風化した安山岩
礫を部分的に多く含む。第８層の上部が移動し
たものと推定される。この層は東側にかけて層
厚を増す。石器類は発見されていない。

第８層：黄橙色（10YR8/8）を呈する粘土質シルト層である。
粘性は強、しまりはやや強。第７層に比べ、大小、
多様な大きさの風化した安山岩礫を全体に含む。
この層は東側にかけて大きく傾斜する。基盤と
なる風化バイラン土層と考えられる。

（b）AG・H-18 グリッドの出土状況 

〈AG-18 グリッド〉
－第５層・第６層の平面と断面の出土状況－
第８次調査の AG－ 18 グリッドでは３×２ｍ設定し、第

８層まで発掘したのは南側の２×２ｍ＋ 1× 0.5 ｍ（だめ押
し）部分である。
調査の結果、このグリッドでは第４層上部までで後世の
撹乱があった。プライマリーな層の発掘面積は４㎡にとど
まった。このグリッドからは、第５層の安山岩角礫層が抜
けた第６層の明黄褐色層からも石英粗面岩・石英脈岩製の
石器が検出された。発掘では基盤にみられる著しく風化し
た安山岩を除いて、すべての礫や石器類を回収し、記録化
をおこなった。
第９図には AG－ 18 グリッドの第５層と第６層から出土
した資料を平面図と断面図に一括して表示した（●－第５
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層、○－第６層）。
第９図下位の断面図には AG－ 18 グリッドに投影された
第５層と第６層から出土した資料の垂直分布幅を示した。
その幅は約 50 ～ 60cmあり、それぞれがレベル差をもって
検出された。
第 10 図には AG－ 18 グリッドの第５層から出土した資
料のみを平面図と断面図（●－第５層）に表示した。第５
層では発掘した資料が南西部の隅を除き、平面的にはグリッ
ドのほぼ全体からまんべんなく出土している。
垂直分布は東側に緩やかに傾斜に沿って資料が出土して
いることが観察される。レベル幅は約 20 ～ 30cm であり、
第５層中より検出されている。
第 11 図には AG－ 18 グリッドの第６層から出土した資
料のみを平面図と断面図（○－第６層）に表示した。
第６層の資料は平面的に北東部で集中して発見された。
さらに資料の集中区が北東側に広がりそうである。また、
資料の垂直分布も北東側に緩やかに傾斜に沿って出土して
いる。第６層は第５層と層相的に識別でき、資料もレベル
差をもって分別できた。

〈AH-18 グリッド〉
－第５層・第６層の平面と断面の出土状況－
次に、東側に隣接する AH － 18 グリッドでは３×２ｍ
を設定した。しかし、第８層まで発掘したのは南側の２
×２ｍの部分である。調査の結果、このグリッドでは第
3b 層上部までで後世の撹乱があった。プライマリーな層
の発掘面積は４㎡にとどまった。このグリッドからは、
第５層の安山岩角礫層と、この角礫層が抜けた第６層の
明黄褐色層からも石英粗面岩・石英脈岩製の石器類が検
出された。発掘では基盤となる風化した安山岩を除いて、
すべての礫や石器類を回収し、記録化の作業がおこなわ
れた。
第 12 図には AH－ 18 グリッドの第５層と第６層から出
土した資料を平面図と断面図に一括して表示した（●－第
５層、○－第６層）。
平面的には、第５層の資料が南西部側に分布するのに対
し、第６層のものは東部側で僅かに集中して発見される。
第 12 図下位には AH－ 18 グリッドの断面に第５層と第
６層から出土した資料を投影した図である。第５層の出土
資料は標高 26.20 ｍ前後に、第６層のものは東側標高 26.00
ｍ、それぞれがレベル差をもって検出された。
第 13 図には AH－ 18 グリッドの第５層から出土した資
料のみを平面図と断面図（●－第５層）に表示した。第５
層では発掘した資料が中央部に空白部が見られるものの、
平面的にグリッドの全体でまんべんなく出土している。垂
直分布はややくぼんで見られる。レベル幅は約 20 ～ 30cm
であり、第５層中から検出されている。
第 14 図には AH － 18 グリッドの第６層から出土した

資料のみを平面図と断面図（○－第６層）に表示した。
第６層の資料は平面的に東部から集中して発見された。
ブロックの端は中央部から始まる。AG － 18 グリッドの
第６層の集中区とは別のブロックの可能性がある。第６
層の資料の垂直分布は東側に緩やかに傾斜に沿って石器
類が出土している。第６層の資料は第５層と垂直的にも
レベル差をもって検出されている。また、礫の量は、第
５層が 138 点、第６層が 25 点で、相違がみられた。第５
層は礫を多く含み、不安定な堆積状況を示すのに対して
第６層が僅少で、石器が多く発見された。以上、AG・H
－ 18 グリッドでは、第６層において礫の量が僅少であり、
平面的に石器の集中する場所がみられた。また、第５層
は安山岩角礫層に相当するが、一部、礫が希薄で、途切
れる場所もあった。

（c）AG・H-18 グリッドの出土遺物

〈 第５層出土の石器 〉
第５層からは合計 63 点の石器類が出土した。以下、石器
類の説明をおこなう。

　両面加工石器
両面加工石器は１点出土した。
第 29 図－ 62（5173）は、先端部が円く、基部側は外彎
を呈する。最大幅は基部から下部に位置している。断面は
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第 8図　早水台遺跡第８次調査ＡＧ－１８、ＡＨ－１８グリッド区の断面図
Fig. 8　Section of the Sozudai site AG － 18 and AH － 18grids in the ８th investigation
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第 9図　早水台遺跡第８次調査ＡＧ－１８区第５層・第６層の石器出土状況
Fig. 9　Distribution of stone tools from stratum 5 (the black dots) and stratum 6 (the white dots) of the Sozudai site AG － 18

grid in the ８th investigation
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第 10 図　早水台遺跡第８次調査ＡＧ－１８区第５層の石器出土状況
Fig. 10　Distribution of stone tools from stratum 5 (the black dots) of the Sozudai site AG － 18 grid in the ８th investigation
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第 11 図　早水台遺跡第８次調査ＡＧ－１８区第６層の石器出土状況
Fig. 11　Distribution of stone tools from stratum 6 (the white dots) of the Sozudai site AG － 18 grid in the ８th investigation
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第 12 図　早水台遺跡第８次調査ＡH－１８区第５層・第６層の石器出土状況
Fig. 12　Distribution of stone tools from stratum 5 (the black dots) and stratum 6 (the white dots) of the Sozudai site

AH － 18 grid in the ８th investigation
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第 13 図　早水台遺跡第８次調査ＡH－１８区第５層の石器出土状況
Fig. 13　Distribution of stone tools from stratum 5 (the black dots) of the Sozudai site AH － 18 grid in the ８th

investigationgrid in the ８th investigation
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第 14 図　早水台遺跡第８次調査ＡH－１８区第６層の石器出土状況
Fig. 14　Distribution of stone tools from stratum 6 (the white dots) of the Sozudai site AH － 18 grid in the ８th investigation
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三角形を呈する。ａ面は凸形を呈し、緩やかな稜をもつ。
ｂ面は平坦な自然面が大きく残り、石器全体に調整加工が
周縁からおこなわれており、ａ面の剥離は奥まで入る。両
側の縁辺は交互剥離によって刃部がジグザグとなっている。
また、片面側の基部側（ａ）に自然面が大きく残されている。
両面に自然面が残されることから礫を素材とした石器であ
る。長さ 10.8 ×幅 8.2 ×厚 6.5㎝、重さ 320.9 ｇ。芹沢が第
５次調査の研究報告で祖型握槌（Prot-Handaxe）や粗製握
槌（Crude-Handaxe）を一括して「握槌」として分類したが、
第８次調査の両面加工石器（5173）もこの種の石器に相当
しよう（芹沢　1965）。

　尖頭器
第５層から１点発見されている。
第 29 図－ 63（6107）は剥片を素材とした尖頭器である。
尖頭部は僅かに折損している。a面には左縁辺に細かな調
整剥離を施し、右側縁辺が未調整のままである。基部側に
自然面が見られる。b面にはポジティヴな面が大きく残り、
打面側と末端部に面的な調整がおこなわれている。いわゆ
る錯向剥離による尖頭器である。長さ5.9×幅4.5×厚さ1.8
㎝、重量 35.7g。

　ノッチ
縁辺の一部に凹んだ刃部を形成した石器をノッチとした。
第５層からは４点発見されている。内１点を報告する。
第 29 図－ 66（5823）は小形厚手の剥片を素材としたノッ
チである。a面には腹面側から一回の剥離によって形成さ
れた凹んだ刃部が観察される。打面、背面は自然面である。
両側辺部、基部側にも調整剥離によって形状が整えられて
いる。刃部側は薄く、基部側が厚い。長さ 2.4 ×幅 2.2 ×厚
1.7㎝、重量 9.5g。

彫刻刀形石器
彫刻刀形石器は細長い通常の樋状剥離をもつ小形の石器
である。第５層から彫刻刀形石器は５点発見されている。
第 29 図－ 64（5623）は小形で四角形の剥片を素材とし
た彫刻刀形石器である。背面の側辺に 1条の樋状剥離が施
されている。背面の末端に自然面を残す。長さ 3.2 ×幅 3.1
×厚 1.4㎝、重量 14.5g。
第 29 図－ 65（5477）はの極小形剥片を素材とした彫刻
刀形石器である。中央部で折損している。菱形剥片の打面
部の腹面側に２条の細長い樋状剥離が施されている。背面
側の末端に自然面が残存する。打面は除去されている。長
さ 1.7 ×幅 1.9 ×厚 1.1㎝、重量 2.8g。

プロト・ビュアリン
プロト・ビュアリンは第５層から２点発見された。
第 30 図－ 67（5167）は紡錘形の円礫を素材としたプロト・

ビュアリンである。飴色の石英粗面岩を石材に使用してい
る。ｂ面に打点のないネガテイブな面を打面として、ａ面
側に三条以上の粗い剥離が施されている。比較的大きな剥
離痕が並ぶ。側辺にも上下からの縦に長い剥離痕が観察さ
れる。典型的なプロト・ビュアリンである。長さ 7.3 ×幅 5.1
×厚 4.2㎝、重量 76.5g。
第 30 図－ 68（5875）は断面形（ｄ）が方形状の角礫を
素材としたプロト・ビュアリンである。ａ・ｂ両面に比較
的大きな剥離痕が存在する。二枚の剥離面によって断面形
は鋭角な角度が形成されている。ネガテイブなｂ面を打面
として、ａ面側に一条の粗い大きな剥離が施されている。
ｂ面側にも小さな樋状剥離が施されている。長さ6.3×幅3.5
×厚 3.4㎝、重量 76.5g。

　スクレイパー
素材の縁辺に、二次加工が連続して施されているものを
スクレイパーとして分類した。第５層から 20 点が出土し
た。第５層ではＡ類１点、Ｂ類１点、Ｃ類 18 点（C1 類８点、
C2類８点、C3類２点）が発見された。
第 30 図－ 69（5114）は形状が円形を呈する外彎刃のス
クレイパーである（C2 類）。摩滅の著しい風化した石英製
の石器である。腹面側（ｂ）の末端に横位からの粗い剥離
によって刃部が形成されている。背面（ａ面）は自然面を
有し、ほぼ同一方向を示す剥離痕が観察される。長さ 3.9 ×
幅 4.0 ×厚 2.4㎝、重量 47.3g。
第 30 図－ 70（5168）は厚手で四角形の幅広剥片を素材
としたスクレイパーである（C1 類）。剥片の末端の一部が
突出した刃部をもつ。腹面側（ｂ）からの調整剥離によっ
て刃部が形成されている。形状が鼻形のスクレイパーに類
似する。大きな打面が残存する。背面（ａ面）は自然面を
有し、多方向からの剥離が観察される。長さ 5.0 ×幅 5.7 ×
厚 2.0㎝、重量 67.7g。
第 30 図－ 71（5466）刃部が内彎するスクレイパーであ
る（C3 類）。腹面側から調整剥離がおこなわれている。打
面側も急斜な調整剥離によって形状が整えられている。打
面は除去されている。長さ 4.1 ×幅 3.1 ×厚 2.1㎝、重量
21.7g。
第 31 図－ 72（5821）は縦長剥片を素材とし、背面側（ａ
面）の一側辺に粗い二枚の調整剥離を施した外彎刃のスク
レイパーである（C2 類）。反対縁には自然面が残る。風化
した石英脈岩製の石器である。腹面側（ｂ）は調整剥離が
施されない。長さ 6.0 ×幅 4.8 ×厚 2.4㎝、重量 61.3g。

　楔形石器
楔形石器は３点出土している。　
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　剥片
AG・H－ 18 グリッドの第５層から剥片類は 21 点が発見
されている。
第 31 図－ 73（5105）は形状が四角形を呈する分厚い剥
片である。打面は一枚の剥離面をもつ平坦打面で大きい。
背面側には上位からの縦長の剥離痕が一枚と自然面が大き
く残る。ツイン・バルブをもつ。初期段階の剥片。長さ 6.1
㎝×幅 6.6㎝。打角は 94 度。
第 31 図－ 74（5569）は形状が四角形を呈する分厚い剥
片である。打面は平坦な自然面である。打面が大きい。背
面側には上・横位からの剥離痕が観察される。自然面が大
きく残る。ツイン・バルブをもつ。初期段階の剥片。長さ8.2
㎝×幅 8.0㎝。打角は 98 度。

　石核
第５層では石核類が点出土し、Ａ類とＤ類が確認された。
第 31 図－ 75（5836）は板状礫を素材とした多面体の小
形石核である。両面に自然面を残す。a面は数枚の小形の横
長剥片が剥離されている。これらの剥離面の末端は蝶番剥
離となっている。b面は一枚の平坦な剥離面と自然面がみ
られる。Ｄ類の多面体石核であろう。長さ 3.1 ×幅 3.6 ×厚
3.6㎝、重さ 28.3 ｇ。

〈 第６層出土の石器 〉

第６層からは合計 16 点の石器が出土した。以下、石器類の
説明をおこなう。

　チョピング・トゥール
チョピング・トゥールは１点出土している。
第 32 図－ 76（5200）は自然面を打面とする大形の板
状剥片を素材としたチョピング・トゥールである。刃部は
大きく外彎する。ａ面の下部にはポジティヴな剥離面をも
つ。刃部は粗い交互剥離によって作られている。粗質の石
英脈岩製の石器である。長さ 7.7 ×幅 6.1 ×厚 3.0㎝、重量
141.5g。

　尖頭器
尖頭器は１点出土している。
第 32 図－ 77（5207）は剥片を素材とした尖頭器である。
いわゆる錯向剥離による尖頭器である。調整剥離が a面（背
面）の剥片末端の左縁辺にみられる。一方、ポジティヴな
b面（腹面）には、a 面の自然面を打面とし、左側縁辺に
面的な調整剥離がおこなわれ、尖頭部が作り出されている。
基部側に打面が残る。尖頭部の軸が打面軸と斜めに交差す
る。石材にメノウが使用されている。長さ 3.1 ×幅 2.6 ×厚
1.3㎝、重量 9.3g。

　ノッチ 
第６層から２点発見されている。���

　スクレイパー
第６層から７点出土した。Ａ類３点、Ｃ類３点（C2類３点）、
Ｄ類１点が出土。
第 32 図－ 78（5885）は中形の縦長剥片を素材としたス
クレイパーである（Ａ類）。剥片の末端の一部に尖頭部を作
り出した刃部をもつ。腹面側（ｂ）から先端に調整剥離によっ
て刃部が形成されている。背面（ａ）は多方向からの剥離
が観察され、基部側にも調整痕がみられる。打面が残存する。
長さ 8.2 ×幅 5.5 ×厚 1.8㎝、重量 63.0g。
第 32 図－ 79（5467）形状が三角形を呈する鈍角な尖頭
部を作り出したスクレイパーである（Ａ類）。剥片の末端縁
と側縁の二側辺には、腹面（ｂ）から背面（ａ）にかけて
調整剥離がおこなわれている。背面（ａ）は多方向からの
剥離痕と自然面がみられる。打面が残存する。長さ 5.6 ×幅
5.2 ×厚 2.6㎝、重量 62.8g。
第 32 図－ 80（5192）は形状が五角形を呈するスクレイ
パーである（Ａ類）。腹面側（ｂ）に突出した尖頭部を作り
出した刃部をもつ。打面付近に面的な調整剥離がおこなわ
れている。背面（ａ）は多方向からの剥離痕と自然面を残す。
分厚い剥片が素材となる。長さ 5.7 ×幅 5.1 ×厚 3.1㎝、重
量 84.4g。
この他に、剥片３点、石核１点、砕片１点が発見されて
いる。

３）AP － 16 グリッド
このグリッドは蜜柑畑のない、傾斜のある草地である。
AG・H－ 18 グリッドよりレベル的に低い。遺物は僅かに
発見されただけである。ここでは北壁層序（第 15 図）のみ
記載し、石器類の報告は割愛する。

第１層：現在の表土層と下位の盛土層に分けられる。
第１a層：表土層。黒褐色（10YR3/2）を呈するシルト層

である。粘性、しまりとも弱。ローム塊や小礫
をまばらに含む。AH－１８グリッドの表土に
対応。

第１b層：盛土層。第２層、第３層、第４層に由来するも
のと推定される。黄褐色ロームの塊が全体に含
まれている。層厚約 80㎝ある。

第３層：この層はＡＨ－１８グリッドの第 3c 層に対応。
この層は暗褐色（7.5YR3/4）を呈する粘土質シ
ルト層。粘性、しまりともに強。

第４層：この層は無数のクラックが発達する。クラック
の中には灰白色（10YR8/1）土層が入る。クラッ
クは第４層上部で枝分かれする。第４層は厚く、
さらに二層に細分される。

柳　田　俊　雄
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第 15 図　早水台遺跡第８次調査Ａ P－１６グリッド区の断面図
Fig. 15　Section of the Sozudai site AP － 16 grid in the ８th investigation

←西壁

↑
北壁

AP － 16 区　西壁

AP － 16 区　北壁
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第４a層：褐色（10YR4/6）を呈するシルト層である。粘性強、
しまり中強。安山岩の小礫を全体に含む。また、
マンガン粒をまばらに含み、部分的に密集する
ところがある。クラックは枝分かれする様に発
達する。第４a層上面から石器が発見されてい
る。

���������������� 第４b 層は褐色（10YR4/6）を z 呈するシルト
層である。粘性強、しまり中強。安山岩の小礫
を全体に含む。また、マンガン粒をまばらに含
むが、部分的に密集するところがない。クラッ
クが発達する。第４b層から石器が発見されて
いる。

第５層：褐色（10YR4/6）の粘土質シルト層。粘性、しま
りともに強。さらにマンガン粒を含むが、第４
層に比べて少ない。風化した安山岩礫、小礫を
比較的多く含む。層厚約 20㎝ある。石英粗面岩、
石英脈岩製の石器の出土がない。AH－18グリッ
ドの第５層に対応。

第６層：下部から礫が多量に出土したため、その量の違
いから第６a層、第６b層に細分した。本グリッ
ドは他に比べると層が厚い。

�������������������第６a 層は黄褐色（10YR5/6）を呈する粘土質シ
ルト層。粘性、しまりともに強。安山岩礫を少
量含む。マンガン粒を全体に含む。ＡＨ－１８
グリッドの第６層に対応。第６b 層は黄褐色
（10YR5/6）を呈する粘土質シルト層。粘 性、し
まりともに強。しまりは第６a層より強い。風化
した安山岩礫を多く含む。また、小礫を全体に
含む。

第７層：黄橙色（10YR8/8）を呈する粘土質シルト層である。
粘性は強、しまりはやや強。風化した安山岩礫、
小礫を多量に含む。やや赤味をもつ。

以上、この下位に風化したバイラン土層が堆積した層が
続くものと想定される。

４）AI － 12 グリッド
このグリッドは蜜柑畑の改良ためにおこなった掘削に
よって、第７層までが撹乱されていた。このグリッドの層
序の記載は割愛する。

５．早水台遺跡の第８次調査結果の考察

１）各グリッドの調査結果
〈AR － 07 グリッド〉
このグリッドは、約半数の面積が後生の撹乱によって本
来のプライマリーの層が失われていた。しかし、北・西側
の部分で安定した層を確認することができ、残余のプライ
マリーな層を発掘することができた。このグリッドでは第

２層に縄文時代早期の押型文の遺物、第３b層に「黒色帯」、
第４層に黄褐色ローム層を確認した。下位では第５層に褐
色を呈する安山岩角礫層、第６層に明黄褐色ローム層を検
出した。両層からは多くの石器類が発見された。検出され
た石器群の内容はきわめて類似する。本グリッドでは、第
５層と第６層からの資料が平面的に多く出土したが、第５
層の石器類：人工塊片：礫岩の比は、198：26：151 に対して、
第６層は同比が 118：34：25 であった。第６層においては
礫岩の量が僅少で、出土した石器にも接合例がみられるこ
とから、この包含層は安定していたものと推側される。第
７層は黄橙色を呈し、色調が全体的に赤色化しており、部
分的に白色化したところもある。この層は無遺物層であっ
た。第８層が基盤となる風化バイラン土層に相当する。こ
のグリッドでは基盤直上に赤色化した土層を確認した。

〈Ａ G・H － 18 グリッド〉
この二つのグリッドでは、第１～３層上部まで後生の撹
乱を受けていた。しかし、「黒色帯」に相当する第３層中
部からは安定した層が確認できた。このグリッドでは第５
層の安山岩角礫層と第６層の明黄褐色ローム層を層位的に
分離して発掘することができた。両層からは石器類が発見
された。検出された石器群の内容はきわめて類似する。第
５層からは資料が平面的に多く発見された。第６層では、
AG － 18 と AH － 18 の各グリッドに資料の集中する場所
がいずれも東側でみられた。両者は隣接するグリッドであ
るが、それらは別々のものと考えられる。この地区には二
つの遺物の集中する場があったと予想される。
一方、第５層と第６層の資料の出土状況を概観すると、
第５層の場合、石器類：人工塊片：礫岩の比は、63：
26：138 に対して、第６層は同比が 16：9：25 であった。
第６層の礫が減少していることがわかる。下位の第７層
は明黄褐色を呈する赤味をもった層である。ここでも赤
色化した層がみられた。大小、多様な風化した安山岩礫
を部分的に多く含む。石器類は発見されていない。第８
層は黄橙色を呈する基盤となる風化バイラン土層と考え
られる。

〈AP － 16 グリッド〉
このグリッドは、AR －０７、AG・H－ 18 グリッドの層
序堆積に類似する。地表でもやや傾斜しており、他のグリッ
ドに比べると層が厚い。また、断面の堆積層にクサビ状の
落ち込みが観察される。石英製の資料は少ない。ここでも
下位の第７層で赤色化した層がみられた。

〈AI － 12 グリッド〉
このグリッドは蜜柑畑の改良ためにおこなわれた掘削に

よる撹乱層が基盤の層にまでみられた。

柳　田　俊　雄



41

第 16 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器��チョパー（No.1）、チョピング・トゥール、（No.2,3）
Fig. 16　Chopper（No.1）and Chopping-tools（No.2,3）of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th

investigation
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4d
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8a (5495)
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7a (6356)

7d
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第 17図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器　プロトビュアリン（No.4 ～ 6）、彫刻刀形石器（No.7 ～ 9）
Fig. 17　Prot-burins（No.4 ～ 6）and Burins（No.7 ～ 9）of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th

investigation
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第 18 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器　ノッチ（No.10・11）、スクレイパー（No.12 ～ 15）
Fig. 18　Notch（No.10・11）and Scrapers of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation
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第 19 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器　スクレイパー（No.16 ～ 20）
Fig. 19　Scrapers（No.16 ～ 20）of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation
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第 20 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器　剥片（No.21 ～ 26）
Fig.��20　Flakes（No.21 ～ 26）of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation
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第 21 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器　石核（No.27 ～ 29）
Fig. 21　Cores（No.27 ～ 29）of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation
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第 22 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器　石核（No.30）
Fig. 22　Cores（No.30）of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation
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第 23 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第５層出土石器　石核（No.31）
Fig. 23　Cores（No.31）of stratum5 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation
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第 24 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第６層出土石器��両面加工石器（No.32、33）、尖頭器（No.34）、ノッチ（No.35 ～ 37）
Fig. 24　Bifaces（No.32,33）, Pointed-tools（No.34）and Notches (No.35 ～ 37) of stratum 6 from the Sozudai site AR － 07

grid in the ８th investigation
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第 25 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第６層出土石器　プロト・ビュアリン（No.38 ～ 41）、スクレイパー（No.42,43）
Fig. 25　Prot-burins（No.38 ～ 41）and Scrapers（No.42,43）of stratum 6��from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th

investigation
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第 26 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第６層出土石器　スクレイパー（No.44 ～ 48）
Fig. 26　Scrapers（No.44 ～ 48）of stratum 6 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation

44a (5574) 446

44c

44d

45a
(5606)

45c 45b

46a
(5595)

46d

46c 46b

47d
47a 
(5646)

47e

47c

48a (5599)

48c

48b

47b

大分県早水台遺跡第 8次調査研究報告



52

第 27 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第６層出土石器　スクレイパー（No.49 ～ 54）
Fig. 27　Scrapers（No.49 ～ 54）of stratum 6 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th investigation
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第 28 図　早水台遺跡第８次調査ＡＲ－０７区第６層出土石器　石核（No.55 ～ 58）、剥片（No.59 ～ 61）
Fig. 28　Cores（No.55 ～ 58）and Flakes（No.59 ～ 61）of stratum 6 from the Sozudai site AR － 07 grid in the ８th

investigation
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第 29 図　早水台遺跡第８次調査ＡG・H－18区第５層出土石器��両面加工石器（No.62）、尖頭器（No.63）、彫刻刀形石器（No.64・
65）、ノッチ（No.66）

Fig. 29　Bifaces (No.62), Pointed-tools (No.63), Burins (No.64・65) and Notch (No.66) of stratum 5 from the Sozudai site
Ａ G・H－ 18 grid in the ８th investigation
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第 30 図　早水台遺跡第８次調査ＡG・H－ 18 区第５層出土石器　プロトビュアリン（No.67・68）、スクレイパー（No.69 ～ 71）
Fig. 30　Prot-burins (No.67・68) and Scrapers (No.69 ～ 71) of stratum 5 from the Sozudai site Ａ G・H－ 18 grid in the ８th

investigation
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第 31 図　早水台遺跡第８次調査ＡG・H－ 18 区第５層出土石器　スクレイパー（No.72）、剥片（No.73・74）、石核（No.75）
Fig. 31　Scrapers (No.72), Flakes (No.73・74) and Core (No.75) of stratum 5 from the Sozudai site Ａ G・H－ 18 grid in the ８

th investigation
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第 32 図　早水台遺跡第８次調査ＡG・H－ 18 区第６層出土石器　チョピング・トゥール（No.76）、尖頭器（No.77）、ス
クレイパー（No.78 ～ 80）

Fig. 32　Chopping-tool (No.76)、Pointed-tool (No.77)、Scrapers (No.78 ～ 80) of stratum 6 from the Sozudai site Ａ G・H－
18 grid in the ８th investigation
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２）第８次調査で発掘された石器群
先の第５次調査と第６・７調査では、第５層の安山岩角
礫層は、資料が平面的にまんべんなく発見されることから、
二次堆積であることが指摘されてきた（芹沢　1965、柳田
　小野　2007）。今回の第８次調査の AR － 07、AR・H －
18グリッド内では、第５層と第６層から石器類が出土した。
第５層は安山岩角礫層に相当し、石器類が平面的にまんべ
んなく出土した。さらに、第６層では安山岩の角礫が少な
く、Ａ G・H － 18 グリッド内で遺物の集中する場所もみ
られた。また、第５層と第６層の石器類の検討から両層か
ら出土した資料の内容がきわめて類似することも明らかと
なった。したがって、第５層の資料が下位にある第６層の
明黄褐色ローム層中に存在したものが移動することによっ
て、再堆積したものと考えられ、早水台遺跡下層の石器群
の包含層は、本来、第６層中にあったものと解釈される。
次に、AR － 07、Ａ G・H － 18 グリッド内から出土した
第５層と第６層の資料を取り上げ、早水台遺跡下層石器群
について検討をおこないたい。上述してきたように、両層
から発見された石器群の内容は石器組成、石器製作技術の
点からきわめて類似することが判明したが、ここでは定量
的な分析をおこなうため、、Ａ R － 07、Ａ G・H － 18 グリッ
ドの二つの層から出土した石器類を検討する。以下に出土
した石器類、人工塊片（Chunks）、礫岩（Pebbles）を示す。

３）石　材
第８次調査では、確認できる石材が 271 点中、石英脈
岩（Quartz Vein）は 190 点（70%）、石英粗面岩（Quartz
Rhyolite）は 60 点（22%）、石英（Quartz ）は４点（１%）、
メノウ（Agate）は 11 点（４%）、流紋岩（Rhyolite）は４点（１
%）、頁岩（Shell）は２点（１%）である。第 33 図には石
材の使用状況をグラフで示した。注5

ほとんどが石英脈岩（Quartz Vein）、石英粗面岩（Quartz
Rhyolite）などの「石英製」である。風化の程度に依拠するが、
石英脈岩は、色調が白色、黄白色を呈するものが多く、比
較的縁辺が鋭利である。石英粗面岩は、色調が茶褐色、肌色、
茶色を呈するものが多く、縁辺に鋭さを欠く。この石英製
石器類には摩滅の著しいものもみられる。小形の石器類は
メノウ製のものが比較的多い。メノウ製石器は青みをおび
る灰色を呈し、縁辺が鋭利である。

４）石器組成と製作技術
ａ．資料の出土状況
第５層の安山岩角礫層と第６層の明黄褐色ローム層では
人工塊片（Chunks）が 52 点：43 点と、若干の数量が異な
るものの、礫岩（Pebbles）では 289 点：50 点と大きな違
いが見られた。第 34 図には、人工塊片（Chunks）、礫岩
（Pebbles）石核、剥片、砕片、利器類を含めた資料群の比
率を円グラフに示した。礫岩類 339 点（41％）、利器類 170
点（21％）、剥片類 79 点（９％）、石核類 34 点（4％）砕片
類 119 点（14％）、人工塊片 95 点（11％）である。
第 35 図には剥片生産技術を示す剥片類・砕片類、石核
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第 33 図　石材の使用状況
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類と利器類の比率をグラフで示した。剥片、砕片、石核は
225 点で 57％、利器類は 170 点で 43％である。
第 36 図には石器組成を示した。
スクレイパー（Scraper）が 105 点で 61％と最も多い。次
にノッチ（Noch）が 18 点（14.2％）、プロト・ビュアリン
（Proto-Burin）が 13 点で７％、彫刻刀形石器（Burin）12 点
で７％である。チョピンクトゥール（Chopping-Tool）６点
と楔形石器（Piece-esquillee）が７点でそれぞれ４％である。
両面加工石器（Biface）と尖頭器（Pointed-Tool）が各３点
で２％である。チョパ－（Chopper）は２点と１％である。
今回の調査では、錐（Awle）、トランシェ（Tranchet）、
基部加工石器（Base trimming-Tool）は検出されなかった。

b．資料の大きさ
第 37 図には利器類の大きさについて観察した。ここでは
スクレイパーを除く石器類を示した。長幅比が８㎝以上の
大形石器類はチョパー、チョピング・トウ一ル、両面加工
石器である。2.0 ～ 4.0㎝の小形のものは、尖頭器、ノッチ、
彫刻刀形石器が多い。さらに、4.0 ～ 8.0㎝の中形のものは、
ノッチ、プロト・ビュアリン、チョパー、チョピング・ト
ウ一ル、両面加工石器類が占める。中でも 6.0 ～ 8.0㎝の比
較的大きいグループはチョパー、チョピング・トウ一ル、
両面加工石器、プロト・ビュアリンが含まれる。6.0㎝を超
える利器類はチョパー、チョピンク・トウ一ル、両面加工
石器類が 11 点、ノッチが３点、プロト・ビュアリンが６点、
スクレイパーが 10 点で合計 30 点となり、全体で 18％を占
める。小形と大形との比率は 82：18 となり、小形の石器類
が圧倒的に多い。先の第６・７調査でも、小形と大形の比
率は 83：17 であり、ほぼ同様に小形の石器類が多かった。
第 38 図には利器類の重量を示した。利器類は約 50 ｇま
での重量をもつものが 10 点（29％）、51 ～ 99 ｇと 100 ～
149 ｇがそれぞれ６点（18％）ある。次ぎに 150 ～ 199 ｇ
と 250 ～ 299 ｇが３点（９％）ある。おおよそ、小形の約 2.0
～ 4.0㎝前後のものは、約 60 ｇ以下、中形の 4.0 ～ 8.0㎝の
ものが 51 ～ 149 ｇものに、大形は 400g 以上のものにそれ
ぞれが対応する。
第 39 図には利器類全体の素材を示した。礫を素材とした
ものが 78％、剥片を素材としたものが９％、不明なものが
（Unidentified）３％である。
第40図には各利器類の素材状況を示した。チョパ－、チョ
ピンク・トウ一ル、両面加工石器の素材は、11 点中、礫が
８点（72％）、大形剥片が３点（27％）ある。両面加工石器
は３点中、大形剥片を素材としたものは２点あり、後者の
例が目を引く。これら以外の利器類は、剥片を素材とした
ものが多く、プロト・ビュアリンだけは素材を礫とするも
のが４点（29％）を占める。
次に、観察可能なスクレイパー類（Scraper）の 105 点に
ついて検討する。素材の縁辺に、二次加工が連続して施さ

第 36 図　石器組成

第 34 図　出土資料群の比率

第 35 図　剥片・砕片、石核と利器の比率

剥片 ･砕片 ･石核 利器
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れているものをスクレイパーとして分類した。チョパーや
チョピング・トゥールに比べて小形のものが多い。また、チョ
パーより大形のスクレイパーも存在するが、連続する二次
加工が細かく丁寧に施され、器体が薄手のものについては
スクレイパーとする。

ⅰ）スクレイパーの類型
スクレイパーの形状は以下のＡ～Ｅ類に分類した。
　A類：二側辺の連続する二次加工により、刃部が尖頭

状を呈するもの。尖頭器に比べて二次加工が連
続的で細かいのが特徴である。

　B類：一側辺に連続する二次加工を施して刃部が形成さ
れる。また、刃部と対になる基部が三角形を呈す
る。全体の形状は扇形を呈する。

　C類：打面部を除き、一辺縁に連続する二次加工を施し、
刃部が形成されるもの。B類と異なり、全体の形
状が多様性に富む。また、Ｂ・Ｃ類については
刃部形状から１～５類に細分した。

　1類：外彎状を呈するもの。

　2類：直線状を呈するもの。
　3類：内彎状を呈するもの。
　4類：鋸歯状を呈するもの。
　5類：加工が浅いもの。
第８次調査では、新たにＤ類とＥ類を設定した。
Ｄ類：一側辺に連続する二次加工を施して刃部が形成さ

れる。刃部と対になる基部が平坦となる。全体の
形状は馬蹄形を呈する。

Ｅ類：縁辺全体に連続する二次加工を施して刃部が形成
される。全体の形状は円盤形を呈する。

第 41 図にはスクレイパーの類型について量的比率を示し
た。A類９点（８％）、B類５点（５％）、C1類 24 点（23％）、
C2類 47 点（45％）、C3類 10 点（９％）、Ｄ類８点（８％）、
Ｅ類２点（２％）である。

第 41 図　スクレイパーの各類型の比率

第 37 図　利器類の大きさ

第 38 図　利器類の重量

第 39 図　利器類の全体の素材

第 40 図　各利器類の素材
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数量的には、刃部が直線状を呈するもの C2 類が、47 点
と 45％を占め、約半数近くになる。縁辺部を僅かに直線的
にリタッチしたスクレイパーが多量に出土し、目を引く。
第８次調査においては新たにＤ類とＥ類を設定したが、「馬
蹄形」のＤ類は８点で、全体の８％を占め、数量的には僅
少だが、特徴的な形態を呈するため、存在感がある。また、
形状が扇形を呈する B類のスクレイパーも第８次調査では
５点（５％）と少なかったが、第６・７次調査でも注目し
た形態である。

ⅱ）スクレイパーの形状
第 42図にはスクレイパーの各類型の大きさを示した。1.5
～ 3.0㎝の小形のサイズ、3.0 ～ 6.0㎝のサイズのもの、6.0
㎝以上のサイズのものに大別される。
馬蹄形を呈するＤ類は 3.0 ～ 6.0㎝のサイズの大きさが大
部分である。扇形を呈する B類のスクレイパーのサイズは
その大きさが様々である。

ⅲ）スクレイパーの重量
第 43 図にはスクレイパー類の重量を示した。10 ｇ前後
のものと、30 ｇ前後のものが多い。最も重いものは 190.4
ｇである。

ⅳ）スクレイパー類の素材
第 44 図はスクレイパー類の素材の比率を示した。C1 類、
C2 類、Ｄ類はそれぞれ１点が礫素材となっているが、残り
のスクレイパー類は剥片が素材となっている。スクレイパー
類の素材は 97％が剥片である。

ⅴ）スクレイパーの石材
第 45 図には各種スクレイパー類の石材を示した。

A類は石英脈岩 88％、石英粗面岩 12％｡
B 類は石英脈岩 20％、石英粗面岩 40％、石英岩 20％、メ
ノウ 20％｡
C1 類は石英脈岩 66％、石英粗面岩 25％、メノウ４％、
碧玉５％｡
C2 類は石英脈岩 87％、石英粗面岩 13％。
C3 類は石英脈岩 50％、石英粗面岩 50％。
Ｄ類は石英脈岩 25％、石英粗面岩 62％、メノウ 13％｡
Ｅ類は石英脈岩 100％。
形状が小形である B類はメノウが使用される傾向が強い。

ⅵ）スクレイパーの自然面の有無
第 46 図にはスクレイパー類の自然面の有無を示した。自
然面を有するものが A類４点（44％）、B類５点（100％）、
C1類 16 点（66％）、C2類 41 点（87％）、C3類８点（80％）、
Ｄ類５点（63％）、Ｅ類１点（50％）である。自然面を有す
るものが全体の 76％を超える。自然面を有する比較的小さ
な石核から剥離した剥片類がスクレイパーの素材に供出さ
れたからであろう。また、先に指摘したように、自然面の
除去という技術的要素も重要なものではなかったことが考
えられる。

第 43 図　スクレイパーの重量

第 44 図　スクレイパー類の素材の比率

第 42 図　スクレイパーの各類型の大きさ
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ｂ．石器の二次加工技術
以下の特徴が指摘できよう。
ⅰ）交互剥離技術が多様されている。
ⅱ）錯向剥離技術が僅かにみられる。
ⅲ）石器の二次加工や剥片生産には両極剥離技術がみら
れる。

ⅳ）石器の二次加工は器体の奥まで入らず、周縁でとど
まるものが多い。いわゆる周縁加工の石器が見られ
る。

ⅴ）原礫面を残す利器、剥片、石核が多く見られる。特に、
利器類は自然面を一部に残していることが多い。

ｃ．剥片生産技術
〈石核の特徴〉
石核は 34 点発見された。AR－ 07 グリッドの第５層から
16 点、第６層から 15 点、AG・H－ 18 グリッドの第５層か
ら２点、第６層から１点がそれぞれ発見されている。ここ
で検討する資料は確認できる 34 点である。

ⅰ）石核の類型
� �　第６・７次調査では石核類は打面と作業面の位置関係
を基準にＡ～Ｅ類に分類した。今回もこの分類を基準に量
的比率を検討する。
Ａ類：打面と作業面が一定に固定されたもの。
Ａ１類 ：一枚の作業面がみられ、他は全て自然面で構成

されるもの。初期段階の剥離作業を示すもの。
Ａ２類 ：打面が一ヶ所に固定され、作業面が複数みられ

るもの。
Ｂ類 ：作業面を一面に限定し、打点が石核周縁をまわ

るもの。
Ｃ類 ：打面と作業面が交互に入れ替わるもの。
Ｃ１類 ：打面と作業面が交互に入れ替わり、打点が一方

向に後退するもの。
Ｃ２類 ：打面と作業面が交互に入れ替わり、打点が石核

の周縁をまわるもの。
Ｄ類 ：打面と作業面が不規則に入れ替わる多面体の石

核。
E類 ：原石の珪化した部分を得るために、周縁から剥

離しもの。剥離過程における規則性はみられな
い。

第８次調査では石核類はＡ類とD類が確認できた。
第 47 図には石核の各類型の量的比率を示した。打面が単
設となる石核Ａ類（Single）が 59％､ 多面体となる石核Ｄ
類（Polyhedric）が 41％を占める。打面と作業面が一定に
固定されたＡ類がより多かった。また、作業面を一面に限
定し、打点が石核の周縁をまわるもの（Ｂ類）、いわゆる円
盤形石核は確認できなかった。

ⅱ）石核の大きさ
第 48 図には石核の大きさを示した。計測可能な 34 点中、

第 45 図　スクレイパー各類の石材

第 46 図　スクレイパー各類の自然面の有無

第 47 図　石核類型の比率
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約 2.0 ～ 4.0㎝の小形サイズが７点（20.5％）、4.0 ～ 8.0㎝
の中形サイズ 20 点（59％）、8.0㎝以上の大形サイズ７点
（20.5％）あった。これらの三種類のうち、4.0 ～ 8.0㎝の中
形サイズが 59％と半数以上を占め、さらに、8.0㎝以上の大
形サイズ 20.5％を含めると、4.0㎝以上の大きさの石核が全
体で、約 80％に近く占めることになる。形状が台形、逆台
形を呈する中形サイズの剥片類がこれらの石核類から剥離
されたのであろう。

ａ）石核の最大厚
第49図には石核の最大厚を示した。3.0～ 3.9㎝のものと、
5.0 ～ 5.9㎝のものが多い。分厚いものは 10.0㎝大の大形石
核類である。

ｂ）石核の重量：
第 50 図には石核の重量を示した。石核類は約 50 ｇまで
の重量をもつものが 10 点（29％）、51 ～ 99 ｇと 100 ～
149 ｇがそれぞれ６点（18％）ずつある。次ぎに 150 ～
199 ｇと 250 ～ 299 ｇが３点（９％）ある。おおよそ、小
形の約 2.0 ～ 4.0㎝のものは、約 60 ｇ以下、中形の 4.0 ～ 8.0
㎝のものが 51 ～ 149 ｇのサイズに、大形は 400g 以上のも
のにそれぞれ対応するものであろう。

ⅲ）石核の素材
第 51 図には石核の素材を示した。礫を素材としたものが
76％、剥片を素材としたものが 18％、不明なものが６％で
ある。礫から直接的に目的とする剥片が作出されたのであ
ろう。

ⅳ）石核の石材
第 52 図には石材の比率を示した。34 点中、石英脈岩は
30 点（88％）、石英粗面岩は４点（12％）になる。

ⅴ）石核の打面形状
ａ）打面形態（最終剥離面）
第 53 図には石核の最終剥離面の打面がどのような剥離面
を残すのかについて調べてみた。
・剥離痕が一枚からなる平坦打面・・・・・20 点（59％）
・剥離痕が複数からなる調整打面・・・・・・２点（６％）
・節理面か自然面からなる自然面打面・・・・12 点（35％）
平坦打面が 59％を占め、これに節理面か自然面からなる
自然面打面を加えると全体が 94％を占める。このことから
打面に対する調整作業がほとんど無かったのであろう。ま

第 48 図　石核の大きさ

幅（mm）

長さ
（mm）

第 49 図　石核の最大厚

第 50 図　石核の重量

点
数

点
数
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た、目的剥片の剥離に際しても、作業面と打面を頻繁に入
れ替えるような作業が無かったものと考えられる。

ｂ）打面の大きさ
第 54 図には石核の最終剥離面の打面の大きさを示したも
のである。大きさに一つのまとまりがみとめられるが、さ
らにそれらは二グループに細分できる。一つは打面の長さ
が 1.0 ～ 4.0cm で、打面幅が 1.0 ～ 3.0cm の大きさのもの
である。このサイズのものは 12 点（35％）である。いま、
一つは長さが 2.0 ～ 7.0cm で、幅が 2.5 ～ 5.0cm のもので
ある。これは 16 点（47％）である。いずれも長幅比が１：
１を前後する剥離面である。さらに分布の散漫な大きさを
示す形状の剥離痕は打面の長さが 5.0 ～ 11.0cm、幅 7.0 ～
11.0cmのものがある。

ｃ）石核の打角（最終剥離面）　
第 55 図には石核の最終剥離面の打角である。計測可能な
剥片 34 点中、90 度大前後のものは 11 点（32％）と最も多
く、95 度大前後のものは５点（15％）。95 度より角度が鋭
角となるものは 26 点（76％）になる。

第 54 図　石核の打面の大きさ

第 52 図　石核の石材

第 51 図　石核の素材

第 53 図　石核の最終剥離面の打面 第 55 図　石核の最終剥離面の打角
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〈剥片の特徴〉

剥片は 79 点発見されている。AR－ 07 グリッドの第５層
から 33 点、第６層から 22 点、AG・H－ 18 グリッドの第
５層から 21 点、第６層から３点がそれぞれ発見されている。
ここで検討する資料は 71 点である。

ⅰ）剥片の大きさ
第 56 図には剥片の大きさと形状を示した。計測可能な
70 点中、長さ・幅が約 2.0㎝大以下の極小形のサイズ、10
㎝のサイズ、23㎝サイズがそれぞれ１点ある。主として、2.0
～ 4.0㎝の小形のサイズが 37 点（51％）、4.0 ～ 6.0㎝の中形
でも小さいサイズ 22 点（31％）、6.0 ～ 8.0㎝の中形でも大
きいサイズ９点（13％）とがある。これら三種類のうち、2.0
～ 4.0㎝の小形のものが 51％と半数以上を占めるが、今回
の調査では4.0～ 6.0㎝の中形でも小さいサイズと、6.0～ 8.0
㎝で中形でも大きいサイズのものが比較的多く発見されて
いる。
さらに、長・幅比の分布をみると、縦長（0.67 以下）や
幅広（1.5 以上）となるものの割合は小さく、その比が 1.0
前後に多く分布する。したがって、長：幅が１：２～２：
１のところにおさまる。形状は台形、逆台形を呈するもの
が多い。

ａ）剥片の最大幅位置
第 57 図は剥片の最大幅位置である。それを概観すると、
・形状が逆三角形を呈するもの（A）・・・31 点（44％）
・形状が中ふくらみを呈するも（B）・・・25 点（35％）
・形状が末広がりを呈するもの（C）・・・15 点（21％）
（A）・（B）・（C）の順に多い。（A）と（B）で 79％を占め
ている。

ｂ）剥片の厚さ
第 58 図には剥片の最大厚を示した。1.5 ～ 2.5㎝のものが
多い。厚さが3.0～ 4.0㎝の分厚いものは、大きさが6.0～ 8.0
㎝サイズの大形となる剥片類である。

ｃ）剥片の重量
第 59 図には剥片の重量を示した。剥片類は約 10 ｇの重
量をもつものが 19 点（27％）、15 ～ 25 ｇが 22 点（31％）で、
これらが 2.0 ～ 4.0㎝の小形のものである。90 ｇ以上の重量
のものは 6.0 ～ 8.0㎝の中形になる。

第 57 図　剥片の最大幅位置

第 59 図　剥片の重量第 56 図　剥片の大きさ

長さ
（mm）

A B C

第 58 図　剥片の最大厚
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ⅱ）剥片の打面形状
ａ）打面形態
打面が残存する計測可能な剥片 71 点を次のように観察し
た。
・剥離痕が一枚からなる平坦打面・・・・・38 点（53％）
・剥離痕が複数からなる調整打面・・・・・12 点（17％）
・節理面か自然面からなる自然面打面・・・21 点（30％）
第 60 図には剥片の打面形態の比率を示した。平坦打面が
53％を占める。これに節理面か自然面からなる自然面打面
を加えると 83％となる。このことは打面に対する調整がほ
とんど無いといえよう。

ｂ）打面の大きさ（打面幅・厚）
第 61 図には剥片の打面の大きさを示したものである。横
軸に打面幅、縦軸に打面厚の数値を示した。大きさに二つの
まとまりがみられる。一つは打面幅が 0.5 ～ 2.0cmで、打面
厚が 1.0 ～ 3.5cm の大きさのもの。いま一つは打面幅が 2.0
～ 4.0cm 大で、打面厚が 3.0 ～ 6.0cm のものである。前者
が多い。さらに打面幅が5.0～8.0cmで、打面厚が7.0～8.5cm
する大形のものもある。後者の二つのグループは打面の大き
さが分厚い。全体として早水台遺跡下層の石器群の剥片類は
打面幅、打面厚が非常大きいのが特徴である。また、打面直
下にバルブがよく発達し、この付近が分厚くみえる。

ｃ）剥片の剥離角　　　　
第 62 図は剥片の剥離角である。打面と腹面のなす角度で
ある計測可能な剥片 70 点中、51 点が 90 ～ 110 度に集中す
る。95 度前後が最も多い。

ⅳ）バルブの形状
第 63 図には剥片のバルブ形態の比率を示した。剥片類に

は腹面側の打点直下にバルブが発達する。以下、腹面に見
られたバルブの発達状況について、拡散した例（Diffuse）
と突出した例（Salient）とに分類し、その比率を示したも
のである。計測可能な剥片70点中、拡散した例は22点（31％）
突出した例（salient）が 48 点（69％）で後者が高い比率を
示す。剥片類はバルブがよく発達している。特に、6.0 ～ 8.0

第 60 図　剥片の打面形態の比率

第 63 図　剥片のバルブ形態の比率

第 61 図　剥片の打面の大きさ

第 62 図　剥片の剥離角
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㎝の中形でも大きいサイズの剥片類にバルブが発達する傾
向がみられる。

ⅴ）剥片の末端の形状
第 64 図は剥片類の末端形状について計測可能な剥片 70
点の比率を示した。
・階段状剥離（Step Flake）・・・・26 点（37％）
・蝶番剥離（Hinge Flake）・・・・36 点（51％）
・羽毛剥離（Feather Flake）・・・・7点（10％）
末端が蝶番剥離となる剥片類が全体で約半数を占める。
階段状剥離や蝶番剥離を合わせると 62 点となり、全体で
88％を占める。

ⅵ）剥片の背面の観察
第 65 図には剥片の背面の状況を観察した。剥片の自然面
を残存する剥片は 71 点中 48 点有り、全体の 68％を占める。
その比率が高い。剥片の背面構成は以下のとおりである。
ａ類 : 腹面に対して同一方向の剥離痕を有する（25％）
ｂ類 :��腹面に対して同一方向や横位方向の剥離痕を有する

（13％）
ｃ類 :��腹面に対して横位方向の剥離痕を有するのみ（21％）
ｄ類 :��腹面に対して全ての方向の剥離痕を有する（６％）
ｅ類 :��腹面に対して横位と下位方向の剥離痕を有する

（５％）
ｆ類 :��腹面に対して同一方向や下位方向の剥離痕を有する

（６％）
ｇ類 :��腹面に対して下位方向のみ剥離痕を有する����（２％）
ｈ類 :��全面が自然面か節理面で構成される（22％）

腹面に対して同一方向の剥離痕を有するものが多い。次
に多いのは全面が自然面か節理面で構成されるものや、腹
面に対し横位方向の剥離痕を有するのみで構成される剥片
類が多い。したがって、打面位置の定まらない石核から剥
離されている剥片類が多いことが背面の剥離面構成でわか
る。

ⅶ）剥片の石材
第 66 図には剥片の石材の使用比率を示した。石英脈岩
(Quartz vein) と石英粗面岩 (Quartz Rhyolite) の石英岩系が
96％を占める。

第 64 図　剥片類の末端形状

第 65 図　剥片の背面の状況

第 66 図　剥片の石材
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ⅷ）剥片類のまとめ
剥片類を整理すると以下のようにその特徴をまとめるこ
とができよう。
ａ）��剥離された剥片の長幅比は、１：２～２：１のところ
に分布し、見かけの形状が縦長の傾向にある。

ｂ）��剥片の大きさは 2.0 ～ 4.0㎝の小形のサイズ、4.0 ～ 8.0
㎝の中形サイズ、8.0㎝より大きい大形サイズの三種
類がある。これらのうち、2.0 ～ 4.0㎝の小形のサイズ
が 51％と約半数を占める。

ｃ）��6.0 ～ 8.0㎝のサイズのものは、打面幅、打面厚が有り、
分厚い。これらの形状は四角形、台形を呈する。バル
ブが発達し、その形状は salient になっている。腹面
にツイン・バルブも多く発見される。

ｄ）��剥片の打面は平坦な剥離面が最も多い。また、平坦な
自然面を有する打面も比較的多く見られる。

ｅ）剥片類には両極剥離痕が観察される。
以上、石核や剥片の分析結果から、第８次調査の早水台
遺跡下層石器群の剥片生産技術をまとめると次のことが指
摘できよう。
一つは、原石から剥片剥離する初期段階の状況を示すも
のが存在する。一枚のみの剥離作業面を残すものや、打面
と作業面がバラバラに複数設定されるものとがある。また、
これらに両極剥離がみられる場合がある。この初期段階の
状況を示す剥離は、原石を選択し、その中身の状況を観察
するために剥離したものであろう。この段階で目的とする
剥片の作出が検討されたのであろう。
今ひとつは、打面を固定せずに剥離作業をすすめるもの
である。打面と作業面が交互に入れ替わりながら一定方向
に後退するものと、入れ替わりながら石核の周縁をまわる
ものとがある。石核の形状が多面体を呈する。また、第８
次調査では、剥離面が一面に限定され、打点が石核の周縁
をまわるもの。いわゆる円盤形石核。芹沢が指摘したよう
なプロト・ルヴァロア技法と呼ばれる石核は確認できなかっ
た。

６．総括 ― 早水台遺跡下層出土の石器群

第 67 図は早水台遺跡の第３次調査報告（『続早水台』）で
示された各次調査のグリッドの配置図である（賀川・八幡
編　1965）。また、各グリッドにはその調査担当者の頭文字
が付されている。1955 年はＡ～Ｃグリッドで第１・２次調
査がおこなわれた。1964 年に第３次調査が実施され、ＫＳ
Ｆグリッドの４ケ所が発掘され、その内のＫＳＦ―Ⅰ（賀
川・鎌木・芹沢）、ＫＳＦ―Ⅱ（国分・佐藤）の各グリッド
が報告されている。また、ＹＫＳＩＯ、ＫＳ、Ｓ１の各グリッ
ドでも発掘がおこなわれている。その後、第４次調査とし
て、Ｔ1とＴ2グリッドを古代学協会の角田が発掘している。
また、この図に新たに第５次調査Ｐ地点（芹沢　1965）、第

6・7 次調査地点（柳田　小野　2007）、Ｗ地点（早田ほか
　2000）のグリッドの位置を追加した。この地形図が 1964
頃の土地改良以前に作成されたものであるため、第５次調
査のＰ地点、第６・７次調査の地点、Ｗ地点はその位置を
おおよその位置で記入しておくことにした。

１） 出土層位について
ここでは、早水台遺跡の第３・５～８次調査で確認され
た層序について紹介し、石器の出土層位をまとめてみたい。
先に、調査の契機となった大分県教育委員会が中心となっ
ておこなった 1964 年２月の第３次調査の二つの地区の層序
区分（ＫＳＦ―Ⅰ区と同Ⅱ区）について検討する。
次に 1964 年４月に調査された東北大学芹沢の層序区分

（Ｐ地点）と、本遺跡の地質・地形学から検討した中川の見
解を紹介する。さらに 37 年後に東北大学総合学術博物館と
同考古学研究室が調査した第６・７次、第８次の発掘区の
層序、これと前後しておこなわれた古環境研究所早田が作
成した層序とそのテフラ分析結果、長友恒人・下岡順直に
よるＯＳＬの分析結果について紹介する。

ａ．第３次調査で確認した層序
〈KSF －Ⅰ区の層序〉
ＫＳＦ―Ⅰ区の基本層序は賀川によつて第３次調査報告
書に記載されている（第 68 図―１）。その層序を紹介する。
第１層：灰黒褐色耕作土層。
第２層：暗黒褐色土層（押型文土器や石鏃が出土）。
第３層：暗褐色土層で、一部黄褐色土層を呈する。
第４層：黄褐色含クサリ礫層。黄褐色または褐色の粘土

質の土層。石英製石器包含層。
第５層：帯青褐色角閃安山岩苺蘭層。本遺跡の基盤岩で

ある角閃安山岩の風化殻の層。
以上、第６～８次調査結果の層区分から勘案すると、第
３層が色調から推定して早水台遺跡に存在する「黒色帯」
に相当しよう。第４層が黄褐色でクサリ礫層とされた早水
台下層の石英製石器を多量に含む層に相当しよう。おそら
く、安山岩の角礫を多量に集中する層と、あまり集中しな
い層が上・下に存在し、それらが区別されないまま、一括
して第４層として把握されたのであろう。したがって、安
山岩角礫層の上・下にある黄褐色ロームは分層されずにこ
の調査区では層序が記載されたのであろう。

〈K ＳＦ－Ⅱ区の層序〉
ＫＳＦ―Ⅱ区の基本層序は国分直一・佐藤尭によつて第
３次調査報告書に記載されている（68 図―２）。ここでは
その層序を紹介する。
第１層：灰黒褐色耕作土層。
第２層：暗黒褐色の土器包含層。この層最下部から細石

刃が出土。
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第 67 図　早水台遺跡の各調査次のグリッドの位置（賀川・八幡 1965 に加筆）
Fig. 67　Topography around the Sozudai site and excavated squares in each times.
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第 68 図　早水台遺跡の各調査次層序断面図
Fig. 68　Section of the Sozudai site the trenches in the each times.
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第３層：黄褐色ローム層。
第４層：薄茶褐色土層。この層下部から縦長のナイフや

剥片が出土。
第５層：褐色ローム層。石器包含層。
第６層：濃黄褐色の細礫層。砂粒が赤化作用により赤褐

色乃至黄褐色に変化して所謂「クサリ礫」となっ
た層。石器包含層。

第７層：角閃安山岩バイラン層。砂粒が赤化作用する粘
土質層。基盤の層。

以上、ＫＳＦ―Ⅱ区の基本層序を第６～８次調査結果の
層区分から勘案すると、第４層が色調から推定して「黒色帯」
に相当しよう。また、第４層の縦長のナイフや剥片の出土
状況からも首肯できよう。第５層は色調から推定して第８
次調査－ AR－ 07 で確認された「黒色帯」と「安山岩角礫層」
に挟まれた褐色ローム層の第４層に相当しよう。第６層の
濃黄褐色の細礫層が所謂「クサリ礫」とされており、この
層が石英製石器の包含層である。第６層は同―AR － 07 で
確認された第５層に相当しよう。第７層は基盤層とされた
角閃安山岩バイラン層と記載されているが、この層と赤色
化した第６層の濃黄褐色の細礫層の間の黄褐色ロームが分
層されていないようである。ＫＳＦ―Ⅱ区の堆積状況は AR
－ 07 グリッド層序に類似する。
以上、二地区（Ⅰ・Ⅱ区）の層序であるが、層番号が異
なるものの、層順は上位から縄文時代押型文の包含層、「黒
色帯」、「安山岩角礫層」、「基盤となる安山岩バイラン層」
の堆積順序が基本的にかわらない。また、「安山岩角礫層」
の上・下に存在する黄褐色土層については、それが区別さ
れないまま、一括して「石器を包含する安山岩角礫層」と
して把握されている。

ｂ．第５次調査で確認した層序
〈Ｐ地点北西側断面図〉　　　　　　　　　　
芹沢調査によるＰ地点北西側断面図の層序区分（第 68 図
―３）と、中川がフィールド調査で示した地質・地学の見
解（同図―４）を紹介する（芹沢　中川　1965）。
第１層：表土層。黒色耕土層。
第２層：漆黒色の腐植土層。押型文土器包含層。
第３層：暗褐色ローム層。石英製石器が若干包含される。
第４層：黄色粘土層。
第５層：安山岩角礫層。石英製石器が多く包含する。
第６層：黄緑色の砂質粘土層。下方になるほど黄色が強

くなる。緑色基盤の安山岩が風化しつつある状
態であり、黄色は完全に風化した状態であろう
と思われる。この第６層中にもまれに石器が包
含されていた。

第７層：基盤の安山岩質角礫凝灰岩。
以上、第６～８次調査ではこの層序区分を踏襲し、層を
細分、付加した。

〈中川調査による層序の見解〉（第 68 図―４）
Ａ層（芹沢＝７層）：最下底は安山岩質凝灰角礫岩でかな
り風化が進み粘土質となっている。
Ｂ層（芹沢＝６層）：安山岩片を含む砂まじり粘土よりな
る風化物再堆積積層。（Ａ）-（Ｂ）間に明瞭な不整合関係。
部分的にかなり明瞭な起伏のある境界をもってＡ層の上に
のる。旧石器と見られる岩片はこの層中からもいくらか得
られたという。厚さは０ないし 0.5 ｍ。
Ｃ層（芹沢＝４、５層）：黄色浮石粒を含み砂質の火山灰
質粘土層がＢ層の上にのる。この中にも安山岩礫が含まれ、
とくに最下部に拳大程度の礫が集中している。旧石器とさ
れた岩片の大部分はこの礫の集中部から得られた。この層
と下位層との境界はやや明瞭であるが、最下部に礫の集中
していないところでは連続的に見える。粘土層は灰褐色な
いし黄褐色を呈し、層理面と直角に近く生じた割目にそっ
て灰紫色に汚染されている。厚さは 0.5 ないし 0.6 ｍ。
Ｄ層（芹沢＝３層）：暗褐色ないしチョコレート色の粘土
質火山灰がＣ層の上にのる。１本のトレンチでは下部数㎝
がとくに濃色を呈し、他のトレンチでは最下部に厚さ５㎝
の砂質部がある。この火山灰層は最上部がとくに粘土化し
ているほかはほぼ均質で軟く、不規則な割目を生じている。
本層の最上部からは石器が得られていて、これは関東他方
の立川火山灰下底付近から産するものにほぼ対比できると
いう。厚さは 0.4 ないし 0.45 ｍ。（Ｄ）－（Ｅ）間に明瞭な
不整合な関係。
Ｅ層（芹沢＝２層）：明瞭な不整合関係で軟質火山灰質黒
色土がＤ層の上にのる。上部ほど黒色土化がいちじるしく、
一方のトレンチでは上下二層に細分される可能性がある。
本層からは縄文早期の土器その他を多産する。従来知られ
ていた早水台遺跡の主要部である。厚さは0.3ないし0.4ｍ。
Ｆ層（芹沢＝１層）：本地域の最上位層の黒色上層がＥ層
の上にのる。軟く、火山灰質で腐植質を多く含む。下位層
との境界は人工的なものも含めて小起伏に富む。本層は部
分的に幾層にも区分され、またところどころに灰色ないし
黄色の浮石粒を含む。上部は現在の耕作土である。厚さは0.3
ないし 0.6 ｍ。（Ｅ）－（Ｆ）間に明瞭な不整合な関係。また、
（Ｂ）・（Ｃ）・（Ｄ）の三層はこの付近の緩起伏地表面とほぼ
平行的に分布し、斜面の下方ほど厚くなる傾向をもつ。（Ｅ）・
（Ｆ）の両層は互いに不整合関係をもちながら（Ｄ）以下の
地層を斜めに切って現地表面とほとんど平行的に分布して
いる。

〈第３・５次調査の層序のまとめ〉
ここでは第５次調査でおこなわれたＰ地点の層序を中心
に他区で確認された層との対比を検討してみることにする。
第１層は色調が黒褐色土層の耕作土層。
第２層は暗黒褐色土層があり、この層が押型文土器や石
鏃を出土する縄文時代早期の遺物包含層であろう。
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第３層は暗褐色ローム層で、東九州地域の大分県大野川
流域や九州全域に発達する「黒色帯」に相当する層であろう。
石器の包含が確認されており、この石器群がすでに関東地
方の立川期の下底に位置付けられている。KSF －Ⅱ区では
第４層の薄茶褐色土層がこの層に対応するものと思われる。
第４層は色調が黄色粘土層。いわゆる「黒色帯」に相当
する層が抜けた層。色調が黄褐色、褐色土層とも呼称され
ている。第５次調査では量的には少ないが、石英製石器が
ここからも発見されている。中川は、石英製石器群が多量
に出土する第５層の「安山岩角礫層」の上に第４層の「黄
色浮石粒」を含む砂質の黄色粘土層がのることを指摘して
いる。第３層と第４層間に明瞭に不整合な関係がみられる。
第５層は石英製石器が多く包含される安山岩角礫層であ
る。粘土質の部分は色調が灰褐色、黄褐色、または褐色を
呈する。KSF －Ⅰ区では、第４層が黄褐色含クサリ礫層で
あるとされ、粘土質のところが黄褐色、または褐色を呈する。
第４層からは石英製石器が多量に発見されており、この層
がＰ地点の第５層に対応する。KSF －Ⅱ区では、第５層が
褐色ローム層で石器包含層。第６層が濃黄褐色の細礫層で
「砂粒が赤化作用により赤褐色乃至黄褐色に変化して、所謂
「クサリ礫」となった層」と記載されている。第６層からも
石英製石器が多量に検出されている。中川は、Ｐ地点の第
４層と第５層を一括してＣ層とし、「黄色浮石粒を含み砂質
の火山灰質粘土層がＢ層（第６層）の上にＣ層がのる。こ
の中にも安山岩礫が含まれ、とくに最下部に拳大程度の礫
が集中している。旧石器とされた岩片の大部分はこの礫の
集中部から得られた。」と指摘した。KSF －Ⅱ区では色調が
褐色を呈する第５層のローム層がＰ地点での第４層に、濃
黄褐色の細礫層の第６層がＰ地点での「安山岩角礫層」の
第５層にそれぞれ対応するものと思われる。
第６層は黄緑色の砂質粘土層。下方になるほど黄色が強
くなるという。この第６層の中にも、まれに石器が包含さ
れていたという。安山岩角礫の記述は無い。第８次調査でも、
AR－ 07 グリッドで石器類が約 118 点検出された。
第７層は基盤の安山岩質角礫凝灰岩。帯青褐色角閃安山
岩バイラン層、角閃安山岩バイラン層と呼称され、砂粒が
赤化作用する粘土質層である。遺跡の基盤層である。第６
層と第７層間に明瞭な不整合関係がみられるという。
以上、1964 年におこなわれた層序区分は各調査区におい
て基本的に大きな違いがみられないといえよう。

ｃ．第６・７次調査で確認した層序
第６・７次調査は 37 年後におこなわれた調査である。第
６次調査には芹沢も立ちあった。ここでは柳田、小野によっ
て記載された第６・７次調査区の基本層序を示す（第 68 図
―５）。この調査では、第５次調査の結果を踏襲して、層序
区分がおこなわれ、各層についてはいくつかに細分された。
また、古環境研究所の早田氏に火山灰の分析をおこなって

いただいた（第 68 図―６）。先に、隣接するＷ地点でも早
田が火山灰分析を行っており（第 68 図―７）、第６・７次
調査結果とあわせてその見解を検討する。
また、新たに光ルミネッセンス法（ＯＳＬ）による年代
測定が奈良教育大学長友恒人、下岡順直によっておこなわ
れた。
以下、今回の報告と記載が重複するが、第６・７次調査
で確認された層序を示す。
第１層：黒色（7.5YR2/1）を呈するシルト層で、表土お

よび農地の天地返しによる盛土層。
第２層：暗褐色（7.5YR3/3）を呈するシルト層。赤味が増す。

縄文時代早期の遺物が多量に出土する。層厚は
約 5～ 15cm。

第３層：黒褐色（7.5YR3/1）を呈する粘土質シルトを主
体としており、明黄褐色（7.5YR5/6）シルトを
斑状にわずかに含むローム層である。いわゆる
「黒色帯」に相当する。クラックが多く入るのが
特徴である。Pトレンチにおける第３層に相当す
る層。層厚は約 5～ 20cm。

第４層：にぶい褐色（7.5YR5/4）を呈する粘土質シルト
を主体とする層である。安山岩や石英粗面岩、
石英脈岩の礫をまばらに含む。層厚は約 2 ～
10cm。

第５層：にぶい褐色（7.5YR5/4）を呈するシルトを主体
とする層である。安山岩の角礫を多量に含む。
角礫はまんべんなく分布しているが、部分的に
はさらにぎっしり詰まっているところもある。
また、調査区の北東に向かって安山岩の角礫が
減少する傾向が見受けられる。この安山岩角礫
礫層は上位が標高約 32.0m 前後に現れ、南西か
ら北東の方向に傾斜している。安山岩の礫は比
較的硬いものが多い。石英製の石器および礫は
この層でもっとも多く出土した。層厚は約 5～
25cm。

第６層：にぶい黄褐色（10YR5/3）を呈するシルトを主体
とする層である。調査区の南東隅付近でやや厚
く堆積している。安山岩の礫は少量で風化して
脆くなっているものが主体である。今回は石器
の出土はなし。層厚は約 3～ 20cm。

第７層：橙色（7.5YR6/6）を呈する粘土質シルトを主体
とする層である。風化した安山岩を多く含む
が、量は第５層に比べると少ない。第７層下
位を 7a ～ 7d に細分した。第 7a 層は、黄橙色
（7.5YR7/8）を呈する粘土質シルトを主体とし、
黄色（2.5YR8/8）のブロックを含む層である。層
厚は約 5～ 10cm。風化した軟質の安山岩の礫を
含む。第 7b 層は、黄橙色（7.5YR7/8）を呈する
粘土質シルトを主体としており、橙色（5YR7/8）
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とオリーブ灰色（10GY）の砂質ブロックを多量
に含む層である。層厚は約 10 ～ 15cm。風化し
た軟質の安山岩の礫を含む。第 7c 層は、黄橙色
（7.5YR8/8）を呈する粘土質シルトを主体とする
層である。層厚は約 5～ 10cm。他の層と比べて
含有物は少ない。第 7d層は、黄橙色（7.5YR7/8）
を呈する粘土質シルトおよび、橙色（5YR7/8）
とオリーブ灰色（10GY）の砂質ブロックで構成
される層である。

ｄ．第８次調査で確認した層序
第８次調査では芹沢が発掘調査担当者になられた。層序
に関しては柳田と小野が第６・７次調査結果に基づいて現
場で検討をおこなった。以下、第８次調査と第５次Ｐトレ
ンチの調査層位との対比をおこないたい。

〈ＡＲ－ 07 グリッドの層序〉
東・西壁で僅かに第２a～第７層までのプライマリーの層
序を確認することができる（第 68 図―７）。
第１層：撹乱層。黒色（10YR1.7/1）を呈するシルト層で

ある。農地の天地返しによる盛土層と考えられ
る。

第２層：黒褐色（10YR2/2 ～ 2/3）を呈するシルト層。P
トレンチの第２層に相当する層である。

第３層：褐色（10YR3/3）を呈する粘土質シルト層。いわ
ゆる「黒色帯」に相当する。Ｐトレンチにおけ
る第３層に相当する層である

第４層：にぶい黄褐色（10YR5/4）を呈するシルト層であ
る。部分的に砂質となる。安山岩の角礫が極僅
かに含まれる。石英粗面岩製石器が第４層になっ
てはじめて見られたが、僅かである。Pトレンチ
における第４層に相当する層である。

第５層：にぶい黄橙色（10YR6/4）のシルト質砂を基調と
して、人頭大や拳大の安山岩角礫を多く含む層
である。石英粗面岩・石英脈岩製の石器類を多
量に含む。このグリッドでは、安山岩角礫岩層
は上位が標高約 25.7m 前後に現れ、南西から北
東の方向に傾斜している。Pトレンチにおける第
５層に相当する層である。

第６層：明黄褐色（10YR6/6）を呈するシルト層である。
上部が砂質になり、下部ほど粘性を増す。安山
岩角礫や石英粗面岩・石英脈岩製の石器をまば
らに含む。Pトレンチにおける第６層に相当する
層である。

第７層：黄橙色（10YR7/8）を呈する粘土質シルト層である。
粘性は強、しまりは中程度。風化した安山岩質
凝灰岩礫を含む。この礫は移植ベラで切れる程
度に柔らかい。また、僅かであるが円礫も含ま

れる。この層は色調が全体的に赤色化しており、
部分的に白色化したところもある（写真図版３
―AR-07西壁）。石器類は発見されていない。第６・
７次調査の第７層に相当する。

第８層：黄橙色（10YR8/8）を呈する粘土質シルト層である。
粘性は強、しまりはやや強。大小、多様な大き
さの風化した安山岩礫を全体に含む。下部にな
るにつれて安山岩質凝灰岩礫を多く含み、色調
が白色や青色を呈する部分が多くなる。Pトレ
ンチにおける第７層に相当する層である。また、
第６・７次調査の第 7a 層以下の層に対応するも
ので、ここから基盤となる風化バイラン土層と
考えられる。

〈Ａ G・H － 18 グリッドの層序〉
ＡH－ 18 グリッド南壁で確認された層序について記載す
る（第 68 図―８）。
第１層：現在の表土層と下位の盛土層に分けられる。表

土層は黒褐色（10YR3/2）を呈するシルト層であ
る。盛土層は黒色（Ｎ 1.5/6）を呈するシルト層
と極暗褐色（7.5YR2/3）粘土質シルト層である。

第３層：P トレンチにおける第３層に相当する層であ
る。色調、粘性、しまりなどから判断して、3a・
3b・3c の三つの層に細分した。

　　　　第 3a 層は、極暗褐色（7.5YR2/3）を呈する粘土
質シルト層。縄文早期の土器片が希に含まれ、
それらが混在している可能性も考えられる。上
部は削平。

　　　　第 3b 層は、黒褐色（10YR2/3）を呈する粘土質
シルト層である。いわゆる「黒色帯」に相当する。

　　　　第 3c 層は暗褐色（7.5YR3/4）を呈する粘土質シ
ルト層。

第４層：褐色（10YR4/4）を呈する粘土質シルト層。安山
岩、石英粗面岩、石英脈岩の礫をまばらに含む。
さらにマンガン粒をまばらに含む。また、浅黄
橙色（10YR8/2）シルトが含むクラックが発達し、
それが第５層下部まで伸びている。第４層の上
面は凹凸が激しい。Pトレンチにおける第４層に
相当する層。

第５層：褐色（10YR4/6）の粘土質シルト層。マンガン粒
を含むが、第４層に比べて少ない。風化した安
山岩礫を比較的多く含む層である。このグリッ
ドでは、安山岩角礫岩層は上位が標高約 26.2m
前後に現れ、南西から北東の方向に傾斜してい
る。石英粗面岩、石英脈岩製の石器が多量に出土。
Ｐトレンチにおける第５層に相当する層。

第６層：黄褐色（10YR5/6）を呈する粘土質シルト層。第
６層の上面は凹凸が激しい。風化した安山岩礫
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を含むものの、第５層に比べてその量は少ない。
石英粗面岩・石英脈岩製の石器が出土した。本
グリッドは、AR － 07 グリッドに比べると第５
層と第６層に含まれる安山岩礫の量が少ない。
Ｐトレンチにおける第６層に相当する層である。

第７層：明黄褐色（10YR6/6）を呈する粘土質シルト層で
ある。粘性は強、しまりはやや強。大小、多様
な大きさの風化した安山岩礫を部分的に多く含
む。第６・７次調査の第 7a 層に相当する第８層
は黄橙色（10YR8/8）を呈する粘土質シルト層で
ある。粘性は強、しまりはやや強。第７a層に比べ、
大小、多様な大きさの風化した安山岩礫を全体
に含む。この層は東側にかけて大きく傾斜する。
風化した軟質の安山岩を多量に含む層。この層
は東側にかけて層厚を増す。Pトレンチにおける
第７層に相当する層である。また、第６・７次
調査の第 7b層以下の層に対応し、ここから風化
バイラン土の基盤層と推定される。

以上、第８次調査では第８層を風化バイラン土の基盤層
とし、第７層を赤色化した粘土層と認識した。すなわち、
第７層を海成段丘形成以降に堆積した粘土層と把握し、陸
化した後に、この層が赤色化したものと認識した。第８次
調査では石器類のような遺物は出土しなかった。石器類が
出土するのは第６層の明黄褐色を呈するシルト層からであ
る。

ｅ．Ｗ地点のテフラ分析
第６次調査際の北側約 10 ｍところに小さなピットがみ
られた。このピットは造園用に植えられた樹木の抜き取り
穴で、その断面で堆積層の観察がおこなわれている。Ｗ地
点と呼称する。Ｗ地点の分析結果は、早田　勉、新井房夫、
綿貫俊一の連名で「大分県日出町早水台遺跡・山ノ神遺跡
における火山灰分析―」と題して『九州旧石器―４号―』（早
田、新井、綿貫　2000）に掲載された。以下のような観察
結果が得られている（第 68 図―７）。
第１層：暗褐色土層で、表土。層厚は 32cm。
第２層：黒褐色土層。層厚は６cm。
第３層：黒色土層。層厚は約 10cm。
第４層：黒褐色土層。層厚は±６cm。
第５層：暗い暗褐色土層。層厚は約 11cm。
第６層：暗褐色土層。層厚は約９cm。
第７層：灰褐色土層。層厚は約 11cm。
第８層：亜円礫混じり灰色土層。層厚は約 13cm。
第９層：褐色土層に直径 13㎝前後の礫が混じる。層厚
は約 23cm。
以上、第６～８次調査結果の層序区分から勘案すると、
Ｗ地点とは次ぎのような層の対比が可能かと考えられる。
第１層は表土。

第２層～第４層は色調が黒褐色か黒色を呈する第６～８
次調査の第２層に相当する層。縄文時代早期の包含層。
第５・６層は色調が暗い暗褐色を呈する。第６～８次調
査の第３層に相当する層。「黒色帯」に相当する。
第５層と第６層の間にＡＴのテフラが存在する。
第７層は色調が灰褐色を呈する層。この層が第６～８次
調査の第４層に相当する層。
第８層は亜円礫混じり灰色土層。第６～８次調査の第４
層に相当する層。亜円礫が入りはじめる。
第９層は色調が褐色を呈する層で、直径 13㎝前後の礫が
混じる。この層が第６～８次調査の第５層に相当する層。
安山岩礫を多く含む層で、石英製石器の包含層である。調
査では基盤までの層が確認されていない。
この報告で最も重要視される記述は、第８層と第９層の
間に九重第１軽石（Kj-P1）が発見されていることである（町
田��新井　2003）。テフラ分析結果から、早田らは早水台遺
跡にＡＴ（約 2.6 ～ 2.9 万年前）と Kj-P1（＞約５万年前）
の存在を指摘し、特に、Kj-P1 のテフラが石英製石器の包
含する安山岩角礫層の上部にあることを明らかにした。早
水台下層石器群の年代的位置付けをする上で貴重な報告と
なった。

ｆ．出土層位のまとめと石器群の年代観
ⅰ）出土層位について
第６～８次調査では第５次調査の P地点で層の対比と細
分をおこなったため、基本的におおきな層位的な認識に違
いがない。しかし、基盤層とその後に堆積した層のところ
でその解釈をめぐって違いがでてきた。
第６・７次調査の東壁と、第８次調査の AR－０７グリッ
ド西壁の層序が早水台遺跡の層序を良好に示していると考
えられるので、以下、早水台遺跡の層序についての筆者の
解釈をしめしておきたい。
第１層は黒色を呈するシルト層。農地の天地返しによる
盛土層と表土層。
第２層は黒褐色（10YR2/2 ～ 2/3）を呈するシルト層。部
分的に、縄文時代押型文土器の包含層。
第３層は褐色（10YR3/3）を呈する粘土質シルト層。いわ
ゆる「黒色帯」に相当する。AT 層の直下には九州地方のほ
ぼ全域で「黒色帯」が発達する。本遺跡でも「黒色帯」が
検出され、後期旧石器時代の石刃、ナイフが検出されている。
第４層はにぶい黄褐色（10YR5/4）を呈するシルト層であ
る。部分的に砂質となる。安山岩の角礫が極僅かに含まれる。
石英粗面岩製石器が第４層になってはじめて見られた。い
わゆる「黒色帯」がぬけた黄褐色層である。
第５層はにぶい黄橙色（10YR6/4）のシルト質砂を基調と
して、人頭大や拳大の安山岩角礫を多く含む層である。石
英粗面岩・石英脈岩製の石器類を多量に含む。再堆積層。
安山岩角礫層は第３次調査のＫＳＦ―Ⅱ区の基本層序でも

柳　田　俊　雄
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看取でき、標高約 32m前後より高い位置に現れており、そ
の傾斜が南西から北東の方向にみられる。この傾斜の方向
は東側に見られる谷地形の方向と一致し、現在の地形と整
合している。したがって、安山岩角礫層は早水台遺跡がの
る海岸段丘の形成する方向とは一致しない。
第６層は明黄褐色（10YR6/6）を呈するシルト層である。
上部が砂質になり、下部ほど粘性を増す。安山岩角礫を極
まばらに含む。この層は乾くと色調が桃色あるいは淡く赤
化して見える。第８次調査の AR －０７グリッド、Ａ G・H
－ 18 グリッドで石英製石器が検出された。AR－ 07 グリッ
ドでは石器類が接合した。この層が早水台遺跡下層出土の
石器群の本来の包含層である。
第７層は黄橙色（10YR7/8）を呈する粘土質シルト層であ
る。この層は色調が赤色や白色を呈する部分もある。風化
した安山岩質凝灰岩礫か少なく、赤色化している（写真図
版３－ AR-07 西壁 ･ 北壁）。この層からは石英製石器が発
見されていない。筆者は早水台遺跡がのる段丘（下末吉期）
が形成され後に、堆積した層が赤化したものと解釈したい。
第８層は黄橙色（10YR8/8）を呈する粘土質シルト層であ
る。大小、多様な大きさの風化した安山岩礫を全体に含む。
風化した軟質の安山岩を多量に含む層。下部になるにつれ
て安山岩質凝灰岩礫を多く含み、色調が白色や青色を呈す
る部分が多くなる。風化した安山岩質凝灰岩礫は移植ベラ
で切れる程度に柔らかい。ここから風化バイラン土の基盤
層と推定される。

ⅱ）テフラ分析
第６・７次調査のテフラ分析では、第１層中に喜界カル
デラから噴出した喜界アカホヤ（K-Ah）、第３層の「黒色帯」
中にＡＴが確認された。早田は第３層下部～第５層にかけ
て検出された角閃石について、九重火山からの噴出した飯
田火砕流の噴火による九重第１軽石（Kj-P1）、あるいは九重
下坂田テフラ（Kj-Sm）と推定している。前者は約５万年前
より古く降下したもの、後者は約 11 万年前のものと考えら
れている（新井・町田　2003）。また、第６・７次調査に先だっ
て発見された隣接するW地点では、第５層に相当する安山
岩角礫層の上部で九重第１軽石（Kj-P1）が見つかっている
（早田ほか　2001　早田　2007）。先の調査で、中川も第５
層の「安山岩角礫層」上位の第４層に「黄色浮石粒」を含
む砂質の黄色粘土層がのることを指摘しており、この層中
の軽石が大野川流域にみられる「黒色帯」下位に存在する
黄褐色や褐色のローム層中の九重第１軽石（Kj-P1）とすれば、
第５層は時期的に約５万年前よりもさらに古くなろう。ま
た、芹沢、早田、柳田　小野等が「第５層は二次堆積である」
と指摘したように、本来の石英製石器の包含する第６層は
層位的に下位にあることから、時期がそれよりもさらに遡
るものと考えられる。第５次調査の際に第６層相当から出
土したチョピング・トゥール（写真図版８－３、第 71 図－

５）や、第８次調査 AR － 07 、AG・H－ 18 グリッド等で
第６層から石器類が出土している。

ⅲ）ＯＳＬ年代の年代測定
長友・下岡から以下のような報告があった。「第６・７次
調査における第５層年代値は、27 ±８ka であった。第８次
調査の６層について、AH－ 18、AP － 16 及び AR － 07 グ
リッドの年代値は、30 ± 5ka、32 ± 3ka、35 ± 4ka であっ
た。第８次調査の６層について、これらの年代値を単純に
平均すれば、32.3 ± 2.4ka となる。AH － 18 グリッド４層
のルミネッセンス年代が 30 ±３ka であるから、４層から６
層までの年代はおおよそ３万年より古いと考えられる。」（長
友　下岡　2007）。早水台遺跡の「黒色帯」下位に堆積する
４層から６層をおおよそ３万年より古いという結果につい
ては首肯できるが、これらの層中の数値については想定さ
れる年代観よりも新しい年代観を示しているものと考えら
れる。近年考古学的な調査事例による大野川流域、九州地
域でのＡＴ（約 2.4 ～ 2.5 万年前、暦年較正年代で、約 2.6
～ 2.9 万年前）や、さらに下位に発達する「黒色帯」の様相
から勘案した場合に、早水台遺跡の「黒色帯」も約３万に
近い年代観を示すことが想定されることから、これより下
層に位置する第５層安山岩角礫層や第６層黄褐色ロームは、
その数値よりもさらに古くなることが予想される。

２） 石器組成について
第５次調査の石器組成についての芹沢の初報は『日本文
化研究所報告第１集』に掲載された「大分県早水台遺跡の
調査の研究」に示されたものである（第 69 図－１）。
その後、早水台遺跡下層出土の石器群の検討をさらに継
続され、1982 年には岩波新書の『日本旧石器文化』にその

第 69 図－ 1　第 5次調査の石器組成（芹沢 1965）
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石器組成を改訂された（第 69 図－２）。
これらの報告では楕円形石器、円盤形石器、菱形石器が
削除された。チョパー、チョピングトゥール、ハンドアッ
クス（祖型握槌）等の名称や量的関係には大きな変更がない。
しかし、スクレイパー類と彫刻刀が新たに追加されている。
さらに、「特集前期旧石器研究 40 年」と題した『月刊考古
学ジャーナル』第 503 号では、「鶴嘴状石器」した形態のも
のを新たにプロト・ビュアリンとして器種名を変更し、早
水台遺跡の重要な石器に取り上げている（芹沢　2003）。
第 69 図－３には第６・７次調査の石器組成を示した（柳
田　小野　2007）。ここでは、新たに、スクレイパー、ノッ
チ、楔形石器、錐を取り上げ、芹沢が指摘したプロト・ビュ
アリンを石器組成に加えた。また、ハンドアックスや楕円
形石器、円盤形石器を一括して両面加工石器とした。スク
レイパーは、剥片の縁辺に二次加工を施した石器類とした
もので、第６～８次調査において多く発見された小形石器
である。
第 70 図には第８次調査の石器組成を示した。芹沢、柳田、
李超 （2010）の石器類の分類が微妙に異なるものの、早
水台遺跡下層出土の石器群の全体の様相は変わらない。ス
クレイパー類が最も多く、小形石器類の多さが注目される。
一方、大形石器類のチョパー、チョピングトゥール、両
面加工石器（ハンドアックス、楕円形石器、円盤形石器を
含む）が量的に少ない。また、芹沢が指摘する早水台遺跡
下層石器群の特徴とされるプロト・ビュアリンは一定量が
発見されている。
ここでは第５・６・７・８次調査で出土した石器類につ
いてまとめて説明することにする。芹沢の第５次調査で報
告されたものは以下、Ｓ５－ 1965 とする。

チョパー（Chopper）    
礫あるいは大形の剥片を素材としてその一側辺を片側か
ら剥離した石器である。チョパーは、大形と小形との二種
類ある。
第 71 図－ 1は両面に自然面が見られることから、礫を素
材とした小形のチョパーである。上縁の片側にやや外彎す
る刃部が設けられている。裏面の自然面から粗い５枚以上
の剥離痕が観察され、その面が深いものと、浅いものとが
ある。中央部に自然面が残存する。刃部の反対縁の平面形
が「く」の字状となり、断面の角度がやや急となり、「背」
を持つような形状となる。褐色を呈する粗質の石英脈岩製
の石器である。第６・７次調査第５層出土。長さ 3.9 ×幅 4.7
×厚さ 2.3㎝。重量 38.4g。

第 69 図－２　第 5次調査の石器組成（芹沢 1982）

第 69 図－３　第 6・7次調査の石器組成（柳田　小野 2007）

第 70 図　第 8次調査の石器組成（柳田 2011）

柳　田　俊　雄
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第 71 図－２は礫の片面に調整加工を施したチョパーであ
る。下部に円みを持つ礫面が残されている。上部から打撃
された二枚の大きな剥離痕と、縁辺部に数枚の小さな剥離
痕が観察される。裏面は自然面。重量感のある石器。褐色
を呈する粗質の石英脈岩製の石器である。第６・７次調査
第５層出土。長さ 9.1 ×幅 11.3 ×厚さ 6.8㎝。重量 708.0g。
大形のチョパーである。
第 71 図－３は長方形の小形角礫を用いた小形のチョパー
である。短縁辺部に細かな調整剥離を施し、刃部が直線的
に作り出されている。基部側の表と側面にも粗い剥離痕が
みられる。褐色を呈する良質の石英脈岩製の石器である。
第６・７次調査第５層出土。長さ 3.8 ×幅 2.5 ×厚さ 20.㎝。
重量 20.1g｡

　チョピング・トゥール（Chopping-Tool）
礫あるいは大形剥片を素材とし、その一縁に両側から調
整剥離し、刃部を作り出した石器である。　
第 71 図－４は両面に自然面が見られることから礫を素材
とした重量感のあるチョピング・トゥールである。裏面に
大きな剥離痕がある。この面を打面として数回の調整加工
が施されている。刃部はジクザクを呈し、末端部では階段
状剥離痕が密集する。刃部が外彎する。裏面に下部からの
剥離痕も見られ、両極剥離を用いた可能性がある。厚みを
もつ石器である。褐色を呈する良質の石英脈岩が使用され
ている。第６・７次調査第５層出土。長さ 9.3 ×幅× 9.4 厚
さ 5.6㎝。重量 461.3g
第 71 図－５は第５次調査で安山岩角礫層の約 20㎝下位
から発見された石器である。層位としては第６層中から出
土した石器（Ｓ５－ 1965 －石器番号 26）である。両面に
自然面を残す扁平な幅広の板状の礫を用いたチョピング・
トゥールである。直線的な刃部は交互剥離によってジグザ
クに形成されている。縁辺部にも丁寧な細かな剥離痕が観
察される。風化は進んでいるが、器面の稜線が明瞭である。
また、自然面残す背部の平面形が「く」の字状を呈する。
石材は角閃石ヒン岩と報告されたものである。地元の研究
者である清水宗昭氏からの御教示によれば、この石材は姫
島産の黒曜石に類似するという。高さ 2.85 ×幅 5.15 ×厚さ
1.5㎝。重量 20.0g。
第 71 図－６は自然面を打面とする大形の板状剥片を素材
としたチョピング・トゥールである。大きく外彎する刃部
が粗い交互剥離によってジグザグに作られている。ｂ面の
基部側に自然面打面とポジティヴな剥離面が大きく残存し
ている。粗質の石英脈岩製の石器である。第８次調査第６
層出土。長さ 7.7 ×幅 6.1 ×厚さ 3.0㎝。重量 141.5g。
��第 71 図－７は大形の分厚い剥片を素材とした重量感の
ある石器である。背面側（ａ面）に自然面を大きく残した
四角形を呈する剥片の縁辺に粗い剥離を施したチョピング・
トウールである。大形剥片のｂ面側（腹面）の左側辺部と

末端部、ａ面側の左位側辺部と末端部に外彎する刃部が形
成されている。刃部は交互剥離によって形成され、刃縁の
形状がジクザクを呈する。ｂ面の左側に平坦な打面が残存
する。褐色を呈する粗質の石英脈岩製の石器である。長さ
15.8 ×幅 16.6 ×厚さ 7.1㎝。重量 1538.8g。��

　両面加工石器（Bifaces）
第６・７・８次調査では『握槌』、『楕円形石器』に類
似した石器を一括して、両面加工石器と呼称した。第５
次調査の研究報告では、芹沢はこれらの石器類を『握槌』
（Handaxe）、『楕円形石器』（Ovate or Proto-ovate）に分
け、前者を祖型握槌（Prot-Handaxe）や粗製握槌（Crude-
Handaxe）と呼称している。
握槌：芹沢は『握槌』を以下のように記述している。形

態上の特徴、あるいは製作手法からこれらの握槌
を観察すれば、ａ類からｅ類までの五形態に細分
することができる。

ａ類：先端はやや円みをもち、横巾に比して縦が長いもの。
最大巾は最下端の基部底辺にある。両側辺は非対
称であり、先端から基部にさがるにしたがって厚
みを増す。半両面加工か、あるいは片面の一部に
わずか自然面をのこす。側辺の一部には交互剥離
がみられるものと、側面の稜が弧状をなすものと
ある。横断面の片側は厚いために、稜が表裏に二
本あり、他側は薄くするどいのが一般である。こ
のａ型の握槌はこれまで四例発見されている。芹
沢はａ型の握槌について第 72 図－８の石器を提示
している（Ｓ５－ 1965 －石器番号 26）。

ｂ類：先端はやや尖り、全体が木の葉状にととのえられ
ているので、最大巾は中央より上の部分にある。
完全な両面加工ではなく、中央部などに自然面を
のこす、半両面加工である。先端はうすく、中央
部が最も厚く、基部はまた薄身になる。交互剥離
は加えられているが、あまり目だたない。資料は
これまでに二例発見されている。芹沢はｂ型の握
槌について第 72 図－９の石器を提示している（Ｓ
５－ 1965 －石器番号２）。

ｃ類：先端は鈍く、基部は平円形にちかく、胴から基部
に角度をつけて移行するのが特徴である。左右を
対称にするため念入りな整形がおこなわれている。
最大巾が基部にちかく、もっとも形のととのった
握槌である。半両面加工であるが、加工のすくな
い方の片面は平坦で全体に剥離痕のある他面はゆ
るく盛りあがっている。側辺の一方は厚く稜が表
裏に二本、他側はこまかい交互剥離による一本の
稜がある。資料は四例ある。芹沢はｃ型の握槌に
ついて第 72 図－ 10 の石器を提示している（Ｓ５
－ 1965 －石器番号１）。

大分県早水台遺跡第 8次調査研究報告
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d 類：先端はやや鈍端をなし、横巾に比して高さが低い。
最大巾はやはり下半部にあり、自然面を一部にのこ
す半両面加工である。刃先を上面からみると、大き
くＺ状にねじれているのが特徴であるが、これは左
右の側辺が交互剥離によっているからである。側面
からみた場合にも、交互剥離によって稜は大きな波
状をなしている。片面は比較的平坦で、他面は彎曲
面をもつ。資料は三例ある。芹沢はｄ型の握槌につ
いて第 73 図－ 11 の石器を提示している（Ｓ５－
1965 －石器番号８）。

ｅ類：基部には握りのような自然礫の一部をそのまま残
し、両面からかなり丹念な剥離がおこなれている。
最大巾は中央あるいはそれより下部にある。自然
礫を半割して作られたらしく、片面は比較的平坦
で、他面は彎曲する。左右の側面は、こまかい交
互剥離によっている。いまのところ二例だけの発
見である。芹沢はｄ型の握槌について第 72 図－
12 の石器を提示している（Ｓ５－ 1965 －石器番
号４）。

以上、芹沢は『握槌』をａ～ｅの５類型に分類し、その
各類型についての石器を提示した。ここで筆者は各類型と
して示された石器について検討し、新たに観察した見解を
示す。
第 72 図－８（Ｓ５－ 1965 －石器番号７）は握槌ａ類と
された石器である。大形縦長剥片を素材とし、その周縁に
調整加工を施した石器である。ａ面にネガティヴ、ｂ面に
ポジティヴな剥離面がみられる。下位には自然面打面が残
存する。ａ面は剥片の背面側を大きく残し、左側辺に浅く、
細かな調整によって外彎した縁辺が作られている。右側辺
部は角度の急峻な調整加工が施されている。この調整剥離
は角度が急なため、末端部まで届かずに止まっていること
から、ｂ面側辺の多くに自然面が残されている。ｂ面は剥
片の腹面に相当する。上位末端側には面的な調整剥離がみ
られる。したがって、この石器は大形剥片を素材とし、粗
く周縁を加工した石器と考えられる。高さ11.25×最大巾7.8
×最大厚さ 5.0㎝。重量 386.0 ｇ。
��第 72 図－９（Ｓ５－ 1965 －石器番号２）は握槌ｂ類
とされた石器である。先端部が尖っていることや、最大幅
が中央より上の部分にあること、さらに中央から下部にか
けて自然面を残すことが、この石器の特徴といえる。特に、
先端部は片面を粗く加工し、反対側を丁寧に調整加工して
いる。また、両面加工石器でありながらも、基部側に自然
面を残すのもこの石器の一つの特徴といえる。高さ 9.6 ×最
大巾 6.2 ×最大厚さ 4.1㎝。重量 202.0 ｇ。
第 72 図－ 10（Ｓ５－ 1965 －石器番号１）は握槌 c類と
された石器である。自然面が両面に残されるので、礫を素
材とした石器である。上述されたように「先端は鈍く、基
部は平円形にちかく、胴から基部に角度をつけて移行する

のが特徴である。」とするｃ類の形態が早水台遺跡の典型的
な握槌である。調整は奥まで入らず、周辺加工となり、自
然面を多く残す。特に、基部側の一面は横位からの剥離面、
もう一面は自然面が残されている。高さ 11.5 ×最大巾 9.2
×最大厚さ 6.1㎝。重量 500.0 ｇ。
第 72 図－ 11（Ｓ５－ 1965 －石器番号９）は握槌ｄ類と
された石器である。大形で厚手の剥片を素材とする。打面
を下位に置き、一側辺と末端辺を交差するようにして尖頭
部を作り出した形態である。素材となる背面側（ａ）は面
的な調整加工がみられ、ｂ面のポジティヴな剥離面側にも
粗く二次加工がほどこされている。ａ面の左側辺がやや内
彎している。高さ 9.9 ×最大巾 10.5 ×最大厚さ 5.2㎝。重量
332.0 ｇ。
第 72 図－ 12（Ｓ５－ 1965 －石器番号４）は握槌ｅ類と
した石器である。中形で扁平な剥片を素材とする石器であ
る。この石器も打面を下位に置き、一側辺と末端辺を交差
するようにして尖頭部を作り出した形態である。片面（ａ）
が丁寧に面的な加工が施されている。基部側に大きく自然
面を残す。素材となった腹面側は尖頭部のみ調整されてい
る。高さ 7.25 ×最大巾 5.9 ×最大厚さ 3.2㎝。重量 92.0 ｇ。
第６・７次調査では『握槌』に類似した石器が１点出土
している。この石器について両面加工石器として報告した。
第 73 図－ 13 は、先端部に周辺から面的な調整剥離によっ
て形状が整えられている。先端部は薄く、その形状が円み
を保持している。胴部は厚みを持ち、ａ面側が自然面を大
きく残す。ｂ面側は横位からの平坦な剥離痕が観察される。
両面に自然面が残存することから、礫を素材としたものと
考えられる。基部は折損している。器体の調整が全体に及
んでいない。この石器は芹沢が報告したｃ類の握槌に相当
するものと思われる。黄褐色を呈する粗質の石英粗面岩製
の石器である。第６・７次調査第５層出土。長さ 8.2 ×幅 7.9
×厚さ 4.1㎝。重量 269.9g。
第８次調査でも『握槌』に類似した石器が１点出土して
いる。この石器を両面加工石器として報告した。
第 73 図－ 14 は両面に自然面が残されることから礫を素
材とした石器である。先端部は円く、基部側は外彎を呈する。
最大幅は基部から下部に位置している。断面は三角形を呈
する。ｂ面は平坦な自然面が大きく残り、ａ面は凸形を呈し、
緩やかな稜をもつ。石器全体に調整加工が周縁からおこな
われており、ａ面の剥離は奥まで入る。また、片面側の基
部側（ａ面）に自然面が大きく残されているのもこの両面
加工石器の特徴である。両側の縁辺は交互剥離によって刃
部がジグザグとなっている。第８次調査 AG・H－ 18 グリッ
ド第５層出土。長さ 10.8 ×幅 8.2 ×厚 6.5㎝、重量 320.9 ｇ

柳　田　俊　雄



79

　楕円形石器（Ovate）
芹沢は『楕円形石器』（Ovate or Proto-ovate）をスミス博
士の教示を得て、次のように記述している。「楕円形、卵形、
もしくはそれに近い形にほぼ全周から両面を加工した石器
をいう。」
第 73 図－ 15（Ｓ５－ 1965 －石器番号 10）は第５次調
査で発見された楕円形石器である。残存する自然面の状況
から礫を素材とする石器である。基部と二つの側辺部に自
然面が残存するものの、周辺からの剥離痕によって器体が
整えられた楕円形石器である。上縁に刃部が形成されてい
る。基部側が厚く、上縁の刃部側が薄くなっている。15a
面には丁寧な数回の調整剥離が施されている。15b 面には
大きな一枚の剥離痕と細かな調整痕が観察される。刃部は
交互剥離によて形成されている。高さ7.6×幅5.7×厚4.1㎝。
重量 184.0 ｇ。
第 73 図－ 16 は第８次調査第６層で出土した楕円形石器
である。大形剥片を素材とした石器である。「背」をもつよ
うに打面側を基部として残し、その周縁から両面に調整加
工した石器である。その形状から楕円形石器とした。周縁
から面的な加工がおこなわれている。左側辺から上部にか
けて比較的急斜度の剥離によって外彎状の刃部が形成され
ている。16b 面の下位には大形剥片の素材面とバルブが僅
かに残っているが、下部からの大きな剥離によって除去さ
れている。末端部にも細かい直線的な剥離痕が観察される。
長さ 6.6 ×幅 6.1 ×厚 4.2㎝。重量 158.4 ｇ
第 73 図－ 17 は第８次調査 AR － 07 グリッド第６層で出
土した大形剥片を素材とした周縁加工の石器である。二次
加工が全周辺に巡ることから、この石器も楕円形石器と呼
称した。風化が著しい。素材面が大きく残る。打面側を基
部として残し、打面やその周縁に二次加工が及ぶ。背面と
なる 17a 面は自然面を全体に残すが、末端部が急斜度の剥
離によって外彎状の刃部が形成されている。剥片の末端は
打面側、右位側に調整加工が観察される。17b 面は素材と
なった腹面にバルブが明瞭に残り、周縁部に粗い剥離がお
こなわれている。打面部が平坦となり、「背」をもつ楕円形
の石器である。鉄分が多く付着する。長さ 7.1 ×幅 8.2 ×厚
4.3㎝。重量 178.9 ｇ。第８次調査では楕円形石器と呼称し
た両面加工石器が２点出土した。
以上、筆者は『握槌』、『楕円形石器』を一括して両面加
工石器として呼称しておきたい。さらに、『握槌』を両面加
工石器－第１類、『楕円形石器』を－第２類に大別する。第
１類はさらにその特徴の相違から次の三種類に細別したい。
第１a類タイプは形状が五角形を呈し、先端が将棋の駒の
ように尖るタイプである。やや胴長である。芹沢が b類と
したものである。このタイプは早水台以外では岐阜県多治
見市西坂遺跡Ｂ地点で発見されているタイプのもに類似す
る（多治見市教委　1997）。
第１b類タイプは大形で厚手の剥片を素材とし、打面側

を下位に置き、一側辺と末端辺を交差するようにして尖頭
部を作り出した形態の石器。先端部は鋭利ではないタイプ。
芹沢が分類した握槌ｄ・ｅ型に相当する。以前に、「権現山
型尖頭器」としたタイプに類似する（芹沢　1966）。
第１c類タイプは先端部は円く、基部側は外彎を呈し、最
大幅は基部から下部に位置する形態で、石器全体に調整加
工が周縁からおこなわれ、基部側に自然面が大きく残すタ
イプである。この種の石器は芹沢のｃ類の握槌に相当する。
早水台下層石器群の特徴的な両面加工石器として認識でき
よう。このタイプは愛知県新城市加生沢遺跡第２地点で発
見されているタイプのもに類似する（紅村　1968）。近い将
来、これらのタイプの両面加工石器が日本からも多く発見
されるであろう。

　尖頭器（Pointed-Tool）
特に、先端を意識的に鋭く尖らせた石器を尖頭器とした。
第５～８次調査で出土した尖頭器は様々な形態を示すが、
大別して３～４㎝のサイズと７～８㎝のサイズがある。
第 74 図－ 18 は大形で、平坦な自然面を大きく残す縦長
剥片に、周縁からの加工によって尖頭部を作り出した石器
である。打面縁からの垂線は尖頭部の軸線とは重ならない。
分厚い大形の尖頭器である。第５次調査出土。長さ 8.9 ×幅
4.8 ×厚 4.05㎝。重量 124 ｇ。
第 74 図－ 19 は礫を素材とした背の高い、厚みを持つ尖
頭器である。b面側は、石英の貫入によって凹凸がみられ
るものの、面的な剥離痕が多く観察される。a面側はこの面
から急峻に調整加工され、尖頭部から中央部にかけて稜線
が走る。先端部は三稜となる。良質の石英脈岩製の石器で
ある。第６・７次調査第５層出土。長さ 6.8 ×幅 1.7 ×厚 7.1
㎝。重量 122.0g。
第 74 図－ 20 は分厚い幅広剥片を素材とした尖頭器であ
る。尖頭部は急峻な調整加工によって刃部が形成される。
また、尖頭部は広角となっているが、先端部は尖る。下端
は平坦で、「背」を持つ。第５次調査第５層出土。長さ 3.95
×幅 7.7 ×厚 3.0㎝。重量 101.0g。
第 74 図－ 21 は剥片を素材とし、末端部に尖頭部を作り
出した石器である。a面の左側辺から先端部まで、交互剥離
によって調整され、薄い縁辺部が作り出されている。右側
辺は急峻で分厚い。尖頭部に細かい剥離痕がある。良質の
石英脈岩製の石器である。第８次調査第６層出土。長さ 3.4
×幅 2.8 ×厚 1.6㎝。重量 13.4g。
第 74 図－ 22 は小礫を素材とし、尖頭部を作り出した石
器である。小礫の中の石英部が残存するところに、剥離痕
が密集する。礫の先端部に分厚い稜を形成する尖頭部があ
る。尖頭部は b面の自然面から施された細かい剥離痕が観
察される。良質の石英脈岩製の石器である。第６・７次調
査第４層出土。長さ 3.5 ×幅 2.7 ×厚 1.6㎝。重量 13.5g。
��第 74 図－ 23 は剥片の末端部にやや鈍い尖頭部を作り出
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した尖頭器である。背・腹両面の縁辺部に調整加工が観察
される。打面縁からの垂線は尖頭部と重ならない。第５次
調査出土。長 4.9 ×幅 3.7 ×厚 2.3㎝。重量 31.0g。
第 74 図－ 24 は白色の石英を素材とした尖頭器である。a
面の左側辺に尖頭部を作り出した石器である。尖頭部の左
側辺に大きな浅い剥離と、その縁辺に細かな調整剥離が観
察される。また、右側は急峻な剥離痕が密集する。b面も
周辺からの数枚の剥離痕がみられ面的な調整が施されてい
る。打面部（ｃ面）に同心円状の打撃痕が観察される。第
６・７次調査第４層出土。長さ 4.6 ×幅 3.3 ×厚 2.2㎝。重
量 35.8g。

　プロト・ビュアリン（Proto-Burin）
芹沢が第５次調査報告の中で、この石器をピック、または、
鶴嘴形石器と呼称したものである（芹沢　1965）。1976 年
渡仏した際にボルドー大学のＦ．ボルド教授からこの石器
について「プロト・ビュアリン」と呼ぶことを教示された
とのことである（芹沢　2003）。第６～８次調査の資料につ
いても「プロト・ビュアリン」の存在を一貫して主張され、
私達にもこの石器分類に対して教示された（柳田　小野　
2007）。プロト・ビュアリンについては、「ピック」、「鶴嘴
形石器」とした 1965 年に記載した文章を長文であるがここ
で引用してみることにする。
「二月十一日から同二十日まで行われた早水台の第三次調
査のさい、Ｙ地点の最下層から最初に注意された石器が１
個のピックであった。また、その発掘が終わろうとする二
月二十日の午前中になって、Ｉ地点の安山岩礫層中から疑
うことのできない石器として出土し、その後の私たちの研
究に決定的な証拠を与えてくれたのも、やはり一個のピッ
クであった。第三次調査をおえてから約 10 ｹ月のあいだに、
ピックという石器に対する私たちの観察力が正確さを増し
てきたため、発掘資料中から摘出することのできたピック
の数は、いまでは２３個以上にも達している。将来あるい
ば、早水台の石英製石器を代表するものは、じつにこのピッ
クであるということになるかもしれない。ピックという名
称によって分類した石器は、それらの大部分が角礫から作
られている。したがって石器の一部には自然面を大きくの
こし、きわめて肉厚である。横断面は三角形を呈し、基部
はたいらかもしくは鈍端。先端部は片面に大きなステップ・
フレイキングが施され、他面には非常にこまかい剥離痕が
並列するか、またはフルーティングにちがい剥離面が二、
三条斜行する。刃先を上面からみると、あたかも丸ノミの
形を想起させる。大陸の下部旧石器にもピックといわれる
石器は少なくないといわれ、Ｆ・ボードはビファス（両面
石器・握槌）の一形態としてピックを考えているほどである。
横断面が三角形あるいは四辺形であることがそこでも注意
されている。周口店第一地点（猿人地点）から出土した石
器のなかにも、ピックと同じ特徴をもつ石器が尖状器とし

て報告されている。周口店の場合は、材料も早水台とおな
じ石英が多く用いられており、両者がピックを共有すると
いう事実に注意すべきであろう。」さらに、芹沢が第５次調
査報告で「ピックまたは鶴嘴形石器」とした３点について、
図と記載文を紹介する。
第 74 図－ 25（Ｓ５－ 1965 －石器番号 23）は黄褐色の
石英粗面岩製。石英脈岩製に比して全体がやや磨滅してい
る感じであるが、これは石材の関係からであろう。高さ 5.4
センチメートル、最大巾 3.7 センチメートル、最大厚さ 3.4
センチメートル。これも自然の角礫を用いている。ａ面の
左半分は大体自然面がのこっており、上端右側から大きな
ステップ・フレイキングがみえ、同下端にも数回のステップ・
フレイキングによる剥離が重られている。ｂ面は中央から
下半部に稜がはしり、その上から右側に大きな剥離が重ね
られている。先端部は尖り、左肩から右下へ向って二条の
細い剥離面がならんでいる。後期旧石器の彫刻刀にみられ
るフルーティングにちかい剥離である。刃先を上面からみ
ると、ゆるいＺ字状をなす（重量 66 ｇ）。
第 74 図－ 26（Ｓ５－ 1965 －石器番号 22）はＩ地点か
ら４月 14 日に発掘された。黄褐色を呈する石英脈岩製であ
るが、黄褐色の外観はローム伏の硬いコーティングに覆わ
れているからであるらしい。コーティングの膜が剥落した
部分には、飴色の美麗な石英の肌がのぞいている。高さ 5.85
センチメートル、最大巾 4.0 センチメートル、最大厚 4.25
センチメートル。ａ面の先端左上方から、右斜めにむかっ
て巾 1.8 センチメートルのステップ・フレイキングの痕があ
り、その左側 2.5 センチメートルほどの鋭利な刃先は、きわ
めてこまかい剥離痕が並列している。ｂ面の刃部をのぞく
大部分は角礫の自然面でおおわれ、それはａ面の下部にお
よんでいる。ピックの中でも典型的な、しかも精巧な作り
をしめす資料である（重量 76 ｇ）。
第 74 図－ 27（Ｓ５－ 1965 －石器番号 22）は２月 20 日、
Ｉ地点から発掘された記念すべき資料である。淡褐色の光
沢ある石英脈岩製。磨滅の度は軽微。高さ 6.05 センチメー
トル、最大巾 4.9 センチメートル、最大厚 3.3 センチメー
トル。これも自然の角礫を素材としており、ａ面の大部分、
ｂ面の下半部は自然面のままである。ａ面の上半部にはか
なり大きく深い剥離面が交叉しているが、とくに右側辺上
端ちかい点からはステップ・フレイキングがみられ、そこ
がえぐれたようになっている。ａ面先端部の右側からは細
い剥離面が左へ斜行して二条みられる。周辺の整形はこま
かく丹念におこなわれており、ｂ面右側はＺ字状の交互剥
離になっている。また、刃部を上からみると、ここにもＺ
字状のよじれがあり、さらにａ面基部にちかい稜の上にも
こまかい交互剥離がみとめられる。前の二例とは形がちがっ
ているが、刃先の加工や胴部の横断面などから判断すれば、
これもピックと考えることができる。現在まで、23 個以上
確認されている。大きさは 9.4 センチメートル、最小は 3.8
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センチメートル、６センチメートル前後のものが多い。刃
先の加工法は一定しており、片面に大きなステップ・フレ
イキングをまず行って、凹彎した部分をつくり、その反対
面をこまかい剥離によさて整形する。もっとも単純なもの
は、あたかも上部旧石器時代の彫刻刀を想起させる。ピッ
クとビュラン（彫刻刀）との関連は案外深いのかもしれない。
ボードによれば、ビュランの制作はすでに第二間氷期や第
三間氷期においても行われているというから、そのような
考えも許されるのであろうか。」　後の第６・７次調査報告
では、プロト・ビュアリン（Proto-Burin）とした石器は、「彫
刻刀に相当する片面の先端部に大きな剥離面をもち、反対
側の同じ部分には細かい剥離痕が並んだ比較的大形の石器」
と認識し、提示した（柳田　小野　2007）。
一方、第８次調査資料については、先に芹沢が『考古学
ジャーナルNo.503』（芹沢　2003）で示した分類案を後に、
李と柳田が議論をおこない、再分類し、意見が異なるもの
に対しては新たに分類しなおした。プロト・ビュアリンは、
第６・７次調査で第５層から６点、第８次調査で第５層か
ら 10 点、第６層から４点が発見されている。
第 74 図－ 28 は第６・７次調査第５層出土。石英脈岩が
発達した拳大の礫を素材とした石器である。ｂ面の上端に
みられる凹んだ横長の剥離面を打面として、ａ面に１枚の
細長い剥離が施されている。この剥離面は階段状の剥離と
なっており、石英の部分が大きく残されている。二面の剥
離角は 109 度である。基部側はａ面に横位の両側辺から剥
離を施し、厚みが取り除かれている。高さ 8.8 ×幅 5.65 ×
厚さ 5.1㎝。重量 239.5g。
第 74 図－ 29 は第６・７次調査出土。カマボコ形の断面
形状を呈する縦長剥片が素材となっている。ｂ面には大き
な１枚の剥離面が見られ、それを打面として反対側のａ面
に大きな剥離が施されている。ａ面の上端に横位からの剥
離と細かな階段状剥離が密集するが、中央の剥離面は上端
からの１回の打撃によるものと推定される。石材には風化
した石英粗面岩が使用されている。風化のために稜が摩滅
している。二面の剥離角は 45 度である。高さ 5.4 ×幅 3.2
×厚さ 2.5㎝。重量 30.9g。
第 74 図－ 30 は紡錘形の円礫を素材としたプロト・ビュ
アリンである。飴色の石英粗面岩を石材に使用している。
ｂ面に打点のないネガティヴな面を打面として、ａ面側に
三条以上の粗い剥離が施されている。比較的大きな剥離痕
が並ぶ。側辺にも上下からの縦に長い剥離痕が観察される。
第8次調査第５層出土。典型的なプロト・ビュアリンである。
長さ 7.3 ×幅 5.1 ×厚さ 4.2㎝。重量 76.5g。
以上、プロト・ビュアリンは第５～８次調査で多量に発
見されており、早水台遺跡下層出土の石器群の特徴を示す
一つの器種として再認識しておきたい。

　彫刻刀形石器（Burin）
細長い通常の樋状剥離を刻んだ小形の石器を彫刻刀形石
器とした。プロト・ビュアリンとはその調整の方法と大き
さが異なる。彫刻刀形石器は１～２㎝大の極小のものから、
３～４㎝の小形ものもある。彫刻刀形石器は第６・７次調
査で第５層から４点、第４層から１点が発見されている。
第８次調査では第５層から４点が出土。
第 75 図－ 31 は第６・７次調査第５層出土。三角形の剥
片を素材とし、横位から数回の剥離によって打面を形成し、
そこから樋状剥離を刻んだ彫刻刀形石器。良質の石英脈岩
製石器。高さ 2.7 ×幅 2.7 厚さ 0.9㎝。重量 6.7g。　
第 75 図－ 32 は第６・７次調査第５層出土。四角形を呈
する小形の彫刻刀形石器である。厚みのある剥片を素材と
する。一枚の傾斜した打面から樋状剥離を刻んでいる。良
質の石英脈岩製の石器である。第５層出土。高さ2.2×幅1.7
×厚さ 1.3㎝。重量 5.8g。
第 75 図－ 33 は第６・７次調査第５層出土。小形の厚み
のある剥片を素材としている。傾斜した打面から樋状剥離
を刻んだ彫刻刀形石器である。彫刻刀面に階段状剥離痕が
観察される。良質の石英脈岩製石器。高さ 3.3 ×幅 2.5 ×厚
1.8㎝。重量 13.5g。
第 75 図－ 34 は第８次調査の第５層出土。彫刻刀形石器
である。中央部が折損している。剥片の打面部の腹面側に
２条の細長い樋状剥離が施されている。長さ 1.7 ×幅 1.9 ×
厚さ 1.1㎝。重量 2.8g。
第 75 図－ 35 は第８次調査第５層出土。小形の剥片を素
材としたメノウ製の彫刻刀形石器である。剥片の右側縁に
末端部から細長い樋状剥離が施されている。この剥離は階
段状剥離となっている。背面側に自然面と下位からの剥離
痕みられる。高さ 2.6 ×幅 5.0 ×厚 1.7㎝。重量 9.5g。

　ノッチ（Notchs）
縁辺の一部に凹んだ刃部を形成した石器をノッチとした。
第６・７次調査の第５層から 14 点、第８次調査の５層から
第11点、６層から９点が発見されている。早水台遺跡のノッ
チは、自然面、あるいは二枚の大きな剥離で構成された縁
辺部に、凹んだ刃部を作り出した形態がその特徴として指
摘される。2～ 3㎝大の小形の形態が目に付く。利器類の内
でスクレイパーに次いで量が多い。
第 75 図－ 36 は両面に自然面を残すことから、やや大形
の角礫を素材としたノッチである。二枚の大きな剥離面に
よって形成された縁辺の中央には、一枚の凹んだ剥離痕が
観察される。この角度は 117 度である。第６・７次調査第
５層出土。長さ 6.4 ×幅 5.6 ×厚さ 5.3㎝。重量 162.8g。
第 75 図－ 37 は小形直方体の礫を素材としたノッチであ
る。上端に内彎する一枚の急峻な剥離痕が観察される。こ
の剥離痕には極めて良質の石英面が見られる。自然面と剥
離面のなす角度は 99 度である。第６・７次調査の第５層出
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土。長さ 3.0 ×幅 2.4 ×厚 2.2㎝。重量 16.1g。
第 75 図－ 38 は小形で、末端部が分厚い逆三角形を呈し
た剥片素材のノッチである。自然面を打面とした剥離面に
よって形成された縁辺の中央に一枚の凹んだ小さな剥離痕
が観察される。この角度は 108 度である。第６・７次調査
第５層出土。長さ 1.4 ×幅 1.8 ×厚 1.5㎝。重量 3.7g。
第 75 図－ 39 は裏面に自然面を残し、小形の石核を転用
したノッチであろう。上端に内彎する数枚の剥離痕が観察
され、この部分がノッチの刃部に相当しよう。この角度は
107 度である。第６・７次調査第５層出土。長さ 3.4 ×幅 3.9
×厚 1.7㎝。重量 21.8g。
第 75 図－ 40 は末端が分厚い逆三角形を呈した剥片の打
面部に、凹んだ剥離が認められる。上端の縁辺部は、軽く
外彎状に調整が施され、その中央部に一枚の大きく凹んだ
剥離が見られる。この角度は 89 度である。第６・７次調査
第５層出土。長さ 3.2 ×幅 4.2 ×厚 2.2㎝。重量 5.2g。

　錐形石器（Awle） 
二次加工によって突出した部分を作り出した石器を錐形
石器とした。尖頭器、スクレイパーの尖頭部より一段と突
出した部分を保持する。第６・７次調査第５層から６点、
第４層から１点が発見されている。
第 75 図－ 41 は、小形の剥片を素材とした錐形石器であ
る。腹面側の打面部には交互剥離によって調整された錐状
の尖頭部がみられる。良質の石英脈岩製の石器である。第６・
７次調査第５層出土。長さ1.6×幅1.4×厚0.7㎝。重量1.5g。
第 75 図－ 42 は幅広剥片の打面側に両側辺から調整加工
を施し、錐状の先端部を作り出した石器である。粗質の石
英脈岩製の石器である。第６・７次調査第５層出土。長さ3.6
×幅 3.6 ×厚 1.0㎝。重量 10.3g。
第 75 図－ 43 は小形縦長剥片を素材とした錐形石器であ
る。a面側の一側辺に急峻な調整加工が施され、先端部に錐
状の尖頭部を作り出している。珪化した良質の石材が用い
られている。第６・７次調査第５層出土。長さ 2.3 ×幅 1.5
×厚 1.0㎝。重量 2.4g。
第 75 図－ 44 は剥片を素材とした錐形石器である。錐状
の先端部は交互剥離によって調整されている。珪化した良
質の石材が用いられている。第６・７次調査第５層出土。
長さ 3.0 ×幅 2.2 ×厚 1.3㎝。重量 6.8g。
第 75 図－ 45 は裏面に自然面を残す分厚い剥片が素材と
なっている。上縁に尖頭状の錐部が作られている a面の右
側辺に細かな調整が密集し、やや凹んでいる。石英脈岩製
の石器である。第６・７次調査第５層出土。長さ3.1×幅3.6.×
厚 1.95㎝。重量 18.2g。������

　トランシェ（Tranchet）
形状が逆三角形を呈する小形の石器をトランシェと呼称
した。刃部側が幅広く、軽く外彎するか、直線的である。第６・

７次調査の第５層で出土している。
第 75 図－ 46 は形状が逆三角を呈する小形の石器である。
刃部側が幅広く、両側辺は折り取られている。素材となっ
た背・腹の両面の側辺には細かな剥離痕が観察される。ｂ
面（腹面）の基部側には素材となる打面が残存する。石材
には良質の頁岩が使用されている。第６・７次調査第４層
出土。高さ 1.6 ×幅 1.8 ×厚 0.7㎝。重量 1.9g。
第 75 図－ 47 は形状が不整な逆三角形を呈する小形のト
ランシェである。刃部は良質の石英部分を利用し、両面に
施された剥離によって形成され、その角度が 54 度と急峻で
ある。両側辺に急峻な剥離によつて形状が整えられており、
基部側は尖る。石材は良質の石英脈岩。第６・７次調査第
５層出土。高さ 2.6 ×幅 1.3 ×厚 0.9㎝。重量 3.5g。
第 75 図－ 48 は礫を素材とした両面に自然面を残す小形
トランシェである。上端の刃部に相当する縁辺にはｂ面（自
然面）へ浅い剥離を加え、それを打面としてａ面に面的な
剥離が施されている。両側辺にも急峻な剥離を加え、形状
が整えられている。基部側は調整剥離によつて平坦な面を
残す。形状が逆三角を呈するやや厚みのある石器である。
第６・７次調査第５層出土。石材は石英脈岩。高さ3.2×幅2.2
×厚 1.2㎝。重量 8.9g。

　基部加工石器（Base trimming-Tool）
第６・７次の調査で１点発見された。第５層出土。
第 75 図－ 49 は面的に調整剥離を施した石器である。基
部側が残存し、先端部が折損している石器と考えられる。
珪化した質の良い石材が用いられている。長さ 2.0 ×幅 1.8
×厚さ 0.8㎝。重量 2.6g。
以上、上述した小形石器類は珪化した良質の石英脈岩、
メノウを使用したものが多い。

　楔形石器（Piece-esquillee）
相対する二側辺に階段状剥離が密集する石器を楔形石器
とした。両極剥離が認められる。第６・７・８次の調査で
発見された。階段状剥離が密集する縁辺部から二つに細分
した。 上・下両端の一側辺にそれぞれ階段状剥離が密集す
る例（ａ類－第75図－53）と、それが二ヶ所にみられる例（ｂ
類－第 75 図－ 50、51、52）である。

　スクレイパー（Scraper）
第５次調査の報告では、スクレイパー類につて、一つの
器種としては取りあげられなかった。しかし、報文中に小
形剥片を素材とした石器に注目し、次のようなことも指摘
されている。それによれば、「長さ二、三センチメートル
くらいの小剥片がＰ地点から二十二片発掘されている。こ
れらはあらかじめ小剥片を得る目的をもってはがされたの
ではなく、より大形の石器製作のさいに、副産物として生
じたものであろうと考えられる。しかし、なかには小剥片
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ながらも、立派な第二次剥離の痕跡をもつ例もあり、長さ
二、三センチメートルの小石器が用いられたことも事実だ
としなくてはならない。」と指摘しており、早水台遺跡に大
きさ２～３㎝前後の小形剥片とそれを素材とした二次加工
した石器類の存在に注目している（芹沢　1965）。その後、
岩波新書『日本の旧石器時代』には、早水台下層石器群の
組成表にスクレイパーの存在を明らかにしている（芹沢　
1982）。第６～８次の調査ではスクレイパー類が多く検出さ
れたため、新たに器種として分類項目に取り上げ、それを
紹介した。
ここでは、剥片を素材とし、縁辺に二次加工が連続して
施されている石器をスクレイパーとして分類した。大きさ
はチョパーやチョピング・トゥールに比べて小形である。
早水台下層石器群の代表的な小形石器類である。
第６・７次調査ではスクレイパーの形状をＡ～Ｃに分類
し、Ｃ類をさらに１～５類に細分した。第８次調査では新
たにＤ・Ｅ類を追加した。第６・７次調査では、第３層で
５点、第４層で 15 点、第 5層では 53 点出土した。第８次
調査では第 5層で 53 点、第６層で 52 点が出土した。
以下、Ａ～Ｅ類の特徴について記載する。
A類：二側辺の連続する二次加工により、刃部が尖頭状
を呈するもの。尖頭器に比べて二次加工が連続的で細かい
のが特徴である。台形状の四辺形の剥片が素材に供されて
いる。基部側に打面を残す、尖頭状スクレイパー（第 76 図
－ 55 ～ 60）。A類は長さ・幅が 1.5㎝前後のものが存在す
るが、長さ 2.0 ～ 3.0㎝、幅 1.5 ～ 2.5㎝以下の範囲に多く分
布する。また、他類型のスクレイパーに比べて縦長で、薄
手の傾向を示す。良質の石材が多い。素材は剥片の割合が
大きく、尖頭器と同様の傾向を示す。一方で、自然面を残
すものが少ない。
第 76 図－ 54 は粗い質の石材を用いており、剥片を素材
とする。剥片の右側辺および末端辺の隣り合う二辺に二次
加工が施され、ゆるやかな尖頭状の刃部を作り出している。
素材剥片の打面が残される。第６・７次調査第５層出土。
長さ 2.6 ×幅 2.2 ×最大厚 1.6㎝。重量 7.9g。
第 76 図－ 55 は粗い質の石材を用いており、幅広の剥片
を素材とし、縦長の形状を呈する。器軸が素材剥片の剥離
軸に直交するが、やや厚手で縁辺の加工の割合が小さい。
第６・７次調査第５層出土。長さ2.7×幅1.6×最大厚1.2㎝。
重量 4.7g。
第 76 図－ 56 は鈍角の尖頭状の刃部を有する、幅広の小
形スクレイパーである。良質の石材を使用。第６・７次調
査第５層出土。長さ 1.3. ×幅 1.7 ×最大厚 0.6㎝。重量 1.4g。
第 76 図－ 57 は薄手の中形剥片の全周にわたって二次加
工が施されている。左側辺と末端辺の隣り合う二辺が刃部
となる。剥片の打面が残されている。良質の石材を使用。
第６・７次調査第５層出土。長さ5.6×幅5.0×最大厚2.1㎝。
重量 51.3g。

第 76 図－ 58 は礫を素材としており、珪質の部分に細か
な二次加工を施し、尖頭状の刃部を作り出している。刃部
以外は粗い自然面を残す。第６・７次調査第５層出土。長
さ 2.3 ×幅 2.6 ×最大厚 1.3㎝。重量 6.2g。
第 76 図－ 59 は比較的厚手の中形剥片を素材として、剥
片の末端縁と一側縁に突出した尖頭部を作り出したスクレ
イパーである。尖頭部は円みをもっている。平面の形状が
鼻形を呈する。二次加工は剥片の腹面側から施されている。
第５次調査第５層出土。長さ 5.25 ×幅 4.85 ×最大厚 2.4㎝。
重量 35g。
第 76 図－ 60 は風化した石材を用いており、剥片を素材
とする。大きく外彎する一縁辺に鋸歯状のゆるやかな尖頭
状の刃部を作り出している。剥片の腹面側に二次加工を施
したスクレイパーである。刃部の形状がＣ 4類の特徴をあ
わせもつ石器である。第５次調査第５層出土。長さ 7.0 ×幅
5.7 ×最大厚 2.0㎝。重量 67.7g
第 76 図－ 61 は厚手で四角形の幅広剥片を素材としたス
クレイパーである。剥片の末端の一部が突出した刃部をも
つ。腹面側（ｂ）からの調整剥離によって刃部が形成され
ている。この石器を C1類として分類しているが、形状が鼻
形のスクレイパーに類似しており、Ａ類の範疇でとらえる
こともできる。大きな打面が残存する。背面（ａ面）は自
然面を有し、多方向からの剥離が観察される。第 8次調査
第５層出土。長さ 5.0 ×幅 5.7 ×厚さ 2.0㎝、重量 67.7g。
Ｂ類：一側辺に連続する二次加工を施して刃部が形成さ
れる。また、刃部と対になる基部が三角形を呈する。全体
の形状は扇形を呈する。扇形スクレイパー。第６・７次調
査では扇形を呈する小形のスクレイパー類について刃部の
形状について細かく報告した。
第 76 図－ 62 は良質の石材を用いた小形のスクレイパー
である。折れ面と隣り合う自然面で構成される一端を基部
とする。対になる一辺に二次加工を施し、片面に外彎する
急角度の刃部が作り出されている。第６・７次調査第５層
出土。長さ 1.7 ×幅 1.9 ×最大厚 1.0㎝。重量 2.7g
第 76 図－ 63 は小形のスクレイパーである。両面にゆる
やかな外彎する刃部が作り出されている。基部は折れ面で
構成される。良質の石材を使用。第６・７次調査第５層出土。
長さ 1.8 ×幅 1.8 ×最大厚 1.1㎝。重量 3.2g。
第 76 図－ 64 は刃部が外彎するように二次加工が施され
ている。また、刃部以外の一側辺にも連続する二次加工が
みられる。良質の小形の扁平な礫を使用。第６・７次調査
第５層出土。長さ 2.4 ×幅 2.1 ×最大厚 1.2㎝。重量 5.5g。
第 76 図－ 65 は珪質の石材を用いた小形のスクレイパー
である。刃部は二次加工により鋸歯状に作り出されている。
基部は二次加工と折れ面で構成される。「背」のような平坦
な面をもつ。第６・７次調査第５層出土。長さ 1.7 ×幅 1.5
×最大厚 0.7㎝、重量 0.9g
第 76 図－ 66 は珪質の石材を用いた小形のスクレイパー

大分県早水台遺跡第 8次調査研究報告



84

である。基部は折れ面である。第６・７次調査第 4層出土。
長さ 1.7 ×幅 1.5 ×最大厚 0.7㎝。重量 1.8g
Ｃ類：一辺縁に連続する二次加工を施し、刃部が形成
されるもの。Ｂ類と異なり、全体の形状が多様性に富む。
Ｃ類については刃部形状から１～５類に細分した。
Ｃ 1類：外彎状を呈するもの。
第 76 図－ 67 は厚手の幅広剥片を素材とした形状が四角
形を呈する外彎刃のスクレイパーである。腹面側（ｂ）に
横位からの剥離によって打面部が除去されている。このネ
ガティヴな剥離面から浅く細かな調整がおこなわれ（Ｃ 5
類）、a面に外彎する刃部が作られている。基部側が平坦と
なり、背を持つようになる。第8次調査第６層出土。高さ4.0
×幅 3.5 ×厚さ 1.9㎝。重量 29.8g。
Ｃ 2類：直線状を呈するもの。
第 76 図－ 68 は薄手の小形剥片を素材とした直線的な刃
部をもつスクレイパーである。形状が四角形を呈する。打
面側に細かな調整剥離を施し、背面（ａ面）に刃部が形成
されている（Ｃ 5類）。第 8次調査第６層出土。高さ 1.6 ×
幅 1.5 ×厚さ 0.5㎝。重量 1.4g。
Ｃ 3類：内彎を呈するもの。
第 76 図－ 69 は打面側に最大値がある剥片を素材とした
内彎刃のスクレイパーである。自然面が大きく残る初期段
階の剥片の側辺（ａ面）に二枚、打面部の腹面側（ｂ）に
一枚が交互に剥離されている。背面側になされた剥離が内
彎刃を形成している。ｃ面が一枚の平坦な打面である。風
化が著しい。第８次調査第６層出土。高さ 7.7 ×幅 5.2 ×厚
さ 3.2㎝。重量 89.3g。
Ｃ 4 類：鋸歯状に加工するものであり、第 76 図－ 60 の
ようなスクレイパーＡ類の二側辺にみられる形状を示して
おきたい。
Ｃ 5類：刃部が直線的なスクレイパーＣ２類に第 76 図－
68 のような浅い加工の例を示しておきたい。
第８次調査では、新たにＤ類とＥ類を設定した。
Ｄ類：打面を除く、一側辺に連続する二次加工を施して
刃部が形成される。刃部と対になる基部が平坦となる。全
体の形状は馬蹄形を呈する。馬蹄形スクレイパーと呼称し
た。
第 76 図－ 70 は、分厚い四角形を呈した剥片の背面側に、
打面を除く全周縁に調整加工が施されたスクレイパーであ
る。素材となった剥片は四角形を呈するもので、打面部が
分厚く、バルブが発達する。その高まりは「稜」となつて
現れている。分厚い平坦打面が「背」となり、形状が馬蹄
形を呈する。Ｄ類スクレイパーの典型である。第８次調査
第５層出土。長さ 6.2 ×幅 5.5 ×厚さ 2.8㎝。重量 104.8g。
第 76 図－ 71 は中形の剥片を素材とし、打面を除く全周
縁に背・腹両面から調整加工が施された分厚い円形を呈し
たスクレイパーである。自然面が残る背面の末端部分にも
腹面側から調整が入る。平坦打面が残り、基部側は分厚く、

刃部側が薄い。「背」をもつＤ類のスクレイパーに分類でき
る。第８次調査第６層出土。長さ 5.1 ×幅 4.8 ×厚さ 2.9㎝。
重量 49.8g。
Ｅ類：縁辺全体に連続する二次加工を施して刃部が形成
される。全体の形状は円盤形あるいは不整楕円形を呈する。
第 76 図－ 72 は良質の石材を用いており、剥片を素材と
した薄手のスクレイパーである。刃部は細かな連続する二
次加工により整形されている。素材面に両極剥離の痕跡が
みられる。第６・７次調査第 4層出土。長さ 4.2 ×幅 4.3 ×
最大厚 1.6㎝。重量 27.7g。
第 76 図－ 73 は中形で分厚い円形を呈した剥片を素材と
する。背・腹の全周縁から調整加工が施されたスクレイパー
である。打面・背面に自然面が残る。第５次調査第５層出土。
長さ 4.5 ×幅 3.7 ×厚さ 2.2㎝。重量 36g。
第 76 図－ 74 は楕円形を呈したスクレイパーである。自
然面が一部に残るものの、刃部が交互剥離によって整えら
れており、両面全周から調整加工されている。良質の石英
脈岩が使用されている。第８次調査第６層出土。長さ 5.0 ×
幅 5.3 ×厚さ 2.0㎝。重量 9.9g。

３） 剥片生産技術と二次加工技術のまとめ
〈剥片生産技術の種類〉
ここでは第５～８次調査で確認された剥片生産技術につ
いてまとめる。次の四種類の剥片生産技術が存在する。
第Ⅰ類は原石から剥片剥離する初期段階の状況を示すも
のである。一枚のみの剥離作業面を残すものと、打面と作
業面がバラバラに複数設定されるものとがある。さらに、
両極剥離がみられるものがある。これらは、原石を選択し、
その中身の状況観察をするために剥離したものであろう。
第Ⅱ類は、打面を固定せずに剥離作業がすすめられるも
のである。打面と作業面が交互に入れ替わりながら一定方
向に後退するものと、入れ替わりながら石核の周縁をまわ
るものとがある。石核の形状が多面体を呈する。
第Ⅲ類は、作業面を一面に限定し、打点が石核の周縁を
まわるもの。いわゆる円盤形の石核から剥離されるもの。
第Ⅳ類は、作業面を一面に限定し、石核の周縁を調整し、
最終的に一枚の目的剥片を剥離するもの。芹沢が指摘した
いわゆるプロト・ルヴァロア技法と呼ばれるようなものに
相当する（芹沢　1965）。
以上、第Ⅰ～Ⅲ類は、第６～８次調査で確認できた。し
かし、第Ⅳ類のプロト・ルヴァロア技法と呼ばれるような
石核類は第５次調査だけの発見となった。
次ぎに第Ⅰ～Ⅳ類に関連する石核類について記載する。

ａ）石核類（Cores）
二次加工がみられず、長さが１㎝以上となるネガティブ
な最終剥離面を有するものを石核とした。
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ⅰ）石核の分類
第６・７次調査では石核類を打面と作業面の位置関係か
らＡ～Ｄ類に分類し、さらに、原石の珪化した部分を得る
ために周縁から剥離したものに対してＥ類とした。
A類：打面を固定するもの。打面と作業面の数により以
下の 3つに細分される。
A1 類：打面が一ケ所に固定され、作業面が一面のみで構
成されるもの。作業面以外は全て自然面であるものと、素
材となる剥片などの剥離面が。初期段階の剥片剥離作業が
考えられる。
第 77 図－ 75 は小形の礫を素材としたもので、裏面（ｂ面）
の自然面を打面としての幅広剥片を剥離している。正面の
剥離痕は一回の打撃によって剥離されている。第６・７次
調査第５層出土。長さ 2.1 ×幅 3.5 ×厚 1.7㎝。重量 13.4 ｇ。
第 77 図－ 76 は角礫を素材とした石核で、ｂ面の自然面
を打面として数枚の幅広剥片を剥離している。下位からの
浅い剥離も観察され、両極剥離の痕跡がみられる。第６・
７次調査第５層出土。長さ 3.3 ×幅 4.5 ×厚 2.7㎝。重量
37.9 ｇ。
A2 類：打面が一ケ所に固定され、作業面が複数面みられ
るもの。
A3 類：打面と作業面との関係が複数見られるもの。各作
業面がねじれの位置にある場合もある。
Ｂ類：作業面を一面に限定し、打面がその作業面の周縁
をまわるもの。
第 77 図－ 84 は四方に打点があり、ほぼ全周から剥片剥
離がおこなわれている。裏面の自然面が打面である。第６・
７次調査第５層出土。長さ 3.3 ×幅 5.1 ×厚 4.4㎝。重量
52.2 ｇ。
Ｃ類：打面と作業面が交互に入れ替わり、打点が一方向
に後退するもの。
　第 77 図－ 80 は打面部が山形の形状になる。２面が接す
る稜線上に打撃が加えられ、ａ面に横長の剥片が剥離され
ている。第６・７次調査第５層出土。長さ 2.9 ×幅 4.5 ×厚
2.8㎝。重量 32.6 ｇ。
Ｄ類：打面と作業面が頻繁に転位する多面体の石核。
第77図－77のa面は器体の周縁から剥離されたネガティ
ヴな剥離痕が観察される。裏面は平坦な自然面を打面とし
て上位から二枚、横位から一枚の剥離痕がみられる。
また、打面から連なる自然面が残存する。厚みのある板
状の礫が使用されている。多面体の石核である。第８次調
査第５層出土。長さ 5.3. ×幅 5.3. ×厚 3.6㎝。重量 65.0 ｇ。
第 77 図－ 78 は小形のサイコロ状の石核である。a面に
多方向の剥離面もつ。a面は中央に上位からの深い大きな一
枚のネガティヴなバルブをもつ剥離面が最終的に残ってい
る。この剥離面の末端は蝶番剥離となっている。d・e面は
一枚のネガティヴな剥離面で構成されている。一見、a面の
固定された打面のようにみれるが、これらも作業面として

の剥離であろう。b面も多方向の剥離面をもつようなＤ類
の多面体石核であろう。第８次調査第５層出土。長さ 2.2 ×
幅 2.5 ×厚 1.8㎝。重量 9.5 ｇ。
第 77 図－ 79 は小形のサイコロ状の石核である。a面に
縦・横位の剥離面をもつ。横位の剥離面はa面に打点を残す。
左側辺、裏面に自然面がみられる。b面には一枚の剥離面
がみられ、打点が無い。ｃ面は上・下からの二枚の剥離面
と自然面を残す。Ｄ類の多面体石核。第８次調査第５層出土。
長さ 2.7 ×幅 2.8 ×厚 2.3㎝。重量 19.7 ｇ。
第 77 図－ 81 は主としてａ・ｂ両面が打面と作業面となっ
た石核である。小形チョピング ･トゥールのような形態を
呈する。この両面以外の横位に剥離作業面（ｄ面）が設定
されている。良質の石材が使用されている。第６・７次調
査第５層出土。長さ 3.1 ×幅 4.4 ×厚 3.1㎝。重量 29.7 ｇ。
第 77 図－ 82 は板状の大形の多面体の石核である。各面
にネガティヴな剥離面が残されている。a面は器体の周縁か
ら剥離されたやや大きめの剥離痕が観察される。この面に
おいては、Ｂ類のような作業面を一面に限定し、打点が石
核の周縁をまわる形態ともいえる。b面は二枚の幅広の大
きな剥離痕が観察される。打点は上・下の対向する位置に
あって、いずれの面も、ｃ、d、eの各面の剥離によって切
られている。c面は b面の下位の剥離面を打面として四枚
の連続した縦長剥片を剥離している。e面は b面の下位や d
面の剥離面を打面として剥離がなされている。上述したこ
とから、この石核は打面と作業面が頻繁に転位する多面体
石核（Ｄ類）と判断した。長さ 9.7 ×幅 7.7 ×厚 4.8㎝。重
量 429.2 ｇ。
E類：原石の珪化している良質な部分を得ることを目的と
して剥離がすすめられた石核である。剥離過程における規
則性がみられない（第 77 図－ 83）。
次に、第Ⅳ類のプロト・ルヴァロア技法と呼ばれるよう
な石核類をここで紹介する。
第 77 図－ 85 は第５次調査で発掘されたものである。こ
の石器は、芹沢がプロト・ルヴァロア型の剥片を素材とす
る尖頭器に分類した石器である。筆者は次の理由から石核
と考えたい。裏面は打面と腹面をもつ剥片のように見える
が、打面縁の稜線が円味を持つことから、この面が剥片の
腹面ではなく、自然面と考えたい。表面（ａ面）には周縁
からの剥離痕が見られ、打点が残存する。中央には上位か
ら打撃した大きな剥離が観察される。周縁の剥離痕と中央
の剥離痕の切り合いは、明らかに後者が後である。打面は
自然面が大きく残るが、打面縁に沿って細かな剥離痕があ
る。打面に対する調整である。打面調整後、この石核は、
周縁からの調整加工し、最終的に上位から一枚の剥片を剥
離した、ルヴァロア型石核と考えたい。石材は褐色を呈す
る石英脈岩。高さ 6.5㎝×幅 7.1㎝。重量 134.0 ｇ。
第 77 図－ 86 は第５次調査で発掘されたものである。芹
沢はこの石器を末端の剥離を二次加工とみなし、チョピン
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グ・トゥールとしたが、また、中央と末端の剥離痕の切り
り合い関係から、調整石核の可能性も指摘している。
表面（ａ面）には下から右位にかけて、周縁からの剥離
痕が観察される。下からの剥離は裏面にも見られる。中央
にはこの周縁からの剥離後、上位からの大きな剥離がおこ
なわれている。打面は剥離面である。裏面は大きく自然面
と節理面を残す。側面にも縦長状の剥離痕が見られる。こ
の石核は周縁から調整加工し、最終的に上位から一枚の剥
片を剥離した、ルヴァロア型石核と考えたい。石材は黄褐
色を呈する石英脈岩である。長さ 6.6㎝×幅 5,3㎝。重量
110 ｇ。
以上、本石器群にはＡ～Ｅ類型の石核とルヴァロア型石
核が存在する。多面体の石核（Ｄ類）が多く見られるもの
の、原石から剥片剥離する初期段階の状況を示すもの（Ａ類）
や、原石の珪化した部分を得るために周縁から剥離したも
の（Ｅ類）も存在する。さらには、打面調整や周縁からの
調整剥離のみの、その定義がいささか充足しないような「ル
ヴァロア型石核」の存在も指摘できる。この石核は、第５
次調査で比較的多く発掘されているものの、後の第６・７・
８次調査では発見されていない。しかし、筆者はこの石核
をもって本石器群に「調整石核」の存在していたことを認
識しておきたい。

ⅱ）石核の法量
第６・７次調査では石核の大きさが、長さ６㎝大を超え
るものが３点、幅が９㎝を超えるものが３点ある。15㎝を
超える大形のものが１点ある。全体としては２～６㎝サイ
ズの石核が多い。一方、第８次調査では石核の大きさが、
約 2.0 ～ 4.0㎝の小さいサイズのものが 20.5％、4.0 ～ 8.0㎝
のサイズのものが 59％、8.0㎝大以上の大きいものが 20.5％
ある。これら三種類のうち、4.0 ～ 8.0㎝のサイズのものが
59％と半数以上を占める。
石核の大きさの基準はそのサイズがどのようなものかと
いった判断は難しい。ただし、約 2.0 ～ 4.0㎝の小さいサイ
ズのものもあり、それらは小形石器や剥片類のサイズに対
応している。

ⅲ）石核の素材
第６・７次調査では礫から直接的に剥片剥離をはじめた
ものは 70％、礫を分割した後に剥片剥離をはじめたものは
25％、剥片を素材としたもの５％である。一方、第８次調
査では礫を素材としたものが 76％、剥片を素材としたもの
が 18％、不明なものが６％である。早水台下層の石器群は、
石器製作のために原礫から直接、あるいはそれらを分割し、
目的の剥片を剥離していたものと考えられる。

ｂ）剥片（Flakes）
剥片の分類

剥片の大きさは次の３種類に分類される。2.0 ～ 4.0㎝の
小形のもの。4.0 ～ 8.0㎝大の中形のもの。8.0㎝以上の大形
のものとがある。

―　小形剥片類　―
第 78 図－ 87 は打面側に最大幅があるの逆三角形の小形
剥片。打面は一枚の剥離面によって構成される平坦打面。
背面側には周縁側からの剥離痕が観察される。長さ 1.7㎝×
幅 1.8.㎝。打角は 105 度。第８次調査第６層出土。
第 78 図－ 88 は長さ 2.3㎝×幅 1.8㎝の小形の剥片である。
打面は線状に細長い。打角は不明。背面側にはには周縁側
からの剥離痕が観察される。第６・７次調査５層出土。
第 78 図－ 89 は長さ 2.0㎝×幅 1.8㎝の小形の剥片である。
打面は自然面。打角は 99 度。背面側は上位からの２枚の剥
離痕と右位に自然面を残す。第６・７次調査５層出土。
第78図－ 90は長さ 3.7㎝×幅 2.6.㎝の縦長の剥片である。
打面は一枚の剥離面と自然面をもつ打面。打角は 91 度。背
面側には上位からの二枚の剥離痕が観察される。第８次調
査第６層出土。
第 78 図－ 92 は、長さ 3.7㎝×幅 3.2㎝の斜め長の剥片で
ある。打面は一枚の剥離面によって構成される平坦打面。
打角は 124 度。背面側には周縁側からの剥離痕が観察され
る。第８次調査第５層出土。

―　中形剥片類　―
第 78 図－ 91 は長さ 4.6㎝×幅 3.2㎝の縦長の剥片である。
打面は一枚の剥離面によって構成される平坦打面。打角は
103 度。背面側には上・下からの二枚の剥離痕、周縁に自
然面が残存する。末端が階段状剥離になっている。第８次
調査第５層出土。
第 78 図－ 93 は長さ 2.3㎝×幅 4.3㎝の幅広剥片である。
背面側は中央に同一方向を示す大きな剥離面と小さな剥離
面が観察される｡ 打面は一枚の剥離面によって構成される
平坦打面。第６・７次調査５層出土。
第 78 図－ 94 は長さ 3.9㎝×幅 4.7㎝の幅広剥片である。
風化が著しい。背面側は腹面と同一方向を示す大きな剥離
面が観察される｡ 第８次調査第５層出土。
第 78 図－ 95 は長さ 5.9㎝×幅 4.1㎝の幅広で末端部か斜
め長になった剥片である。打面は一枚の剥離面によって構
成される平坦打面。背面側には下位と横位からの剥離痕が
観察される。分厚い剥片である。第６・７次調査５層出土。

―　大形剥片類　―
第 78 図－ 96 は剥片の末端側の縁辺部に大小の調整剥離
がおこなわれ、交互剥離によって刃部が形成されている。
早水台遺跡の特徴的な外彎刃のスクレイパーである（C1
類）。背面側（ａ面）には周辺からの剥離を示すネガテイヴ
な面と自然面が残り、ｂ面には一枚の平坦打面と腹面が観
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察される。打面部が分厚く、腹面側には打点の直下にバル
ブが発達している。この素材剥片は円盤形石核、多面体石
核から供給されている可能性がある。第８次調査第６層か
ら出土した。
第 78 図－ 97 は形状が四角形を呈する分厚い剥片である。
打面は平坦な自然面である。打面が大きい。背面側には上・
横位からの剥離痕が観察される。自然面が大きく残る。ツ
イン・バルブをもつ。初期段階の剥片。長さ8.2㎝×幅8.0㎝。
打角は 98 度。第８次調査第５層出土。
第 78 図－ 98 は長さ 5.8㎝×幅 7.0㎝の幅広の大形剥片で
ある。打面は二枚の剥離面によって構成される調整打面。
打角は 91 度。バルヴが発達する。背面側には周縁側からの
剥離痕が観察される。第８次調査ＡＲ－０７グリッドの第
５層から出土。
第 78 図－ 99 は打面の大きい縦長を呈する剥片である。
打面は厚く、一枚の剥離面によって構成される平坦打面。
背面側の中央には上位から大きな一枚と数枚の剥離痕が観
察される。打角は 113 度｡ 長さ 9.3㎝×幅 6.8㎝｡ 第６・７
次調査５層出土。
第78図－100は形状が四角形を呈する分厚い剥片である。
打面は大きい一枚の節理面をもつ平坦打面である。背面側
には上位からの四枚の剥離痕が並び、中央に下位からの大
きな剥離痕と横位からのものがみられる。この剥片も腹面
末端に三枚の２次加工されたスクレイパーである。素材は
背面に周辺からの剥離痕が観察される大形剥片である。第
５次調査５層出土。長さ 9.6㎝×幅 10.1㎝｡
以下、剥片類を整理すると、次ぎのような特徴が指摘で
きよう。
・��剥離された剥片の長幅比は、１：２～２：１のところに
分布し、やや縦長の傾向にある。
・��剥片の大きさは、2.0 ～ 4.0㎝の小形のもの。4.0 ～ 8.0
㎝の中形もの、8.0㎝以上の大形のものの三種類が存在
する。小形のものが約半数を占めるが、5.0 ～ 8.0㎝の中
形のものも多い。
・��6.0 ～ 8.0㎝の中形でもやや大きいのものは、打面幅、打
面厚があり、分厚い。これらの形状は四角形、台形を呈
する。腹面にツイン・バルブが多く発見され、バルブが
発達する。
・��剥片の打面は平坦な剥離面が最も多い。自然面を有す
る平坦な打面も多く見られる。

・早水台遺跡の剥片類には両極剥離痕が観察される。

〈二次加工技術の特徴〉
石器製作の二次加工技術は以下のような特徴が指摘でき
よう。
・石器の製作に交互剥離技術が多く使用されている。
・錯向剥離技術が僅かにみられる。
・��石器の二次加工や剥片生産には両極剥離技術があり、比

較的厚手の石器に使用されている。
・��大形、小形の石器に限らず、二次加工は器体の奥まで
入らず、縁辺でとどまるものが多い。いわゆる周縁加
工の石器が多く存在する。
・��原礫面を残す利器、剥片、石核が多く見られる。特に、
利器類は自然面を一部に残している例が多い。

４）石　材
第８次調査では、確認できる石材が 271 点中、石英脈岩
（Quartz Vein）－ 190 点、石英粗面岩（Quartz Rhyolite）
－ 60 点、石英（Quartz ）－４点、メノウ（Agate）－ 11 点、
流紋岩（Rhyolite）－４点、頁岩（Shell）－２点であった。
ほとんどが石英脈岩、石英粗面岩などの「石英岩系」である。
風化の程度に依拠するが、石英脈岩は、色調が褐色、白色、
黄白色を呈するものが多く、比較的縁辺が鋭利である。石
英粗面岩は、色調が茶褐色、肌色、茶色を呈するものが多く、
縁辺に鋭さを欠く。石英製の石器類には摩滅の著しいもの
もみられる。
第６～８次調査では基盤の第８層まで狭い範囲であるが
数ヶ所を掘り下げたが、この原礫を発見できなかった。と
ころが、2008 年３月、菊池強一、清水宗昭、柳田が早水台
遺跡直下の南側の海岸を踏査した際、一面の礫の中から色
調が褐色を呈する人頭大の大きさの石英脈岩を採集するこ
とができた（写真図版８－１・２）。また、南側の海岸でし
ばらくの時間帯、原礫の採集を続けたが、多量に採集でき
なかった。この付近の石英脈岩は量的に僅少なものと思わ
れる。また、第５次調査では青色のチャート製石器、第６・
７次調査では白色の石英製石器とメノウ製石器がわずかに
発見されている。メノウ製石器は青みを帯びる灰色を呈し、
縁辺が鋭利である。小形の石器類にメノウが比較的多く使
用されている。角閃石ヒン岩製の石器が第５次調査で出土
している。角閃石ヒン岩は、チョピング・トゥールの 1点
が発見されている（写真図版８－３）。この石材について地
元の清水宗昭氏は姫島産黒曜石に類似するという。現在、
姫島は国東半島の沖合約 2.7㎞にあって、島との水深は２７
ｍある。現在は陸路では行けない。しかし、寒冷期には半
島はこの島とつながったと推定される。早水台遺跡の人類
はチョピング・トゥールをこの台地へもちこんだのであろ
う。

７．結　語

早水台遺跡下層石器群を以下のようにまとめることがで
きよう。
①　早水台遺跡は更新世の下末吉期に形成された海岸段
丘上にある。
②　本遺跡では、段丘形成後に堆積する、赤色化した第
７層、その上位に明黄褐色土層の第６層と安山岩角礫
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を多量に含む第５層がみられた。
③　石英製石器が出土するのは第５層と第６層である。
赤色化した第７層には石英製石器が含まれない。
④　二つの層から発見される石英製石器群の石器組成・
二次加工技術、剥離生産技術の様相がよく類似する。
⑤　石器類の多量に出土する第５層の安山岩角礫層が二
次堆積であるあることから、ここから発見される資料
は下位にある第６層の明黄褐色ローム層中に存在した
ものが移動することによって、再堆積したものと考え
られる。本来の石英製石器が包含する層は第６層中に
あったものと解釈される。したがって、早水台遺跡下
層の石器群の包含層は、第５層より下位にある、淡く
赤味を帯びた明黄褐色土層の第６層である。
⑥　石器組成は、チョパー、チョピング・トゥール、両
面加工石器、尖頭器、ノッチ、プロト・ビュアリン、
彫刻刀形石器、スクレイパー、基部加工石器、トラン
シエ、錐形石器、楔形石器で構成される。石器群の主
体を占めるスクレイパー類は、台形、扇形、馬蹄形を
呈した幾何学的な形態のものが多く見られる。第５次
調査で、鶴嘴形石器と呼ばれたプロト・ビユアリンが
第６・７・８次の各調査で多く出土し、この石器も早
水台遺跡下層出土の石器群の一つの特徴を示すものに
なろう。
⑦　チョパー、チョピング・トゥール、両面加工石器等
の大形石器は 10％以下である。しかし、形態的にハン
ドアックス、楕円形石器と呼称できる石器類も僅少な
がら組成する。ハンドアックスは基部側に最大幅があっ
て、交互剥離によって形状や器面を整え、下部に礫面
を残すのが特徴である。
⑧　石器類の大きさが2.0～4.0㎝の小形サイズのもの、4.0
～ 8.0㎝の中形サイズのもの、8.0㎝以上の大形サイズの
ものが存在する。
⑨　チョパー、チョピング・トゥール、両面加工石器の
大形石器は少なく、小・中形のものが多くを占める。
早水台遺跡下層出土石器群は小形を主体とする石器群
といえよう。
⑩　石器類の素材は剥片が主体である。石器の素材は多
面体石核から剥離された剥片類が多い。芹沢が指摘し
た円盤形石核、プロト・ルヴァロア型石核類は僅少で
ある。
⑪　剥片類の形状は台形、三角形を呈する。剥片類のサ
イズは 2.0 ～ 4.0㎝のものが最も多い。また、6.0 ～ 8.0
㎝の分厚い剥片類も多く存在する。それらは打面が大
きく、バルブが発達しているのが特徴である。
⑫　石器の製作に交互剥離技術が多く使用されている。
この技術によって形成された刃部はジグザグを呈する。
⑬　石器の二次加工は器体の奥まで入らず、縁辺でとど
まるものが多い。周縁調整加工の石器が多く存在する。

⑭　原礫面を残す利器、剥片、石核が多く見られる。特に、
利器類は自然面を一部に残していることが多い。ハン
ドアックスに類する石器は基部側に原礫面を残すのが
特徴である。
⑮　石材は石英脈岩と石英粗面岩が主体で、いわゆる「石
英系」の石材が多く使用されている。その他に、石英、
メノウ、角閃石ヒン岩、チャートが使用されている。
しかし、これらは僅少である。
以上、石英製石器群を包含する第６層の年代観は、第５
層上部に約５万年前より古いとされる九重第１軽石（Kj-P1）
が存在することから、上限がこの軽石の降下以前と想定さ
れる。また、下限は更新世の最終高海水準期（下末吉期）
以降、気候が温暖化し、堆積層が赤色化すると言われる第
７層より上位にあることから、それよりも新しい時期が予
想される。今回も、先の報告で指摘したように、早水台下
層石器群は、考古学的な分析結果や、九州地方の当該期の
石器群との比較から、約７～８万年前の時期の石器群と考
えた。今後、地質学、地形学的な調査を継続し、早水台下
層石器群の検討をおこないたい。

注

注１．「Chunck」は「人工塊片」と日本語に訳した。李先生と早
水台遺跡の石器の整理をおこなった際に、石器を前にして
観察と議論を進めていく中で、人工品か非人品を決める時、
李先生氏は不明瞭資料について「Chunck」と言う用語を
もちいた。李先生は、「Chunck」は礫（Pebble）とは明ら
かに異なり、人工的なものだと言った。ただ、これは「石
器」とは言えないものの、不明瞭な人工品であるとし、

「Chunck」について中国語で「人工石 」と書いてくれた。
　　　以前に、私は、早水台遺跡の石器の分類にあたって、石器

か礫（Pebble）という二つのカテゴリーで分類してきたが、
「Chunck」を新たに導入することによって、二人の作業が
すすんだ。

注２．第８次調査ではスクレイパー C4、C5 類はなかった。
注３．整理中、鉄分の付着する面をめぐって、二つの意見があった。

　一つは、節理よって割れた面。今ひとつは、剥離によっ
て割れた面とするものである。筆者は後者と認識し、接合
する意味の重要性を考えた（写真図版 15）。

注４．第６・７次調査では第７層と第７層下位層に分けた。さらに、
第７層下位層を a ～ d に細分した。第７層下位の a ～ d
層を一括して基盤層に相当する風化バイラン土壌として認
識した。一方、第８次調査では調査時に第７層を第７a層
と第７b層に細分したが、報告書作成段階にあたって、上
位の「赤色化」した層を第７層とし、風化バイラン土壌の
ような第７b層以下を第８層とした。

注５．砕片や風化して石材が不明な石器を除く。

柳　田　俊　雄
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第 71 図　早水台遺跡出土石器��チョパー（No.1 ～３）、チョピング・トゥール、（No.4 ～７）
Fig. 71　Choppers（No.1 ～３）and Chopping-tools（No. ４～７）excavated from the Sozudai site
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第 72 図　早水台遺跡出土石器��両面加工石器（No.8 ～ 12）
Fig. 72　Bifaces（No.8 ～ 12）excavated from the Sozudai site
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第 73 図　早水台遺跡出土石器��両面加工石器（No.13 ～ 17）
Fig. 73　Bifaces（No.13 ～ 17）excavated from the Sozudai site
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第 74 図　早水台遺跡出土石器尖頭器（No.18 ～ 24）、プロトビュアリン（No.25 ～ 30）
Fig. 74　Pointed-tools（No.18 ～ 24）and Prot-burins（No.25 ～ 30）excavated from the Sozudai site
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第 75 図　早水台遺跡出土石器　彫刻刀石器（No.31 ～ 35）、ノッチ（No.36 ～ 40）、錐形石器（No.41 ～ 45）、トランシェ（No.46
～ 48）、基部加工石器（No.49）、クサビ形石器（No.50 ～ 53）

Fig. 75　Burins（No.31 ～ 35）、Notchs（No.36 ～ 40）、Awls（No.41 ～ 45）、Tranchets（No.46 ～ 48）、Base trimming-Tool
（No.49）and Piece-esquillees (No.50 ～ 53) excavated from the Sozudai site

33b31b 31c 31a

31d

32d

32b
32c 32a

32e

33c 33a

33c

34b 34c 34a

34d

36b

36a

37a 37c 37b

37d

36c

38a
38c 38b

35d

35b 35c 35a

38d

39a 39c 39b

39d

41d

41a

41c 41b

41e
44d

40a

40d

40c 40b

42c

42a 42b

42d

43d

43a 43b

43c

43e 44e

44a 44c 44b
45a 45c 45b

46a

46e

46c 46b
47d 47a

47e

47c
47b

48a 48c 48b

48d

49d

49a

49e

49c
49b

50a 50c 50b

50d

51a

51d

51c 51b 52d

52a 52c
52b 53a 53c 53b

53e

柳　田　俊　雄



95

第 76 図　早水台遺跡出土石器　スクレイパー（No.54 ～ 74）
Fig. 76　Scrapers（No.54 ～ 74）excavated from the Sozudai site
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第 77 図　早水台遺跡出土石器　石核（No.75 ～ 86）
Fig. 77　Cores（No.75 ～ 86）excavated from the Sozudai site
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第 78 図　早水台遺跡出土石器　剥片（No.87 ～ 100）
Fig.78　Flakes（No.87 ～ 100）excavated from the Sozudai site
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写真図版 1図－１　早水台遺跡のԕܠ
Plate1-1　Distant�View�of�the�Sozudai�site

写真図版１図－２　早水台遺跡の海岸段丘
Plate1-2　Marine�terrace�of�the�Sozudai�site
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写真図版 2図　早水台遺跡第８次調査区（グリッド AP－ 16、AL － 12）
Plate ２-1　Excavation（Grid�AP － 16,�AL － 12）at�the�Sozudai�site�in�the�８th�investigation

図版 2-3　AL-12 グリッド調査グリッド

図版 2-4　AP-16 グリッド北壁 図版 2-5　AL-12 グリッド南壁

図版 2-1　早水台遺跡の調査区ԕܠ

図版 2-2　AP-16 調査グリッド
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写真図版３図　早水台遺跡第８次調査区（グリッド AR－ 07）
Plate�3　Excavation（Grid�AR － 07）at�the�Sozudai�site�in�the�８th�investigation

AR-07�発掘前 AR-07�北壁

AR-07�発掘開始 AR-07�東壁

AR-07�西壁 AR-07�南壁
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AR-07(5 層 ) 東から

写真図版４図　早水台遺跡第８次調査区の出土状況（グリッド AR－ 07，第５層、第６層）
Plate ４　Lithic�artifacts�in�stratum�5,6�excavation（Grid�AR － 07）at�the�Sozudai�site�in�the�８th�investigation

AR-07(5 層 )

AR-07(6 層 ) AR-07 北側 (6 層 )

AR-07(6 層 ) AR-07(6 層 )

AR-07(6 層 ) AR-07(6 層 )
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写真図版５図－１　早水台遺跡第８次調査区の発掘風ܠ（グリッド AH－ 18）
Plate ５-1　Excavation�in�progress（Grid�AH － 18）at�the�Sozudai�site�in�the�８th�investigation

写真図版５図－２　早水台遺跡第８次調査区の発掘風ܠ
（グリッド AG－ 18）

Plate ５- ２　Excavation�in�progress（Grid�AG － 18）at�the�
Sozudai�site�in�the�８th�investigation

写真図版５図－３　早水台遺跡第８次調査区の南壁
（グリッド AH－ 18）

Plate ５- ３　South�section�showing�the�strata（Grid�AH －
18）at�the�Sozudai�site�in�the�８th�investigation
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写真図版６図　早水台遺跡第８次調査区（グリッド AG・AH－ 18）
Plate ６�Excavation（Grid�AG・AH－ 18）at�the�Sozudai�site�in�the�８th�investigation

AG-18 南壁 AH-18 南壁

AG-18 東壁 AH-18 北壁

AG-18 南壁 AH-18 東壁
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AH-18（5 層 )�両面加工石器の出土状況 AH-18（5 層）西から

AH-18（5 層）西から AH-18（5 層）

AH-18（5 層） AH-18（5 層下）

写真図版 7図　早水台遺跡第８次調査区の出土状況（グリッド AG・AH－ 18）
Plate ７　Lithic�artifacts�in�stratum�5,6�excavation（Grid�AG・AH－ 18）at�the�Sozudai�site�in�the�８th�investigation�
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写真図版８図－１　早水台遺跡の南下にある海岸
Plate ８- １　Coast�in�going�of�south�the�Sozudai�site

写真図版８図－２　早水台遺跡の南下にある海岸の石英脈岩
Plate ８- ２　A�quartz-Vein�found�in�the�coast�in�going�south�of�the�Sozudai�site

第８図－３　早水台遺跡第５次調査第６層相当から出土したチョピング・トゥール（2.85 × 5.13�㎝）
Fig. ８－ 3　Excavated�Chopping-tools�from�of�stratum6�corresponding�at�the�Sozudai�site�in�the�5th�investigation

第８図－ 4　早水台遺跡第 6・7次調査第５層相当から出土したチョピング・トゥール（15.8 × 16.6�㎝）
Fig. ８－ 4　Excavated�Chopping-tools�from�of�stratum5�at�the�Sozudai�site�in�the ６・７th�investigation

a c b

a b
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写真図版 9図　早水台遺跡第 8次調査　チョピング・トゥール�(No.5200,�6310,�5573)
Plate�9　Chopping-Tools�(No.5200,�6310,�5573)��excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 10 図　早水台遺跡第 8次調査　両面加工石器�(No.5173,�5601,�5613)
Plate�10　Bifaces�(No.5173,�5601,�5613)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 11 図　早水台遺跡第 8次調査　尖頭器�(No.5609,�5707,�5885,�6107)、ノッチ�(No.5680,�5497,�5579,�5466)
Plate�11　�Pointed-tools��(No.5609,�5707,�5885,�6107)�and�Notches�(No.5680,�5497,�5579,�5466)��excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�

8th�investigation
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写真図版 12 図　早水台遺跡第 8次調査　プロト・ビュアリン�(No.5167,�6358,�5384,�5602)、彫刻刀形石器�(No.6356,�5495�)
Plate�12　Proto-burins�(No.5167,�6358,�5384,�5602)�and�Burins�(No.6356,�5495�)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 13 図　早水台遺跡第 8次調査　スクレィパー (No.5467,�5273,�5510,�5821,�5114,�5660,�5592)
Plate�13　scrapers�(No.5467,�5273,�5510,�5821,�5114,�5660,�5592)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 14 図　早水台遺跡第 8次調査　スクレィパー�(No.5604,�5599,�5574)
Plate�14　scrapers�(No.5604,�5599,�5574)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 15 図　早水台遺跡第8次調査　スクレィパー (No.5650,�5761,�5299,�5598), スクレィパー (No.5598)と接合した剥片（No.5975）,
　c.�接合図 (No.5598�No.5975)

Plate�15�scrapers�(No.5650,�5761,�5299,�5598),scraper�(No.5598)�and�refitted�to�qake�(No.5975)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�
8th�investigation
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写真図版 16 図　早水台遺跡第 8次調査　�剥片�(No.5525,�5759,�5568,�5759,�5767,�5401,�5247)
Plate�16　Flakes��(No.5525,�5759,�5568,�5759,�5767,�5401,�5247)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 17 図　早水台遺跡第 8次調査　�剥片�(No.5519,�5105,�5569)
Plate�17　Flakes��(No.5519,�5105,�5569)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 18 図　早水台遺跡第 8次調査　�石核�(No.5059,�5508,�5836,�5616,�5219)
Plate�18�Cores��(No.5059,�5508,�5836,�5616,�5219)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 19 図　早水台遺跡第 8次調査　�石核�(No.5383,�6333)
Plate�19　Cores��(No.5383,�6333)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�8th�investigation
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写真図版 20 図　早水台遺跡第 5次調査　両面加工石器�( 図版 72-8d12・図版 73-15)
Plate�20　Bifaces�(Fig.72-�8d12・Fig.73-15)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�5th�investigation
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写真図版 21 図　早水台遺跡第 5次調査�尖頭器�( 図版 74-20),�プロト・ビュアリン ( 図版 74-25,26）、石核 ( 図版 77-85・86),
Plate�21　�Pointed-Tool�(Fig.74-�20),�Proto-burins�(Fig.74-25,�26）�and�Cores�(Fig.77-85,�86�)�excavated�from�the�Sozudai�site�in�the�5th�

investigation
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1� 55�� "3�� 5 �5����1� �5������� �5���5�� $IPQQFS 2VBSU[�7FJO ����� ����� 5���� 35��1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�� 5�5� "3�� � �5�1�3�� �5������� �5�5���� $IPQQFS 2VBSU[�7FJO 1�3��� 1�3�5� 5���� ������ 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

3� �31� "3�� 5 ʵ ʵ ʵ $IPQQJOH�5PPM 2VBSU[�3IZPMJUF ����� ���5� �5�5� ��1��� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

�� 53�� "3�� 5 ����5��� �55����3� �5����3� $IPQQJOH�5PPM 2VBSU[�7FJO ����� ����� �3��� �1��3� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

5� 55�1 "3�� 5 ���5���� �5������� �5��1��� $IPQQJOH�5PPM 3IZPMJUF 1���5� 1�1��� �3��� 5���5� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

�� 5��� "3�� 5 �5��3�5� �5������� �5��533� $IPQQJOH�5PPM 2VBSU[�7FJO 1�1��� ����� 5���� 3����� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

�� 55�3 "3�� 5 ���3�1�� �5����1�� �5���31� $IPQQJOH�5PPM 2VBSU[�3IZPMJUF 1�5��� ����� ����� ��3��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�� 5��� "()1� � �5�55��� �3������� ����133� $IPQQJOH�5PPM 2VBSU[�7FJO ����� ���5� ���5� 1�1�5� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

�� 51�3 "()1� 5 ���511�� �55����3� �5��113� #JGBDF 1SPUP�)BOEBYF 2VBSU[�7FJO 1����� �1��� ����� 3����� 1FCCMF ʷ ʷ ʷ

1�� 5�13 "3�� � �������� �55����5� �5���1�� #JGBDF %JTL 2VBSU[�3IZPMJUF �1��� ����� �3��� 1����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ 4JEF

11� 5��1 "3�� � �5�35��� �5������� �5���31� #JGBDF %JTL 2VBSU[�3IZPMJUF ���1� �1��� �1��� 15���� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

1�� 5��� "3�� � �������� �55��5��� �5���3�� 1PJOUFE�5PPM "HBUF �5��� 1���� 1���� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13� 5��� "()1� � ������1� �3���5�1� �5������ 1PJOUFE�5PPM "HBUF 31��� ����� 13�1� ��3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�� �1�� "()1� 5 ʵ ʵ ʵ 1PJOUFE�5PPM 2VBSU[�7FJO 5���� ����� 1���� 35��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15� 53�� "3�� 5 �5�1���� �55���1�� �5���1�� /PUDI 2VBSU[�7FJO �3��� ����� 1���� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�� 5�13 "3�� 5 ����5��� �55������ �5������ /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF 5���� 33��� �1��� 31��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�� 53�� "3�� 5 �5����5� �5������� �5���3�� /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF 3���� �3��� 13��� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�� 55�� "3�� 5 �5������ �5����5�� �5������ /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF 3���� 35��� ����� �1��� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

1�� 5��� "3�� 5 �����1�� �5��115�� �5����3� /PUDI "HBUF 1���� 1���� ���� 1�5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� �3�3 "3�� � /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF �1��� ���5� �1��� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�1� 5��3 "3�� � �5�1���� �5��1���� �5��3��� /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 31��� 13��� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��� "3�� � �5�1���� �5������� �5��1��� /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF �5��� 1���� 1��1� 5��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ
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��� 5��� "3�� � ���1���� �5������� �5�5�31� /PUDI 2VBSU[�7FJO �3��� ����� 3���� �3�1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 55�3 "()1� 5 �5�3���� �35�53��� �������� /PUDI 2VBSU[�7FJO ���5� �3��� �3�5� ���� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ &OE 4JEF

��� 55�� "()1� 5 �5��5�5� �35��5��� �������� /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF �5��� 1���� 1��1� 5��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��� "()1� 5 �3����3� �35��5��� �������� /PUDI 2VBSU[�7FJO 3���� 3���� ����� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

3�� 5��3 "()1� 5 �3������ �35�1��3� �������� /PUDI 2VBSU[�7FJO ����� ����� ����� 1���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

31� 5��� "()1� � ���31��� �35������ �����3�� /PUDI 2VBSU[�3IZPMJUF 5���� ����� 1���� �5��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

3�� 5��3 "()1� � �3������ �35��551� �������� /PUDI 2VBSU[�7FJO 5���� ����� 3���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

33� 5��5 "3�� 5 ����53�� �5��113�� �5������ #VSJO 2VBSU[�7FJO 1���� 1��3� ���� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ &OE 4JEF

3�� �35� "3�� 5 ʵ ʵ ʵ #VSJO 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 1���� 1���� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

35� �35� "3�� 5 ʵ ʵ ʵ #VSJO "HBUF �5��� ����� 1���� ��5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

3�� 53�� "3�� 5 �5�11��� �5������� �5������ #VSJO 2VBSU[�7FJO ����� 3��1� 1���� ���1� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

3�� 5�1� "3�� 5 ���5���� �5��1�5�� �5��5�5� #VSJO 2VBSU[�3IZPMJUF ����� ����� 1���� ��1� 'MBLF ˓ ˓ ʷ

3�� �35� "3�� 5 ʵ ʵ ʵ 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 3���� ����� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

3�� 53�� "3�� 5 �������� �5������� �5������ 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�3IZPMJUF �1��� ���3� ����� 5���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� �35� "3�� 5 ʵ ʵ ʵ 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO ����� 3��5� ����� 35��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�1� 53�� "3�� 5 �������� �5����55� �5����5� 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO �1�5� 5��5� 3���� 111�5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� �35� "3�� 5 ʵ ʵ ʵ 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO �3��� �1��� ����� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�3� 55�� "3�� 5 �5�5���� �5�����3� �5������ 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO ����� �1��� �3��� �1�5� 'MBLF ˓ ˓ ʷ

��� 51�� "3�� 5 �5������ �5���5�1� �5���1�� 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO ����� ����� ���1� 3��3� 'MBLF ˓ ˓ ʷ

�5� 5�3� "3�� � �5��5��� �5���3��� �5������ #VSJO "HBUF ����� �3��� 1���� 1���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5�3� "3�� � �������� �5������� �5�5���� #VSJO 2VBSU[�7FJO �5��� ����� ����� 1���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��1 "3�� � �5���1�� �5��1���� �5�5�3�� 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO ����� 5���� 3���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��� "3�� � �5������ �5�����5� �5������ 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�3IZPMJUF �3��� 35��� ����� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��� "3�� � �5�13��� �5������� �5����3� 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO 5���� �5��� 3���� 5��3� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

5�� 5�5� "3�� � �5���3�� �5��531�� �5��3�3� 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO �5��� 3���� ����� 3���� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

51� 5��� "()1� 5 ���5���� �35���5�� �������� #VSJO 2VBSU[�7FJO 5���� 3���� �1��� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ
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55� 553� "()1� 5 �����31� �35�15��� ����51�� #VSJO 2VBSU[�7FJO ����� ����� �3��� �1��� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

5�� 51�� "()1� 5 �5������ �3����3�� ������5� 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO �3�1� 51��� ����� ����� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

5�� 5��5 "()1� 5 ����5��� �35�5���� ����1�5� 1SPUP�#VSJO 2VBSU[�7FJO �3��� 3���� 3���� ���5� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

5�� 55�� "3�� 5 ������5� �5���1��� �5���1�� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF 1���� 1���� 13��� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

5�� �33� "3�� 5 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO ���5� 3���� 1���� �5��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 53�3 "3�� 5 �5���3�� �5���3�5� �5��3�3� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO ����� ����� ���5� �1��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�1� 551� "3�� 5 �5����5� �5�����1� �5��35�� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF 3���� ����� 1���� 13��� 'MBLF ʷ ʷ ʷ 1MBUGPSN 4JEF

��� 55�� "3�� 5 �5�131�� �5����3�� �5������ 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 3���� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�3� 5��� "3�� 5 �5�113�� �5��55��� �5��1��� 4DSBQFS $3 2VBSU[�3IZPMJUF 3���� 3���� 1���� 1��3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ 1MBUGPSN -

��� 53�� "3�� 5 �5�3���� �5����1�� �5��3��� 4DSBQFS $3 2VBSU[�7FJO ����� 3���� �3�1� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�5� 5351 "3�� 5 ���5���� �55���13� �5��1��� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ���1� 3���� �3��� ���1� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

��� 5��� "3�� 5 �5��3��� �5������� �5������ 4DSBQFS % 2VBSU[�7FJO ����� 55��� ����� 1����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

��� 53�5 "3�� 5 ������3� �5����31� �5���31� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF 51��� 3���� 1���� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 551� "3�� 5 �5������ �5������� �5����1� 4DSBQFS $3 2VBSU[�7FJO ���5� 53��� ����� 11���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� �31� "3�� 5 ʵ ʵ ʵ 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO 55�1� �3��� ����� 5���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��� "3�� 5 �5�3�53� �5������� �5����3� 4DSBQFS % 2VBSU[�3IZPMJUF ����� ����� ����� 3��1� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

�1� �3�5 "3�� 5 ʵ ʵ ʵ 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 3��1� 3���� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ &OE 4JEF

��� 551� "3�� 5 �5����3� �5������� �5������ 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO 51�1� ���3� ����� ����� 'MBLF ʷ ˓ ʷ &OE 4JEF

�3� 5��3 "3�� 5 ����1��� �5��5�3�� �5����3� 4DSBQFS # "HBUF 3���� ���1� 15��� 11��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ &OE 4JEF

��� 51�� "3�� 5 ����31�� �55����3� �5������ 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO �1�5� 3���� ����� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

�5� 5��� "3�� 5 �5�3��3� �5���1��� �5���3�� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 31��� ����� ���1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��3 "3�� 5 �5���5�� �5������� �5��5��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF �1�5� ����� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ
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��� 53�5 "3�� 5 �������� �5��5��3� �5���1�� 4DSBQFS $3 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 3���� 1���� ����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ &OE 4JEF

��� 5��� "3�� 5 �5����1� �5������� �5���3�� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF ����� �1�5� 1���� ���� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

�1� 53�� "3�� 5 ����55�� �5���1��� �5���3�� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO ���5� 5���� ����� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

��� 5��� "3�� 5 ����1��� �55��1�3� �5��3��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 5���� 5���� ����� 1�5��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ
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��� 5��� "3�� 5 �5�3��3� �5��5���� �5��5��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO ����� 1��1� 1��1� ���� 'MBLF ʷ ˓ ʷ
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13�� 55�� "3�� � ����5��� �5���1��� �5������ 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� ���1� 3���� 153��� 'MBLF ˓

135� 5�1� "3�� � �5�3�5�� �5��3��1� �5�55��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 3��5� 3���� ����� ���1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 5��� "()1� 5 ���3���� �35����3� ����3��� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO �5�5� 3��3� ���5� �3��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 51�� "()1� 5 ������1� �3������� �������� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 31��� 33��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 5��� "()1� 5 �����3�� �35��31�� ����1�3� 4DSBQFS $3 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 3���� ���5� �1��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 511� "()1� 5 �5�1�3�� �3������� ���31��� 4DSBQFS $� 2VBSU[� 3���� ����� �3��� ���3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5��� "()1� 5 �3��3�1� �3����55� ����5��� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� 3���� ���1� �5�5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�1� 5535 "()1� 5 ������1� �35������ ����3��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 33�1� �5��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5��1 "()1� 5 �3������ �3��5��1� ����3�1� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� ����� ����� �1�3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�3� 55�� "()1� 5 �5������ �5������� �5���3�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO 1����� 5���� 3���� 1����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ $FOUFS 4JEF

1��� 5111 "()1� 5 �5�31��� �3������� ����3��� 4DSBQFS # 2VBSU[� 5���� 5���� ����� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�5� 55�� "()1� 5 �������� �3��53�3� �����5�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF 53��� 53��� ����� 5���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 55�� "()1� 5 ���3��1� �3���1��� ������5� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF 51��� 3���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ 4JEF

1��� 51�� "()1� 5 ������5� �3������� ���1���� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 5���� 5��1� ���1� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 51�� "()1� 5 �5�33�1� �3����1�� ���333�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO 5���� ����� 3���� ���3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 55�3 "()1� 5 �������� �3��5351� �����5�� 4DSBQFS $3 2VBSU[�7FJO 3���� �3��� 13�5� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 55�� "()1� 5 ���5���� �3����1�� ������3� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� 1���� 1���� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ $FOUFS -

151� 5133 "()1� 5 �5�3���� �3����5�� �����1�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF 5���� ����� 15��� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 5��3 "()1� 5 �5�5313� �35������ �������� 4DSBQFS $� "HBUF �1��� ����� ���5� �1��� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

153� 5��� "()1� 5 �3�5151� �3�����3� ����111� 4DSBQFS $� 2VBSU[� ����� �1��� 13��� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 513� "()1� 5 �������� �3�����5� ������1� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 3���� �5��� ����� 1���� 'MBLF ˓ ʷ ˓ $FOUFS 4JEF

155� 55�5 "()1� 5 �����55� �35����5� ����151� 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO ����� 3���� �1�1� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 5��� "()1� � �������� �3��1���� �5��5�1� 4DSBQFS " 2VBSU[�3IZPMJUF 55��� 5���� ����� ����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

15�� 51�� "()1� � ������3� �3��11��� �5��3�1� 4DSBQFS % 2VBSU[�3IZPMJUF �5��� 3���� �3��� ���1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 5��5 "()1� � �������� �35������ ���5���� 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO ����� 55��� 1���� �3��� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

15�� 5��� "()1� � ������3� �35�5���� ���51��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF ����� �1��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5��� "()1� � �5������ �3������� �5������ 4DSBQFS $� "HBUF 1��5� �5��� ���� 1��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�1� 51�� "()1� � �5�3���� �3������� �5��5��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO ���5� ����� �1�1� ���5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 51�� "()1� � �5����5� �3������� �����3�� 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO 5���� 5���� 31��� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ
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1��� 5��� "3�� � ���1�35� �5����1�� �5��1�5� 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO �3��� ���5� ����� ����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

11�� 55�� "3�� � �5������ �5������� �5��3�5� 4DSBQFS & 2VBSU[�7FJO �1��� �1�5� 11��� ��1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

111� 5�13 "3�� � �5���1�� �5���55�� �5�5���� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO 55��� 3���� ����� ����� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

11�� 5��� "3�� � �5���13� �5��113�� �5���51� 4DSBQFS % "HBUF 3��1� 33�3� 1���� 3��1� 1FCCMF ˓ ˓ ʷ

113� 5��� "3�� � �5���3�� �5���5��� �5������ 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO �5��� �3��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ $FOUFS 4JEF

11�� 55�5 "3�� � ����1�3� �5��533�� �5������ 4DSBQFS $� 4IFMM 1���� 15��� 5��� 1��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ %VCMMF 4JEF

115� 5��� "3�� � �5��1��� �5�����1� �5�5���� 4DSBQFS $1 4IFMM 1���� 1���� �1��� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

11�� 55�� "3�� � �����3�� �5���11�� �5���15� 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF ����� �3��� 1���� ���� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

11�� 5�5� "3�� � �5������ �5����1�� �5�5���� 4DSBQFS " 2VBSU[�3IZPMJUF 1���� 15��� ���� ��1� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

11�� �3�5 "3�� � ʵ ʵ ʵ 4DSBQFS $1 "HBUF ����� 15��� ���� 1��� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

11�� 5�1� "3�� � ����5��� �55��1��� �5�5�5�� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF 3��5� ����� ��5� 5��� 'MBLF ʷ ʷ ʷ 1MBUGPSN 4JEF

1��� 55�� "3�� � �5�1��5� �5�����3� �5����3� 4DSBQFS % 2VBSU[�7FJO 5���� 5���� 31��� �1�3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�1� 5���� ᶃ "3�� � �5����� �5��5��1 �5�51�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF 3���� 35��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5���� ᶄ "3�� � �5����� �5��5��1 �5�51�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO 31��� 3���� 1���� 'MBLF ʷ

1�3� 5�5� "3�� � �5��3��� �5���35�� �5�5���� 4DSBQFS % 2VBSU[�3IZPMJUF 51��� ����� ����� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5�31 "3�� � �����31� �5���5��� �5�5���� 4DSBQFS $3 2VBSU[�7FJO ����� 3���� 31��� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�5� 5��� "3�� � �5����3� �5��3�3�� �5��3��� 4DSBQFS # 2VBSU[�3IZPMJUF ����� ���1� 35�3� 13���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5�1� "3�� � �������� �55���1�� �5����1� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF �1�1� ����� 1���� 13��� 'MBLF ˓ ˓ ʷ

1��� 55�� "3�� � �5��3��� �5���3�5� �5������ 4DSBQFS $3 2VBSU[�3IZPMJUF ���5� 5���� 3��1� ���3� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

1��� 5��� "3�� � �5�3���� �5����53� �5�5��3� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF �5��� �1�5� 31�1� 1�1��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ 1MBUGPSN -

1��� 5�1� "3�� � �5���15� �55��5��� �5�5���� 4DSBQFS $3 2VBSU[�7FJO ���1� ����� ���5� �3�5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 5��� "3�� � ������1� �5������� �5������ 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� 5���� 3���� 1�5��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

131� 5��1 "3�� � �5��3�3� �5��1���� �5�5513� 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF �5��� 3���� 13��� ����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

13�� 551� "3�� � �5������ �5���3�3� �5������ 4DSBQFS $� 2VBSU[� 5��5� ����� 3���� 1����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

133� 5��� "3�� � �5�3��1� �5��3���� �5��1�1� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO �1��� 5��5� 35��� 1����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 55�� "3�� � ����5��� �5���1��� �5������ 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� ���1� 3���� 153��� 'MBLF ˓

135� 5�1� "3�� � �5�3�5�� �5��3��1� �5�55��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 3��5� 3���� ����� ���1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 5��� "()1� 5 ���3���� �35����3� ����3��� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO �5�5� 3��3� ���5� �3��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 51�� "()1� 5 ������1� �3������� �������� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 31��� 33��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 5��� "()1� 5 �����3�� �35��31�� ����1�3� 4DSBQFS $3 2VBSU[�3IZPMJUF ����� 3���� ���5� �1��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

13�� 511� "()1� 5 �5�1�3�� �3������� ���31��� 4DSBQFS $� 2VBSU[� 3���� ����� �3��� ���3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5��� "()1� 5 �3��3�1� �3����55� ����5��� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� 3���� ���1� �5�5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�1� 5535 "()1� 5 ������1� �35������ ����3��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 33�1� �5��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5��1 "()1� 5 �3������ �3��5��1� ����3�1� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� ����� ����� �1�3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�3� 55�� "()1� 5 �5������ �5������� �5���3�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO 1����� 5���� 3���� 1����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ $FOUFS 4JEF

1��� 5111 "()1� 5 �5�31��� �3������� ����3��� 4DSBQFS # 2VBSU[� 5���� 5���� ����� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�5� 55�� "()1� 5 �������� �3��53�3� �����5�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF 53��� 53��� ����� 5���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 55�� "()1� 5 ���3��1� �3���1��� ������5� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF 51��� 3���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ 4JEF

1��� 51�� "()1� 5 ������5� �3������� ���1���� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 5���� 5��1� ���1� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 51�� "()1� 5 �5�33�1� �3����1�� ���333�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO 5���� ����� 3���� ���3� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 55�3 "()1� 5 �������� �3��5351� �����5�� 4DSBQFS $3 2VBSU[�7FJO 3���� �3��� 13�5� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 55�� "()1� 5 ���5���� �3����1�� ������3� 4DSBQFS $1 2VBSU[�7FJO ����� 1���� 1���� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ $FOUFS -

151� 5133 "()1� 5 �5�3���� �3����5�� �����1�� 4DSBQFS $1 2VBSU[�3IZPMJUF 5���� ����� 15��� 3���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 5��3 "()1� 5 �5�5313� �35������ �������� 4DSBQFS $� "HBUF �1��� ����� ���5� �1��� 1FCCMF ˓ ʷ ʷ

153� 5��� "()1� 5 �3�5151� �3�����3� ����111� 4DSBQFS $� 2VBSU[� ����� �1��� 13��� ���� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 513� "()1� 5 �������� �3�����5� ������1� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO 3���� �5��� ����� 1���� 'MBLF ˓ ʷ ˓ $FOUFS 4JEF

155� 55�5 "()1� 5 �����55� �35����5� ����151� 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO ����� 3���� �1�1� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 5��� "()1� � �������� �3��1���� �5��5�1� 4DSBQFS " 2VBSU[�3IZPMJUF 55��� 5���� ����� ����� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

15�� 51�� "()1� � ������3� �3��11��� �5��3�1� 4DSBQFS % 2VBSU[�3IZPMJUF �5��� 3���� �3��� ���1� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

15�� 5��5 "()1� � �������� �35������ ���5���� 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO ����� 55��� 1���� �3��� 'MBLF ʷ ʷ ʷ

15�� 5��� "()1� � ������3� �35�5���� ���51��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�3IZPMJUF ����� �1��� 1���� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 5��� "()1� � �5������ �3������� �5������ 4DSBQFS $� "HBUF 1��5� �5��� ���� 1��� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1�1� 51�� "()1� � �5�3���� �3������� �5��5��� 4DSBQFS $� 2VBSU[�7FJO ���5� ����� �1�1� ���5� 'MBLF ˓ ʷ ʷ

1��� 51�� "()1� � �5����5� �3������� �����3�� 4DSBQFS " 2VBSU[�7FJO 5���� 5���� 31��� ����� 'MBLF ˓ ʷ ʷ
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1� 5��3 "3��� 5 ���151�� �5����3�� ���1�15� 2VBSU[�7FJO 1����� ����� �3��� �51��� ��� " 1 1 ˓ ʷ �1�1� 5��1� 1 1MBJO . 4BMJFOU 4UFQ ʷ ʷ

�� �311 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 2VBSU[�7FJO �3��� 3���� 1��3� 1��1� ��� # 1 ʷ ʷ 33��� ���� 1 1MBJO . 4BMJFOU )JOHF ʷ ʷ

3� �3�� "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 2VBSU[�7FJO �1��� 5��5� ����� �5��� ��� # 1 ˓ ʷ 3���� 1���� 1 1MBJO - 4BMJFOU 'FBUIFS ʷ ʷ

�� 531� "3��� 5 �5������ �5����1�� �5����3� 2VBSU[�7FJO 3���� 31��� 13��� 15��� 1�5� " 1 ˓ ʷ ����� ��3� 1 1MBJO . 4BMJFOU 4UFQ ʷ ʷ

5� 5��� "3��� 5 �5����5� �5����15� �5������ 2VBSU[�7FJO �1��� ���3� ����� ����� �3� " ˓ ˓ ����� ����� 1 ʴ / 1MBJO . 4BMJFOU 4UFQ ʷ ʷ

�� 55�5 "3��� 5 ���5313� �5����5�� �5����1� 2VBSU[�7FJO 3���� 5���� �1�5� 3���� ��� " ˓ ʷ 53��� ���5� 1 1MBJO . 4BMJFOU 'FBUIFS ʷ ʷ

�� 5��� "3��� 5 �5���1�� �5����51� �5������ 2VBSU[�7FJO 1MBUGPSN 4JEF

�� 5�5� "3��� 5 ����5�3� �5����1�� �5����5� 2VBSU[�7FJO ����� ����� �1�5� ���5� ��� $ 1 ʷ ʷ 31��� ���3� / /BUVSF . %J⒎VTF 4UFQ ˓ ʷ

�� 5��� "3��� 5 ���13�5� �5������� �5����3� 2VBSU[�7FJO �5��� 31��� 1���� ���� 1��� " � ʷ ʷ 31��� 1��1� / /BUVSF . 4BMJFOU 'FBUIFS ʷ ʷ

1�� 5��� "3��� 5 �5����3� �5������� �5���3�� 2VBSU[�7FJO 3��3� ���5� 1���� ���1� ��� # � 1 ʷ ʷ ����� 1���� 1 1MBJO . 4BMJFOU )JOHF ʷ ʷ
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11� 55�5 "3��� 5 �5�55��� �5���1�5� �5��5��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF 5���� ����� ����� ���5� ���1MBJO ���1� ����� ��� 4BMJFOU ʼ̏

1�� 5�55 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�3IZPMJUF  ����� ���5� 1��5� ��1� ���/BUVSF ���1� 1���� ��� 4BMJFOU 1

13� �315 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� �5��� �5��� 1�3��� ���1MBJO ���1� �5��� 11�� 4BMJFOU 1

1�� �331 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�3IZPMJUF 1FCCMF ����� ����� �1�1� ����5� ���1MBJO �3��� ����� �1� 4BMJFOU 1

15� �333 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� ���5� ������ ���1MBJO ���5� ����� ��� 4BMJFOU �

1�� �3�� "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ���1� ���5� 53��� �53�1� ���/BUVSF ����� 3���� �5� 4BMJFOU 1

1�� 51�� "3��� � ����15�� �3���5��� �5����3� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �3��� 5���� �1��� 155��� ���/BUVSF 3���� 3���� ��� 4BMJFOU 1

1�� 5��� "3��� � �����1�� �5��11�5� �5����1� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �1��� ����� ����� 31��� ���/BUVSF 3���� 1���� ��� %J⒎VTF 1

1�� 5�3� "3��� � ������3� �5��5��5� �5��511� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� �3�1� �5��� ������ ���/BUVSF 5���� 33��� ��� 4BMJFOU 1

��� 5��� "3��� � ����55�� �55��55�� �5��1��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�3IZPMJUF 1FCCMF ���5� 3���� ����� 1���� ���1MBJO 1��1� ����� 1��� 4BMJFOU �

�1� 55�� "3��� � �5������ �5������� �5������ 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� 1���� ��5� ���1MBJO 1���� 15��� ��� %J⒎VTF �

��� 55�� "3��� � �5��151� �5����5�� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� �3��� �5��� 1����� ��1SFQFS�� 3���� 3���� �5� 4BMJFOU �

�3� 5�1� "3��� � �������� �55������ �5�5��5� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF 5���� 53��� 35��� �5��� ���1MBJO 3��5� 3���� ��� 4BMJFOU 1

��� 5�55 "3��� � ����5��� �5�����3� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� �5�5� ����� ���1MBJO ����� 3���� �1� 4BMJFOU 1

�5� 5��1 "3��� � �������� �5������� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ���1� �1�1� ���1� �5���� ���1MBJO 5���� ����� 1�1� 4BMJFOU 1

��� 5��� "3��� � �5������ �5����11� �5��1��� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �3�1� 5��5� ����� 1����� ���1MBJO 5��1� 35��� ��� 4BMJFOU 1

��� 5��5 "3��� � �5����5� �5������� �5��3��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� �3��� 1���� ���1MBJO �5�5� ����� ��� %J⒎VTF 1

��� 5��� "3��� � �5���3�� �5��5�1�� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ���5� ���1� 33��� 31��� ���/BUVSF ����� 3���� ��� 4BMJFOU 1

��� 5��� "3��� � �5������ �5����1�� �5�5��3� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� ����� 1���5� ���/BUVSF 5��3� 3���� ��� 4BMJFOU 1

3�� 5��� "3��� � �5������ �5��35��� �5����5� 1PMZIFESJD 2VBSU[�3IZPMJUF 1FCCMF 3���� ����� ����� 33��� ���/BUVSF ���� 1���� ��� 4BMJFOU �

31� 5��� "3��� � �5�35�3� �5�����3� �5�515�� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �3��� 5���� ����� 115�1� ���1MBJO 3��5� 3���� ��� 4BMJFOU 1

3�� 5�3� "()1� 5 �������� �3��151�� ����3��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 'MBLF 31�1� 3���� 3���� ���3� ���1MBJO 1���� ����� �1� 4BMJFOU 3

33� 5��� "()1� 5 �3���5�� �3��3���� �����1�� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 'MBLF 5���� ����� �1�1� 1����� ���/BUVSF 3���� 3��5� �3� 4BMJFOU 1

3�� 5��� "()1� � �5������ �3���35�� �5����5� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �5�5� 53��� 31��� 1����� ��1SFQFS�3 �1��� ���1� ��� 4BMJFOU 1
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1� 5�5� "3��� 5 �5������ �5��3�3�� �5������ 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ���5� �1��� ����� 35���� ���1MBJO ���1� ����� 11�� 4BMJFOU 3

�� 51�� "3��� 5 ���3���� �3��531�� �����3�� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 'MBLF 3���� 3���� �3��� 31�3� ���1MBJO 1���� 11��� ��� 4BMJFOU �

3� 5�1� "3��� 5 ����31�� �55������ �5����5� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 'MBLF 3���� ����� ����� �5�5� ���1MBJO ���5� �1��� ��� 4BMJFOU �

�� 5��� "3��� 5 �5�11��� �5���5�3� �5��13�� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO  115��� 1�5��� �5�5� ����5� ���1MBJO 11��5� 111�1� �1� 4BMJFOU 1

5� 53�3 "3��� 5 ����53�� �5����3�� �5��5�3� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF 11���� �3��� ����� ������ ���/BUVSF ���3� ���1� �1� 4BMJFOU 1

�� 551� "3��� 5 �5�5���� �5���1�3� �5������ 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 'MBLF �5��� ����� 3���� ����� ���/BUVSF �1��� 3��5� 1��� 4BMJFOU 1

�� 55�� "3��� 5 ���5��3� �55������ �5������ 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� 5���� �5��� 1�3��� ���/BUVSF 3���� 1���� 1�5� 4BMJFOU �

�� 55�� "3��� 5 �5������ �5����1�� �5����3� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF 51�5� 3��5� ����� ����� ���1MBJO ����� ���5� 11�� 4BMJFOU 1

�� 55�� "3��� 5 �5��1�1� �5����5�� �5������ 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 'MBLF 1����� ����� 5��1� ��1��� ���1MBJO ����� 3���� ��� 4BMJFOU �

1�� 55�� "3��� 5 �5��1��� �5����35� �5����1� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF 55��� 5���� 31�5� ����� ���1MBJO �5��� 31��� ��� 4BMJFOU 1

11� 55�5 "3��� 5 �5�55��� �5���1�5� �5��5��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF 5���� ����� ����� ���5� ���1MBJO ���1� ����� ��� 4BMJFOU ʼ̏

1�� 5�55 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�3IZPMJUF  ����� ���5� 1��5� ��1� ���/BUVSF ���1� 1���� ��� 4BMJFOU 1

13� �315 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� �5��� �5��� 1�3��� ���1MBJO ���1� �5��� 11�� 4BMJFOU 1

1�� �331 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�3IZPMJUF 1FCCMF ����� ����� �1�1� ����5� ���1MBJO �3��� ����� �1� 4BMJFOU 1

15� �333 "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� ���5� ������ ���1MBJO ���5� ����� ��� 4BMJFOU �

1�� �3�� "3��� 5 ʵ ʵ ʵ 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ���1� ���5� 53��� �53�1� ���/BUVSF ����� 3���� �5� 4BMJFOU 1

1�� 51�� "3��� � ����15�� �3���5��� �5����3� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �3��� 5���� �1��� 155��� ���/BUVSF 3���� 3���� ��� 4BMJFOU 1

1�� 5��� "3��� � �����1�� �5��11�5� �5����1� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �1��� ����� ����� 31��� ���/BUVSF 3���� 1���� ��� %J⒎VTF 1

1�� 5�3� "3��� � ������3� �5��5��5� �5��511� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� �3�1� �5��� ������ ���/BUVSF 5���� 33��� ��� 4BMJFOU 1

��� 5��� "3��� � ����55�� �55��55�� �5��1��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�3IZPMJUF 1FCCMF ���5� 3���� ����� 1���� ���1MBJO 1��1� ����� 1��� 4BMJFOU �

�1� 55�� "3��� � �5������ �5������� �5������ 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� 1���� ��5� ���1MBJO 1���� 15��� ��� %J⒎VTF �

��� 55�� "3��� � �5��151� �5����5�� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� �3��� �5��� 1����� ��1SFQFS�� 3���� 3���� �5� 4BMJFOU �

�3� 5�1� "3��� � �������� �55������ �5�5��5� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF 5���� 53��� 35��� �5��� ���1MBJO 3��5� 3���� ��� 4BMJFOU 1

��� 5�55 "3��� � ����5��� �5�����3� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� �5�5� ����� ���1MBJO ����� 3���� �1� 4BMJFOU 1

�5� 5��1 "3��� � �������� �5������� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ���1� �1�1� ���1� �5���� ���1MBJO 5���� ����� 1�1� 4BMJFOU 1

��� 5��� "3��� � �5������ �5����11� �5��1��� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �3�1� 5��5� ����� 1����� ���1MBJO 5��1� 35��� ��� 4BMJFOU 1

��� 5��5 "3��� � �5����5� �5������� �5��3��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� �3��� 1���� ���1MBJO �5�5� ����� ��� %J⒎VTF 1

��� 5��� "3��� � �5���3�� �5��5�1�� �5�5���� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ���5� ���1� 33��� 31��� ���/BUVSF ����� 3���� ��� 4BMJFOU 1

��� 5��� "3��� � �5������ �5����1�� �5�5��3� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF ����� ����� ����� 1���5� ���/BUVSF 5��3� 3���� ��� 4BMJFOU 1

3�� 5��� "3��� � �5������ �5��35��� �5����5� 1PMZIFESJD 2VBSU[�3IZPMJUF 1FCCMF 3���� ����� ����� 33��� ���/BUVSF ���� 1���� ��� 4BMJFOU �

31� 5��� "3��� � �5�35�3� �5�����3� �5�515�� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �3��� 5���� ����� 115�1� ���1MBJO 3��5� 3���� ��� 4BMJFOU 1

3�� 5�3� "()1� 5 �������� �3��151�� ����3��� 1PMZIFESJD 2VBSU[�WFJO 'MBLF 31�1� 3���� 3���� ���3� ���1MBJO 1���� ����� �1� 4BMJFOU 3

33� 5��� "()1� 5 �3���5�� �3��3���� �����1�� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 'MBLF 5���� ����� �1�1� 1����� ���/BUVSF 3���� 3��5� �3� 4BMJFOU 1

3�� 5��� "()1� � �5������ �3���35�� �5����5� 4JOHMF 2VBSU[�WFJO 1FCCMF �5�5� 53��� 31��� 1����� ��1SFQFS�3 �1��� ���1� ��� 4BMJFOU 1
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